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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非閉鎖耳部を有するハウジングと、
　前記非閉鎖耳部内に配置された指向性音声ポートと、
　前記ハウジング内に配置された駆動アセンブリであって、前記駆動アセンブリの前方に
配置された前方容量及び前記駆動アセンブリの後方に配置された後方容量を有する、駆動
アセンブリと、
　音響インサートであって、前記音響インサート及び前記ハウジングがともに（１）マル
チポートチャンバ及び（２）前記後方容量から前記マルチポートチャンバへと経路指定す
る低音チャネルを画定するように、前記駆動アセンブリ後方の前記ハウジング内に配置さ
れ、前記音響インサートが前記ハウジングの内面に取り付けられている、音響インサート
と、
　前記音響インサートを通して形成され、前記マルチポートチャンバに前記後方容量を結
合する後部ベントと、
　前記ハウジングを通して形成され、外部環境に前記マルチポートチャンバを結合するマ
ルチポートベントと、
　を備えたイヤホン。
【請求項２】
　前記音響インサートが、前記ハウジングの前記内面に結合された隆起した溶接領域によ
って画定される凹部を有する、請求項１に記載のイヤホン。
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【請求項３】
　前記音響インサート内の前記凹部が前記低音チャネルの３つの壁を形成し、前記ハウジ
ングが前記低音チャネルの第４の壁を形成する、請求項２に記載のイヤホン。
【請求項４】
　前記音響インサートが、レーザエネルギを吸収する炭素添加プラスチックから形成され
ている、請求項１に記載のイヤホン。
【請求項５】
　前記ハウジングが、二酸化チタン顔料を含有するアクリロニトリルブタジエンスチレン
（ＡＢＳ）から形成されている、請求項１に記載のイヤホン。
【請求項６】
　前記音響インサートが、前記ハウジングの内面にレーザ接合インターフェースによって
取り付けられている、請求項１に記載のイヤホン。
【請求項７】
　前記音響インサートが、前記ハウジングの内面に接着剤によって取り付けられている、
請求項１に記載のイヤホン。
【請求項８】
　前記低音チャネルの長さが、前記イヤホンの周波数応答を変化させる、請求項１に記載
のイヤホン。
【請求項９】
　イヤホンの形成方法であって、
　内面及び外面を有するハウジングを形成することと、
　凸状の隆起した溶接領域によって画定される凹部を有する音響インサートを形成するこ
とと、
　駆動アセンブリを、当該駆動アセンブリの前に配置された前方容量及び前記駆動アセン
ブリの後ろに配置された後方容量を形成するように、前記ハウジング内に配置することと
、
　前記音響インサートを、前記隆起した溶接領域が前記ハウジングの前記内面に当接して
配置されるように、前記ハウジング内に挿入することと、
　前記音響インサート及び前記ハウジングがともに（１）マルチポートチャンバ及び（２
）前記後方容量から前記マルチポートチャンバへと経路指定された低音チャネルを画定す
るように、レーザを、前記音響インサートの前記隆起した溶接領域に当たり、前記隆起し
た溶接領域を前記ハウジングの前記内面に溶接するように、前記ハウジングを通して向け
ることと、
　前記後方容量を前記マルチポートチャンバに結合するように前記音響インサートを通し
て後部ベントを形成することと、
　前記マルチポートチャンバを外部環境へ結合するように前記ハウジングを通してマルチ
ポートベントを形成することと、
　を含む方法。
【請求項１０】
　前記ハウジングが、前記レーザの波長に対して実質的に透明なプラスチックから形成さ
れている、請求項９に記載のイヤホン形成方法。
【請求項１１】
　前記音響インサートが、レーザエネルギを吸収する炭素添加プラスチックから形成され
ている、請求項９に記載のイヤホン形成方法。
【請求項１２】
　前記音響インサートが前記低音チャネルの３つの壁を形成し、前記ハウジングが前記低
音チャネルの第４の壁を形成する、請求項９に記載のイヤホン形成方法。
【請求項１３】
　心棒に結合された耳部を有するハウジングと、
　前記耳部内に形成されたキャビティと、
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　前記キャビティ内に配置された駆動アセンブリであって、前記駆動アセンブリの前方に
配置された前方容量及び前記駆動アセンブリの後方に配置された後方容量を画定する、駆
動アセンブリと、
　音響インサートであって、当該音響インサート及び前記ハウジングがともに（１）マル
チポートチャンバ及び（２）前記後方容量から前記マルチポートチャンバへ経路指定され
た低音チャネルを画定するように、前記駆動アセンブリ後方の前記キャビティ内に配置さ
れ、前記ハウジングの内面に取り付けられた、音響インサートと、
　前記音響インサートを通して形成され、前記後方容量を前記マルチポートチャンバへ結
合する、後部ベントと、
　前記ハウジングを通して形成され、前記マルチポートチャンバを外部環境に結合する、
マルチポートベントと、
　を備えたイヤホン。
【請求項１４】
　前記音響インサートが、前記ハウジングの前記内面に接着された隆起した溶接領域によ
って画定される凹部を含む、請求項１３に記載のイヤホン。
【請求項１５】
　前記音響インサート内の前記凹部が、前記低音チャネルの３つの壁を形成し、前記ハウ
ジングが前記低音チャネルの第４の壁を形成する、請求項１４に記載のイヤホン。
【請求項１６】
　前記音響インサートが、レーザエネルギを吸収する炭素添加プラスチックから形成され
ている、請求項１３に記載のイヤホン。

【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　以下で説明する実施形態は、概して、イヤホン及び他の種類のヘッドホンなどのポータ
ブル聴取デバイス、及び、係るデバイスを収納及び充電するためのケースに関する。
【０００２】
　ポータブル聴取デバイスは、ポータブルメディアプレーヤ、スマートフォン、タブレッ
トコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ステレオシステム、及びその他のデバイス
などの幅広い種類の電子デバイスと併用することができる。ポータブル聴取デバイスは歴
史的にユーザの耳に載せたり、耳に入れたり、耳の付近に配置したりするよう構成された
１つ以上の小型スピーカと、スピーカを適所に保持する構造部品と、ポータブル聴取デバ
イスをオーディオ源に電気接続するケーブルとを含む。その他のポータブル聴取デバイス
は、ケーブルを設けず、代わりに無線オーディオ源から音声データのストリームを無線受
信する無線機器であってよい。
【０００３】
　無線ポータブル聴取デバイスには有線機器と比べて多くの利点がある一方で、潜在的な
欠点もある。例えば、無線のポータブル聴取デバイスは、典型的には、無線通信回路及び
デバイスの他のコンポーネントに給電するための充電式バッテリなどの１つ以上のバッテ
リを要する。使い捨てのバッテリは電力を使い切ったときに交換が必要で、充電式バッテ
リは定期的に充電が必要である。また、無線のポータブル聴取デバイスが一対のワイヤレ
スイヤホンである場合には、イヤホンは比較的小さいので、不使用時に損失しやすい。更
に、各イヤホン内の利用できるスペースが小さいため、比較的小さいイヤホンからハイエ
ンドの音響性能を達成することは製造業者にとって試練である。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示のいくつかの実施形態は、一対の無線イヤホン（earbud）やその他のタイプのヘ
ッドホンなどのポータブル聴取デバイスを収納及び充電することができるケースに関する
。様々な実施形態において、このケースは、ケース及びポータブル聴取デバイスの使用に
関連付けられるユーザエクスペリエンスを向上する１つ以上の特徴を含む。例えば、本開
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示のいくつかの実施形態は、イヤホンがケース内に収納されたかどうかを検出する検出器
を、ケースの蓋が開いているか、又は閉じているかを検出する検出器と共に、設けたワイ
ヤレスイヤホン用のケースに関する。ケース内の回路は、検出器からの情報を使用するこ
とで、イヤホンの充電、イヤホンとポータブルメディアプレーヤ又は他のオーディオ信号
源などのホストデバイスとのペアリング、及び／又は、イヤホンへの給電に使用されてい
る任意のバッテリの寿命を延ばすべくイヤホンの１つ以上の特徴をオフにすることに関連
付けられたユーザエクスペリエンスを向上することができる。
【０００５】
　他の実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースは蓋を設けることができ、この
蓋は、閉鎖時には聴取デバイスをケース内に封入し、開放時には収納された聴取デバイス
を露出させて、ユーザがケースから聴取デバイスを取り出せるようにする。蓋は双安定ヒ
ンジによってケースのハウジングにオーバーセンター構成で枢動可能に結合させることが
できる。オーバーセンター構成において、この双安定ヒンジは、閉鎖時又は完全開放して
いるときに蓋が安定位置にあり、閉鎖と完全開放の間の位置では不安定位置となって開放
又は閉鎖位置へ移動しようとする。蓋はその双安定動作により、閉鎖と開放位置間で容易
にまた最小限の労力で移動するので、蓋の開閉においてポジティブなユーザエクスペリエ
ンスが得られる。他の実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースは、聴取デバイ
スをケース内に磁気吸引して保持するように構成できる。更に他の実施形態は、無線ポー
タブル聴取デバイスとホストデバイスとのペアリングを容易化し、及び／又は、デバイス
が収納されてケース内に完全に包囲されている場合には無線ポータブル聴取デバイスのワ
イヤレス無線機が自動的にオフなり、ケースの蓋を開放するとワイヤレス無線機が自動的
にオンになるようになっている。本開示の各種実施形態は上述した特徴を全て含むことも
、いくつかの特徴のみを含むこともできる。
　充電システム付きイヤホンケース
【０００６】
　いくつかの実施形態では、充電式バッテリ及び電力コンタクトを含むポータブル聴取デ
バイスの持ち運び及び充電を行うためのケースが提供される。ポータブル聴取デバイスは
、ポータブル聴取デバイスを受容するように構成されたハウジングと、ハウジングに取り
付けられ、ケース内に聴取デバイスを隠す閉鎖位置と、ハウジングから変位させ、ユーザ
がケースから聴取デバイスを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、聴取デバ
イスをハウジング内に配置したとき検出信号を生成するように構成された検出器と、検出
信号の受信に応じて、充電式バッテリの充電を開始するように構成された充電回路とを含
むことができる。
　磁気オーバーセンター機構付きケース
【０００７】
　本開示のいくつかの実施形態は、ポータブル聴取デバイス又は他の種類の電子デバイス
を格納するために用いられるケースに関するケースは、電子デバイスを受容するためのキ
ャビティ、及び受容開口部を有し、受容開口部と連通するハウジングと、枢動可能な接合
部を介してハウジングに固定し、受容開口部を露出させる開放位置と、受容開口部をカバ
ーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋と、ハウジング及び蓋内に配置した複数の磁気素子
とを含むことができ、複数の磁気素子は、蓋用のオーバーセンター位置を形成し、閉鎖位
置に蓋を引き付ける場合の蓋がオーバーセンター位置を超えて移動するまで、開放位置か
ら閉鎖位置に回転しないようにする。
　無線通信遮断機能付きイヤホンケース
【０００８】
　いくつかの実施形態は、無線通信機を有するポータブル聴取デバイス用のケースに関し
、閉鎖位置ケースは、ポータブル聴取デバイスを受容するように構成されたキャビティを
有するハウジングと、ハウジングに取り付けられ、ポータブル聴取デバイスをケース内に
隠すと、ハウジングから変位させ、ユーザがケースからポータブル聴取デバイスを取り出
し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、蓋が閉鎖位置にあるか開放位置にあるかを検
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出する蓋センサと、閉鎖位置から開放位置に蓋を移動させたことを蓋センサが検出したと
き、無線通信機をオンにするように構成された回路とを含む。蓋センサは、蓋が、閉鎖位
置から開放位置に移動したとき開信号を生成し、回路は、開信号に応じて、無線通信機を
オンにするように構成できる。いくつかの例では、ケースは、キャビティに配置した第１
のコンタクトを有する電気コネクタを更に含み、ポータブル聴取デバイスがキャビティに
受容されたとき、ポータブル聴取デバイス上の第２のコンタクトと電気的に接続し、ケー
ス回路は、第１のコンタクトを介してポータブル聴取デバイスに命令を送信することで、
ポータブル聴取デバイスの無線通信機をオンにする。
　音響インサート付きイヤホン
【０００９】
　本開示のいくつかの実施形態は、非閉鎖耳部を有するハウジングと、非閉鎖耳部内に配
置した指向性音声ポートと、ハウジング内に配置され、駆動アセンブリの前方に配置した
前方容量と、駆動アセンブリの後方に配置した後方容量とを有する駆動アセンブリと、駆
動アセンブリの後方のハウジング内に配置され、ハウジングの内面に取り付けた音響イン
サートとを含む、イヤホンに関し、音響インサートとハウジングが、低音チャネルを形成
し、低音チャネルが、後方容量からハウジング内のマルチポートベントに経路指定される
。音響インサートは、隆起した溶接領域によって画定した凹部を含み、溶接領域は、ハウ
ジングの内面に音響的に接合される。いくつかの例では、音響インサート内の凹部は、低
音チャネルの３つの壁を形成し、ハウジングは、低音チャネルの第４の壁を形成する。音
響インサートは、前方容量をマルチポートベントに結合するアパーチャを更に含み、低音
チャネルとアパーチャは、マルチポートベントを介して通気されるマルチポートチャンバ
に結合できる。いくつかの例では、音響インサートは、レーザエネルギを吸収する炭素添
加プラスチックから形成される。
【００１０】
　いくつかの実施形態では、イヤホンを形成する方法が提供される。この方法は、内面及
び外面を有するハウジングを形成することと、隆起した溶接領域によって画定した凹部を
有するように音響インサートを形成することと、音響インサートをハウジング内に挿入し
て、隆起した溶接領域がハウジングの内面に対して配置されるようにすることと、ハウジ
ングを介してレーザを導き、音響インサートの隆起した溶接領域に衝突させ、隆起した溶
接領域をハウジングの内面に溶接することと、を含む。ハウジングは、レーザの波長に対
して実質的に透明なプラスチックから形成でき、音響インサートは、レーザエネルギを吸
収するプラスチックから形成できる。
　イヤホン及びケースの無線ペアリング
【００１１】
　いくつかの実施形態では、無線通信機を含むポータブル聴取デバイス用のケースは、ポ
ータブル聴取デバイスの受容領域を有するハウジングと、ハウジングに取り付けられ、ケ
ース内にポータブル聴取デバイスを隠す閉鎖位置と、ユーザが受容領域からポータブル聴
取デバイスを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、受容領域に配置され、１
つ以上のケース電気コンタクトを有し、ポータブル聴取デバイスが受容領域に受容された
とき、１つ以上のデバイス電気コンタクトに電気的に接続する電気コネクタと、ユーザ生
成動作に応じて信号を生成するように構成された入力デバイスと、入力デバイス及び電気
コネクタに結合したプロセッサとを含む。プロセッサは、入力デバイスから信号を受信す
るように構成され、それに応じて、電気コネクタを介して、ポータブル聴取デバイスに命
令を送信し、ホスト電子デバイスへのポータブル聴取デバイスの無線ペアリングを開始で
きる。いくつかの例では、プロセッサは、電気コネクタを介して、ポータブル聴取デバイ
スへの命令を送信して、入力デバイスからの信号の受信に応じて、その無線通信機をオン
にし、ホスト電子デバイスへのポータブル聴取デバイスの無線ペアリングを開始する前に
、ポータブル聴取デバイスと命令をやり取りするように更に構成できる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスを第２の電子デバイスに無線ペアリング
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する方法が提供される。この方法は、第１及び第２のデバイスと異なる第３の電子デバイ
スにおいて、ユーザから入力を受信することを含むことができる。入力の受信に応じて、
第３の電子デバイスは、第３及び第１の電子デバイスの間の有線接続を介して、第１の電
子デバイスにユーザ入力信号を通信できる。第１の電子デバイスのユーザ入力信号の受信
に応じて、第１の電子デバイスは、無線ペアリング要求を一斉送信し、無線ペアリング要
求の受信に応じて、第２の電子デバイスは第１のデバイスと無線でペアリングできる。い
くつかの例では、第１の電子デバイスは無線ヘッドホンセットであってもよく、第２の電
子デバイスは移動型電子デバイスであってもよく、第３の電子デバイスは、ポータブル聴
取デバイス用のケースであってもよい。更に、第３の電子デバイスがポータブル聴取デバ
イス用のケースであるいくつかの実施形態では、ユーザからの入力はケースの蓋を開くこ
とであってもよい。
　イヤホン用のレセプタクルコネクタ付きイヤホンケース
【００１３】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースが提供され、各イヤホンは耳部と
心棒部を有し、電気コネクタは心棒の遠位端に配置される。ケースは、ハウジングと、ハ
ウジング内に配置され、第１及び第２のイヤホンを各々収容するようなサイズ及び形状に
した第１及び第２のキャビティを有し、第１及び第２のキャビティが各々、キャビティに
イヤホンを受容する受容開口部と、受容開口部に対向するコンタクト開口部とを有するイ
ンサートと、インサートに取り付けたコンタクトアセンブリとを含むことができ、コンタ
クトアセンブリは、第１のキャビティ内に延びる第１の対の電気コンタクトと、第２のキ
ャビティ内に延びる第２の対の電気コンタクトとを備え、第１及び第２の対の電気コンタ
クトは、コンタクト開口部を介して、第１及び第２のイヤホンの遠位端に各々配置した電
気コネクタと電気的に接触するように構成される。
　電子コンタクト付き無線イヤホン
【００１４】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンが提供され、無線イヤホンは、縦軸に位置合わ
せされ、第１及び第２の端部を含む心棒部を有するハウジングと、第１の遠位端の近傍で
、縦軸からオフセットさせて駆動ユニット及び指向性音声ポートを有し、駆動ユニットが
、指向性音声ポートから音声を発するように位置合わせされ、磁石、音声コイル及び振動
板を備える、スピーカアセンブリと、ハウジング内に配置した充電式バッテリと、心棒部
の第２の端部において外面に露出させ、充電式バッテリに電力を供給するように電気的に
結合した第１及び第２の外部コンタクトとを含む。第１及び第２の外部コンタクトは各々
、部分的に環状であり、互いに対向して対称的な関係で配置されてもよい。いくつかの例
では、第１及び第２の外部コンタクトの外周は、心棒部の外面と同一平面内にある。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンは、ハウジングと、ハウジング内に配置した充
電式バッテリと、駆動ユニット及び指向性音声ポートを含み、駆動ユニットが、指向性音
声ポートから音声を発するように位置合わせされ、磁石、音声コイル及び振動板を備える
、スピーカアセンブリと、ハウジングの外面に露出させた複数のコンタクトとを含み、複
数のコンタクトの各コンタクトが、各コンタクトの外面に二元合金めっき層を有する導電
性ベース部を含み、二元合金めっき層がロジウムとルテニウムを含む。いくつかの例では
、ロジウムの重量％は少なくとも８５％であり、残りがルテニウムである。
　キャビティ内のイヤホンの磁気保持
【００１６】
　本開示のいくつかの実施形態は、１つ以上のイヤホン磁気コンポーネントを有するイヤ
ホン用のケースに関する。ケースは、イヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした受
容キャビティと、ケース内に配置され、受容キャビティ内にイヤホンを、第２の受容キャ
ビティに第２のイヤホンを磁気的に引き付け、磁気的に保持するように配置及び構成され
た１つ以上のハウジング磁気コンポーネントと、受容キャビティを露出させる開放位置と
、受容キャビティをカバーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋とを含むことができる。ケ
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ースは、一対のイヤホンを格納するように構成され、受容キャビティは、一対のイヤホン
の第１のイヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第１の受容キャビティと、一対
のイヤホンの第２のイヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第２の受容キャビテ
ィとを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上のハウジング磁気コンポーネントは、第
１の受容キャビティの周りに配置され、第１のイヤホンを第１の受容キャビティ内に磁気
的に引き付け、磁気的に保持するように構成された第１の複数の磁気コンポーネントと、
第２の受容キャビティの周りに配置され、第２のイヤホンを第２の受容キャビティ内に磁
気的に引き付け、磁気的に保持するように構成された第２の複数の磁気コンポーネントと
を含むことができる。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、イヤホンは、ユーザの耳内に少なくとも部分的に適合するよ
うに形成したハウジングと、ハウジング内に形成した指向性音声ポートと、ハウジング内
に配置され、第１の磁石を備える駆動ユニットを含み、駆動ユニットが、指向性音声ポー
トから音声を発するように位置合わせされたスピーカアセンブリと、スピーカアセンブリ
とは別個で、ハウジング内に配置される磁気保持コンポーネントとを含む。ハウジングは
、耳部と心棒部を有することができ、磁気保持コンポーネントは、耳部内に配置される。
駆動ユニットは、振動版と音声コイルを含むことができ、第１の磁石は、音声コイルに動
作可能なように結合されて、電気信号に応じて振動板を移動させ、磁気保持コンポーネン
トは、音声コイルに動作可能なようには結合されない。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、上記のケースと一対のイヤホンを含む無線聴取システムが提
供される。
　ポータブルデバイスを充電する誘導充電送信機付きケース
【００１９】
　いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースは、ポータブル聴取デバ
イスを受容するように構成された１つ以上のキャビティ、及び外部充電面を有するハウジ
ングと、ハウジングに取り付けられ、１つ以上のキャビティ上に位置合わせされる閉鎖位
置と、１つ以上のキャビティから変位させる開放位置との間で移動可能な蓋と、バッテリ
と、１つ以上のキャビティに配置したとき、ポータブル聴取デバイスを充電するように構
成された第１の充電システムと、外部充電面に隣接するハウジング内に配置した送信コイ
ルを含む第２の充電システムとを含み、送信コイルは、外部充電面に隣接するハウジング
の外側に配置した電子デバイスの電力受信コイルに電力を無線で送るように構成される。
いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイスは、一対のイヤホン用のケースであっ
てもよく、ハウジングは、第１及び第２のイヤホンを各々受容するように構成された第１
及び第２のキャビティを含むことができ、第１の充電システムは、イヤホンを第１及び第
２のキャビティに配置したとき、第１及び第２のイヤホンを充電するように構成される。
　防水レセプタクルコネクタ
【００２０】
　いくつかの実施形態では、電気レセプタクルコネクタが開示され、それは、受容面と背
面の間を延びる電気絶縁ポリマーからなり、受容面の開口部と連通するキャビティを画定
して、嵌合プラグコネクタのプラグ部を受容するハウジングと、背面に隣接配置したコン
タクトスペーサと、ハウジングの背面とコンタクトアセンブリとの間に配置したガスケッ
トと、各々がキャビティに配置される先端、各コンタクトをコンタクトスペーサに固定す
るアンカー部、及びアンカー部にコンタクトを接続するビーム部を有する複数のコンタク
トと、ハウジングの外面の周りに配置した金属ブラケットとを含む。
　容量性タッチセンサ付きイヤホン
【００２１】
　いくつかの実施形態は、イヤホンの１つ以上の電気コンポーネントを収容するキャビテ
ィを画定し、その外面における接触感知領域、及び外面と反対側のキャビティ内の内面を
有するハウジングと、その上に金属回路を形成した第１の面を有し、第１の面がハウジン
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グの内面に隣接するようにハウジング内に配置される容量性センサインサートと、ハウジ
ング内に配置したイヤホンプロセッサと、容量性センサインサートをイヤホンプロセッサ
に電気的に結合する少なくとも１つの導電体とを含むイヤホンに関する。容量性センサイ
ンサートは、ハウジングの形状に密に一致するように形成できる。いくつかの例では、金
属回路は、少なくとも１つの自己容量センサを形成し、ユーザが接触すると、検出可能な
自己容量回路の負荷となる。他の例では、金属回路は、少なくとも１つの相互容量センサ
を形成する行及び列電極を含み、ユーザが接触すると、行及び列電極の間の相互結合が変
化し検出される。容量性センサインサートは、金属微粒子を含むプラスチックから形成さ
れる。
　ねじりばねオーバーセンター機構付きケース
【００２２】
　いくつかの実施形態では、聴取デバイス用のケースは、聴取デバイスを受容するキャビ
ティを有するハウジングと、枢動可能な接合部を介してハウジングに取り付けられ、キャ
ビティ上に位置合わせされる閉鎖位置と、角変位され、キャビティから聴取デバイスを取
り出し可能な開放位置との間で回転可能な蓋と、蓋に取り付けられ、蓋から枢動可能な接
合部と反対側に配置される延長部を含む蓋用のオーバーセンター機構とを含み、延長部が
アームに接触し、蓋がオーバーセンター位置を超えて移動するまで、開放位置から閉鎖位
置に蓋が回転しないようにし、その後、蓋を閉鎖位置に付勢する。
【００２３】
　本開示の性質及び利点をより理解するために、以下の説明と添付の図面を参照する。し
かし、各図面は例証のみを目的として提供されており、本開示の範囲の限定を定義するも
のではない。更に、一般には、そうでないことが説明から明らかでない限り、異なる図面
中の要素に同一の参照符号が使用されている場合には、概してそれらの要素は機能又は目
的が同一であるか、又は少なくとも類似するかのいずれかである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本開示の実施形態に係る、蓋を設け、一対のイヤホンを保持するように構成され
たケースの側面図である。
【図２】本開示のいくつかの実施形態に係る、一対のイヤホンに結合した充電システムを
設けたケースのシステムレベル図である。
【図３】図１に示したケースの簡略化した断面図である。
【図４Ａ】本開示の一実施形態に係るイヤホンコネクタの部分断面図である。
【図４Ｂ】図４Ａに示したイヤホンコネクタの平面図である。
【図５Ａ】本開示に係るイヤホンコネクタの別の実施形態の部分断面図である。
【図５Ｂ】図５Ａに示したイヤホンコネクタの平面図である。
【図６Ａ】本開示に係るイヤホンコネクタの別の実施形態の部分断面図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示したイヤホンコネクタの平面図である。
【図６Ｃ】図６Ａに示したイヤホンコネクタ用のコネクタアセンブリの等角分解組立図で
ある。
【図６Ｄ】組み立てた状態にある、図６Ａに示したイヤホンコネクタの等角図である。
【図７Ａ】本開示に係るイヤホンコネクタの別の実施形態の等角分解組立図である。
【図７Ｂ】組み立てた状態にある、図７Ａに示したイヤホンコネクタの等角図である。
【図８Ａ】本開示に係るイヤホンコネクタの別の実施形態の部分断面図である。
【図８Ｂ】図８Ａに示したイヤホン上のコネクタの平面図である。
【図８Ｃ】図８Ａに示したイヤホンコネクタの等角分解組立図である。
【図９Ａ】図１に示したイヤホンのうちの１つのそれぞれ正面等角図及び背面等角図であ
る。
【図９Ｂ】図１に示したイヤホンのうちの１つのそれぞれ正面等角図及び背面等角図であ
る。
【図１０】図１に示したケースの上面図であり、ケースの蓋を取り除いた状態を示す図で
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ある。
【図１１】図１０に示したケース内のキャビティ内に保持されたイヤホンの、断面Ａ－Ａ
に沿った部分断面図である。
【図１２】図１０に示したケース内のキャビティ内に保持されたイヤホンの、断面Ｂ－Ｂ
に沿った部分断面図である。
【図１３】本開示のいくつかの実施形態に係るオーバーセンター型の蓋を設けたケースの
等角図である。
【図１４】オーバーセンター型の蓋が開放位置にある、図１３に示したケースの等角図で
ある。
【図１５】本開示のいくつかの実施形態に係るオーバーセンター型の蓋に関連付けられる
引力と析力を示すグラフである。
【図１６】本開示のいくつかの実施形態に係る、位置合わせされていない極を有する一対
の磁石と、高透過性材料で包囲された一対の磁石とを含むケースの側面図である。
【図１７】本開示のいくつかの実施形態に係る、ばねに取り付けられた二対の磁石を設け
たケースの側面図である。
【図１８】本開示のいくつかの実施形態に係る、ケースに使用できる磁石の等角図である
。
【図１９】本開示のいくつかの実施形態に係る、ケースに使用できる磁石の等角図である
。
【図２０】本開示のいくつかの実施形態に係る、ケースに使用できる磁石の等角図である
。
【図２１】本開示のいくつかの実施形態に係る、ケースに使用できる磁石の等角図である
。
【図２２Ａ】蓋が閉鎖した状態にある、本開示のいくつかの実施形態に係るねじりばねオ
ーバーセンター型機構を有するケースの側面図である。
【図２２Ｂ】図２２Ａに示したねじりばねオーバーセンター型機構の等角図である。
【図２２Ｃ】図２２Ａに示したケースの側面図であり、蓋が部分的に開放した状態を示す
図である。
【図２２Ｄ】図２２Ａに示したケースの側面図であり、蓋が更に開放した状態を示す図で
ある。
【図２３】本開示の実施形態に係るワイヤレス充電システムの簡略化した透視図である。
【図２４】図２３に示した充電システムの一部であってよい、いくつかの実施形態に係る
誘導電力受信システムのブロック図である。
【図２５】図２３に示したイヤホンケースの簡略化した平面図である。
【図２６】図２３に示した誘導電力送信システムの実施形態のブロック図である。
【図２７】本開示のいくつかの実施形態に係る誘導充電システム上で誘導充電されたケー
スの簡略化した等角図である。
【図２８】本開示のいくつかの実施形態に係る、図１に示したケース内に設けることがで
きる電気コネクタの等角図である。
【図２９】図２８に示した電気コネクタの等角分解組立図である。
【図３０】本開示のいくつかの実施形態に係る左耳用イヤホンの等角正面図及び等角背面
図である。
【図３１】本開示のいくつかの実施形態に係る右耳用イヤホンの等角正面図及び等角背面
図である。
【図３２】図３０、図３１に示したイヤホンのうちの１つの断面図である。
【図３３】いくつかのコンポーネントを取り除いた状態の、図３０、図３１に示したイヤ
ホンのうちの１つの断面図である。
【図３４】本開示のいくつかの実施形態に係るイヤホンに使用できる可撓性回路基板の平
面図である。
【図３５】図３４に示した可撓性回路基板の等角図である。
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【図３６】図３０、図３１に示したイヤホンに内蔵できるコネクタ構造の等角図である。
【図３７】本開示のいくつかの実施形態に係る、図３６に示したコネクタ構造のためのコ
ンタクトの等角図である。
【図３８】図３６に示したコンタクト構造の等角図である。
【図３９】本開示の一実施形態に係るイヤホンコネクタコンタクトの等角図である。
【図４０】図３９に示したインサート成形されたコネクタコンタクトの等角図である。
【図４１】本開示のいくつかの実施形態に係る、静電容量センサインサートを設けたイヤ
ホンの等角図である。
【図４２】図４１に示したイヤホン及び静電容量センサインサートの断面図である。
【図４３】本開示の一実施形態に従って示された静電容量センサインサートの平面図であ
る。
【図４４】本開示の一実施形態に従って示された静電容量センサインサートの平面図であ
る。
【図４５Ａ】本開示の一実施形態に係る音響インサートを設けたイヤホンの図である。
【図４５Ｂ】図４５Ａに示した音響インサートを設けたイヤホンの図である。
【図４６】本開示のいくつかの実施形態に係るイヤホンの製造に関連付けられるステップ
を示すフローチャートである。
【図４７】本開示のいくつかの実施形態に係るシステム４７を示す図である。
【図４８】本開示のいくつかの実施形態に係るシステム４８００の簡略化したブロック図
である。
【図４９】本開示のいくつかの実施形態に係るワイヤレスヘッドホンとホストデバイスと
のペアリングに関連付けられるステップを示すフローチャートである。
【図５０】本開示のいくつかの実施形態に係るイヤホン内のワイヤレス無線機をアクティ
ブ化するに関連付けられるステップを示すフローチャートである。
【図５１】本開示のいくつかの実施形態に係るイヤホン内のワイヤレス無線機を非アクテ
ィブ化に関連付けられるステップを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本開示のいくつかの実施形態は、ケース及び／又はポータブル聴取デバイスの使用に関
連付けられるユーザエクスペリエンスを向上することが可能な改善された特徴を有する、
ポータブル聴取デバイス、及びこのデバイスを収容及び／又は充電するケースに関する。
本開示は幅広い種類のポータブル聴取デバイスに有用であるが、本開示のいくつかの実施
形態は、以下でより詳細に説明するワイヤレスイヤホン及びワイヤレスイヤホン用のケー
スに特に有用である。
【００２６】
　例えば、いくつかの実施形態では、一対のワイヤレスイヤホンは、充電式バッテリ及び
充電回路を更に内蔵できるケース内に収まるサイズ及び形状をしている。この一対のイヤ
ホンは、イヤホンがケース内に配置されたことをケース内のイヤホン検出器が検出すると
充電される。更に、ケースは、各イヤホン内のワイヤレス無線機をアクティブ化させてユ
ーザが使用できる状態にするために、蓋が開いているかどうかを検出するセンサを含むこ
とができる。同様に、蓋を閉じるとワイヤレス無線機がオフになるので、イヤホンのバッ
テリの充電電力を温存することができる。
【００２７】
　別の実施例では、イヤホンをペアリングモードにするべく操作可能なペアリングボタン
をケースに設けることができる。更なる実施例では、ケースは、ケースバッテリの充電レ
ベル及び各イヤホンの充電レベルをユーザに知らせる１つ以上の充電インジケータライト
を設けることも可能である。
【００２８】
　別の実施例では、ケースは、蓋が閉鎖位置にあるときは第１の安定位置に、開放位置に
あるときは第２の安定位置にあるが、閉鎖位置と開放位置の間の位置では不安定位置とな
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るオーバーセンター構成の蓋を設けることができる。いくつかの実施形態では、オーバー
センター構成は２対の磁石を使用することで達成でき、他の実施形態ではねじりばねによ
って達成できる。更なる実施例では、ケースは、イヤホンをケース内に形成されたキャビ
ティ内部に引き入れ、ユーザが取り出すまで保持しておくケース内に１つ以上の磁石を設
けることができる。
【００２９】
　別の実施例では、内部回路が液体により損傷することを防ぐためにケースは液密であっ
てよい。イヤホンの充電とケースの充電の両方の電気接続は耐液体浸透性であってよい。
【００３０】
　別の実施例では、イヤホンは音響インサートを設けることができ、音響インサートは、
内部スピーカがイヤホンハウジング内の狭い空間内で音響パフォーマンスを提供すること
を可能にする低音ポートベント及び後部ベントなどの、１つ以上の音響ポートを形成する
。
【００３１】
　別の実施例では、イヤホンケースは、イヤホンとホストデバイスとのＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）ペアリングを開始するために使用できる。一実施形態では、蓋位置センサ
が、蓋が開いたときを検出して、イヤホンのペアリングを開始する。
【００３２】
　本開示によるポータブル聴取デバイスとそのケースの特徴及び態様をより認識するため
に、以下のセクションでは、本開示の実施形態によるイヤホン及びイヤホン用ケースの特
定の実施を数例説明することで本開示の更なる文脈を提供する。開示された特定の実施形
態は例えば例示のみを目的としたものであるので、これ以外の実施形態を、他のポータブ
ル聴取デバイス並びに他のデバイスに使用できる他のポータブル聴取デバイス及びケース
に採用することが可能である。
【００３３】
　ここで使用している用語「ポータブル聴取デバイス」とは、ユーザが聞くことができる
サウンドを再生するように設計されたあらゆるポータブルデバイスを含む。ヘッドホンは
１つのタイプのポータブル聴取デバイスで、ポータブルスピーカはまた別タイプのポータ
ブル聴取デバイスである。用語「ヘッドホン」は、ユーザの頭部上又は周囲に装着するよ
うに設計された一対の小型のポータブル聴取デバイスを指す。ヘッドホンは電気信号をユ
ーザが聞くことのできる対応したサウンドに変換する。ヘッドホンは、ユーザの頭部にか
けて装着される従来のヘッドホン、ヘッドバンドによって接続している左右型の聴取デバ
イス、ヘッドセット（ヘッドホンとマイクロホンの組合せ）、そしてイヤホン（ユーザの
耳内に直接フィットするように設計された非常に小型のヘッドホン）を含む。従来のヘッ
ドホンは、ユーザの耳全体を包含する耳パッドを設けたオーバーイヤ型ヘッドホン（覆い
型又はフルサイズヘッドホン呼ばれることもある）と、ユーザの耳を覆うのではなく耳に
押し当てられる耳パッドを設けたオンイヤヘッドホン（耳載せヘッドホンとも呼ばれる）
の両方を含む。ここで使用している用語「イヤホン」（イヤホン（earphone）又はイヤフ
ィットヘッドホンとも呼ばれる）は、ユーザの外耳道内には挿入されず、外耳道に面して
外耳内にフィットする小型ヘッドホンと、外耳道自体内に挿入されるインイヤヘッドホン
（カナルホンとも呼ばれる）との両方を含む。
　イヤホンケース
【００３４】
　図１は、本開示のいくつかの実施形態による一対のワイヤレスイヤホン用のケース１０
０の簡略化した平面図を示す。図１に示すように、ケース１００は、一対のイヤホン１１
５ａ、１１５ｂを受容するように構成された１つ以上のキャビティ１１０ａ、１１０ｂを
有しハウジング１０５（本体とも呼ばれる）を設けている。いくつかの実施形態では、キ
ャビティ１１０ａ、１１０ｂをケース１００の中心面の対向する両側に互いに隣接して配
置することができる。各キャビティ１１０ａ、１１０ｂのサイズと形状は、それぞれのイ
ヤホン１１５ａ、１１５ｂのサイズ及び形状に合うものであってよい。各キャビティは心
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棒部１１６ａ、１１６ｂとイヤホン部１１７ａ、１１７ｂを含んでよい。各心棒部１１６
ａ、１１６ｂは、対応するイヤホン部１１７ａ、１１７ｂからケース１００の底部１０６
に向かって延びた、細長く全体的に円筒形のキャビティであってよい。各イヤホン部１１
７ａ、１１７ｂは、対応する心棒部１１６ａ、１１６ｂからずれており、ハウジング１０
５の上面１０８にて開口している。本開示の実施形態はいかなる特定の形状、構成、キャ
ビティ１１０ａ、１１０ｂの個数にも限定されるものでなく、他の実施形態では、キャビ
ティ１１０ａ、１１０ｂは各種タイプのイヤホンを収容するために各種形状、各種構成で
あってよく、及び／又は、１つあるいは２つ以上の個数であってよい。
【００３５】
　ケース１００は、ハウジング１０５に取り付けた蓋１２０を更に設けている。蓋１２０
は、蓋１２０が１つ以上のキャビティ１１０ａ、１１０ｂの上に位置合わせされ、一対の
イヤホン１１５ａ、１１５ｂがハウジング内に完全に包囲される閉鎖位置と、ユーザがキ
ャビティからイヤホンを取り出せる、又はキャビティ内のイヤホンを交換できるように、
蓋がハウジング及びキャビティ１１０ａ、１１０ｂから移動された開放位置との間で動作
可能である。以下でより詳細に説明するとおり、蓋１２０はハウジング１０５に枢動可能
に取り付けることができ、蓋１２０に双安定動作を提供する磁気又は機械システム（図１
には示されていない）を設けることができる。いくつかの実施形態では、ケース１００は
、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂを充電するように構成された充電システム１２５と
、一対のイヤホンを１つ以上のキャビティ１１０ａ、１１０ｂ内に向きを合わせて保持す
るように構成された１つ以上の磁石１３０と、以下で更に説明するその他の特徴とを設け
ることもできる。
【００３６】
　図２は、本発明の実施形態によるシステム２００の簡略化したブロック図である。シス
テム２００は一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂと、一対のイヤホン用のケース２０４と
、ケースを充電するための電源２０５とを設けることができる。イヤホン２０２ａ、２０
２ｂはケース２０４内に配置され（例えば、ハウジングによって画定されたケースの内部
空間又はキャビティ内、あるいはハウジング内のインサート）、そこで便利に収納及び充
電されることができる。ケース２０４は図１に関して上述したケース１００を表すもので
あり、同様にイヤホン２０２ａ、２０２ｂはイヤホン１１５ａ、１１５ｂを表すものであ
る。
【００３７】
　各イヤホン２０２ａ、２０２ｂは、１つ以上の入力部２５５と、内部コンポーネント２
６０と、１つ以上の出力部２６５をそれぞれ設けることができる。いくつかの実施形態で
は、１つ以上の入力部２５５はマイクロホン入力部と、１つ以上のボタン又はユーザのタ
ッチを登録するセンサとであってよい。各種実施形態では、加速度計又は静電容量センサ
を入力部２５５として使用し、例えばユーザが通話に応答すること、又はイヤホン２０２
ａ、２０２ｂにペアリングモードにするよう命令することによってこれをアクティブ化さ
せて、片方又は両方のイヤホン上のライト点灯によって起動を示すことができる。各種実
施形態では、１つ以上の内部コンポーネント２６０はスピーカ、マイクロホン、充電式バ
ッテリ、プロセッサ、及び／又はその他の回路及びコンポーネントを含む。各種実施形態
では、１つ以上の出力部２６５はスピーカからのオーディオ、光、又は他のインジケータ
であってよい。各種実施形態では、インジケータの光は着信通話、バッテリの充電レベル
、ペアリングモード、又はその他の機能を示すことができる。
【００３８】
　各種実施形態では、イヤホン２０２ａ、２０２ｂのそれぞれは、入力部２５５及び出力
部２６５デバイスの両方であり得るワイヤレス無線機を設けることができる。ワイヤレス
無線機は、スマートフォンなどのオーディオプレーヤからの音声信号をイヤホンに受信さ
せることが可能である。各種実施形態では、イヤホン２０２ａ、２０２ｂのうちの１つ以
上は、イヤホンのうちの１つ以上からのマイクロホン信号などの音声信号を送信できる無
線機を設けることができる。また更なる実施形態では、イヤホン２０２ａ、２０２ｂのう
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ちの１つ以上は、通話の接続、通話の切断、オーディオ再生の一時停止、オーディオ再生
の早送り又は巻戻し、マイクロホン信号の消音などであるがこれらに限定されない１つ以
上の機能を実行するよう受信デバイス（例えばスマートフォンなどのホストデバイス）に
命令することができる通信信号を送信する無線機を設けることが可能である。ワイヤレス
無線機は、プロトコルの中でもＢｌｕｅｔｏｏｔｈ、低電力Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）などの任意の短距離かつ低電力の通信プロトコルを採用
できる。
【００３９】
　ケース２０４はケースプロセッサ２１０、イヤホン検出器２１５、無線機２１７、蓋セ
ンサ２２０、ケース充電回路２２５、バッテリ２２７、及びイヤホン充電回路２３０を設
けることができる。ケース２０４は、また、ケース２０４内の回路にイヤホン２０２ａ、
２０２ｂと通信させる、又はこれを充電させるイヤホンインターフェース２４５と、ケー
スをＡＣ又はＤＣ電源あるいは誘導充電パッドなどの有線又は無線電源２０５と結合する
電源インターフェース２５０とを設けてよい。各種実施形態では、ケース充電回路２２５
、バッテリ２２７、イヤホン充電回路２３０、インターフェース２４５、２５０は、全て
図１に示した充電システム１２５の代表的なコンポーネントである。
【００４０】
　電源インターフェース２５０は、マイクロＵＳＢコネクタ、照明コネクタ、又はイヤホ
ンケース２０４に給電できるその他のコネクタのためのレセプタクルコネクタの一部であ
ってよい。あるいは、又はレセプタクルコネクタに加えて、電源インターフェース２５０
は、電源２０５から誘導電力を受容できる、１つ以上の無線電力受信コイルなどの無線電
力受信機を設けることができる。イヤホンインターフェース２４５は、各イヤホン内のケ
ース転送インターフェース２７０を介して、電力及び／又はデータをケース２０４とイヤ
ホンとの間で転送できる。イヤホンインターフェース２４５は、本明細書中で図４Ａ～図
８Ｃに関して説明しているコネクタのうちの１つのような電気コネクタ、異なるタイプの
電気コネクタ、又は、誘導電力をイヤホン内の誘導電力受信機へ送信可能な無線電力送信
コイルなどの無線電力送信機を設けることができる。
【００４１】
　ケースプロセッサ２１０は、以下でより詳細に述べるケース２０４の様々な機能を制御
するように構成される。各種実施形態では、イヤホン検出器２１５は、片方又は両方のイ
ヤホン２０２ａ、２０２ｂがケース２０４内に配置された場合を検出する１つ以上のセン
サを含む。一実施形態では、イヤホン検出器２１５は、いずれかのイヤホン２０２ａ、２
０２ｂがケース内に存在するかどうかを判断するために、ケース２０４内のイヤホンコン
タクトを定期的に「ｐｉｎｇする」回路である。他の実施形態では、イヤホン検出器２１
５は、磁気センサ、光センサ、スイッチ、ホール効果センサ、フラックスセンサ、静電容
量センサ、光検出器、近接検出器、タクトスイッチ、又はその他あらゆるタイプのセンサ
などであるがこれらに限定されない任意の種類の機械又は電気センサであってよい。
【００４２】
　イヤホン検出器２１５がフラックスセンサである一実施形態では、フラックスセンサは
ケース２０４の電力消費を最小化するために有益である。一例として、フラックスセンサ
は、ワイヤのコイルとイヤホン２０２ａ、２０２ｂ内の１つ以上の磁石とによって、ケー
ス２０４内にそれぞれのイヤホンに１つずつ形成することができる。各フラックスセンサ
は、イヤホンがケース２０４内に挿入されて、又はケース２０４から引き出されて、イヤ
ホン内の磁石がワイヤのコイルワイヤのコイルを通過する際に電流が発生するように構成
できる。更なる実施例では、フラックスセンサは、動作に電力を必要とせず、ケース２０
４内のいずれかのイヤホン２０２ａ、２０２ｂの取り出し又は交換についてプロセッサ２
１０に通知するために独自のエネルギを生成する完全受動型センサとして機能できる。い
くつかの実施形態では、電力消費を最小限に抑える上でホール効果センサも有益である。
各種実施形態では、１つ以上のセンサは、イヤホンコネクタに電圧バイアス（例えばｐｉ
ｎｇ）を印加する必要がなく、これによりコンタクトの腐食及び／又は酸化を軽減するこ
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とができるため有益である。
【００４３】
　一実施例では、ケース２０４は上述したキャビティ１１０ａ、１１０ｂなどの別個のイ
ヤホン受容キャビティを設けることができ、イヤホン検出器２１５は第１及び第２のイヤ
ホン検出器（各キャビティに１つの検出器）を設けることができる。第１のイヤホン検出
器は、イヤホン（例えば左耳用イヤホン）が第１のキャビティ内に挿入された場合を検出
するために動作可能に結合でき、第２のイヤホン検出器は、イヤホン（例えば右耳用イヤ
ホン）がその他のキャビティ内に挿入されたときを検出するために動作可能に結合するこ
とができる。他の実施形態では、１つの検出器がいずれかのイヤホン２０２ａ、２０２ｂ
がケース２０４内に配置された場合を検出することが可能である。
【００４４】
　イヤホンがケース内に挿入されたことの検出に応じて、イヤホン検出器２１５が検出信
号を生成することができ、この検出信号がケース２０４内の他の回路に送信されて処理さ
れることで、バッドの充電が開始される。イヤホン検出器２１５が左右のイヤホン（又は
左右の耳で相互交換可能な第１、第２のイヤホン）の挿入をそれぞれ検出する第１、第２
の検出器を設けている場合には、各イヤホン検出器が、検出されたイヤホンだけの充電を
開始する別個の検出信号を生成することができる。
【００４５】
　充電の開始と同様に、イヤホン検出器２１５は充電を停止するためにも使用できる。例
えば、イヤホン検出器２１５は、片方又は両方のイヤホンがケースから取り出された場合
を検出し、取り出されたイヤホンの充電を停止する取り出し信号を生成する。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、イヤホン検出器２１５は、イヤホンと、これに対応するハウ
ジング内の（例えば各キャビティ１１０ａ、１１０ｂ内の）充電コンタクトとの間に電気
的接触がなされたことをイヤホン検出器が検出すると、各イヤホン２０２ａ、２０２ｂの
充電処理を開始する。より具体的には、各種実施形態において、イヤホン検出器２１５は
、片方又は両方のイヤホン２０２ａ、２０２ｂが各キャビティ１１０ａ、１１０ｂ内にあ
るかどうかを知得するために、充電コンタクトを定期的に「ｐｉｎｇ」を行っている。片
方又は両方のイヤホン２０２ａ、２０２ｂのバッテリ充電がゼロであっても、イヤホンは
、充電コンタクトと結合していることをイヤホン検出器２１５に検出させ、イヤホン充電
回路２３０内での充電を開始させることが可能な特徴インピーダンス又は他の電気特徴を
有することができる。イヤホン２０２ａ、２０２ｂとケース２０４との間の充電コンタク
ト及び電気接続について以下で詳細に説明する。いくつかの実施形態では、イヤホン検出
器２１５はプロセッサ２１０の一部であり、プロセッサは感知を行う。他の実施形態では
、イヤホン検出器２１５は別個の能動的／受動的コンポーネントである。各種実施形態で
は、ケース２０４はケースプロセッサ２１０を設けず、その代わり、様々な能動的及び／
又は受動的なコンポーネントを備えた回路がここで述べ、プロセッサに帰属する機能を実
行するように構成されている。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、ケースプロセッサ２１０はイヤホンインターフェース２４５
を介して（また、片方又は両方のイヤホンのケースインターフェースを介して）データを
送受信することで一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂと通信でき、更に、電源インターフ
ェース２５０を介してデータを送受信することで電源２０５と通信することができる。つ
まり、各種実施形態では、イヤホンインターフェース２４５及び電源インターフェース２
５０は、単方向又は双方向について通信電力及びデータ信号の両方を伝送することができ
る。いくつかの実施形態では別々の電力コンタクト及びデータコンタクトを使用し、各種
実施形態では１組のコンタクトを電力とデータの両方に使用する。例えば、いくつかの実
施形態では、電源２０５は、ＵＳＢ相互接続などの、又はＡｐｐｌｅ．Ｉｎｃが開発した
Ｌｉｇｈｔｎｉｎｇ（登録商標）相互接続などのインターフェース（図示せず）を介して
電源インターフェース２５０と通信するコンピューティングデバイスであってよい。相互
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接続によってケースバッテリ２２７に充電のための直流が提供され、ケースプロセッサ２
１０とコンピューティングデバイスとの間に双方向通信が提供される。別の実施例では、
電源２０５は、デバイスの充電に使用したものと同じコンタクトを介して、ケースプロセ
ッサ２１０と一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂとの両方にファームウェア更新を送信す
ることができる。イヤホンインターフェース２４５と一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂ
との間のデータ通信は、上述したものと類似の通信プロトコルを使用してもよいし、例え
ばシリアル通信などのその他任意のプロトコルを使用してもよい。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、ケース２０４は、インターフェース２４５、２５０を介した
データ交換に頼ることに加えて、又はその代わりに、ケースにイヤホン２０２ａ、２０２
ｂ及びホストデバイス（例えばスマートフォン、タブレットコンピュータ、ラップトップ
コンピュータなど）とのデータ通信を送受信させるワイヤレス無線機２１７を設けること
ができる。例えば、ワイヤレス無線機２１７を使用して、イヤホン２０２ａ、２０２ｂと
ホストデバイスとの間のペアリングシーケンスを開始することができる。別の実施例では
、無線機２１７を使用して、ホストデバイスから音楽ダウンロードを受信し、ケース２０
４に保存することができる。
【００４９】
　蓋センサ２２０は、ケースの蓋（例えば図１に示す蓋１２０）が開放位置にある場合、
及び閉鎖位置にある場合を検出できる。いくつかの実施形態では、ケースプロセッサ２１
０は蓋センサ２２０に結合しており、蓋センサから蓋の開放と閉鎖の場合を示す信号を受
信する。より具体的には、いくつかの実施形態において、蓋センサ２２０は、蓋が開放し
た場合を検出すると「開放」信号を生成してプロセッサ２１０に送信し、蓋の閉鎖を検出
すると蓋センサ２２０は、「閉鎖」信号を生成してプロセッサ２１０に送信する。プロセ
ッサ２１０は、蓋が開放位置にある場合には（例えば「開放」信号の受信に応じて）、一
対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂと通信しそのワイヤレス無線機をオンにして、ユーザが
イヤホンを使用できる状態にし、蓋が閉鎖位置にあるときには、ワイヤレス無線機をオフ
にして電力を温存するように構成されている。各種実施形態では、蓋センサ２２０は、以
下により詳細に説明するように、ケースの蓋の開放時にはペアリングモードに入るようケ
ースプロセッサ２１０をトリガーすることもできる。いくつかの実施形態では、ケースプ
ロセッサ２１０は、上述のように有線接続を使用し、イヤホンインターフェース２４５及
びケースインターフェース２７０を介して一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂと通信する
一方で、他の実施形態では、ケースプロセッサ２１０は、有線接続を使用して、又は有線
接続を使用せずに、インターフェース２４５、２７０を介してイヤホン２０２ａ、２０２
ｂと無線通信を行うことができる。いくつかの実施形態では、蓋センサ２２０は、タクト
スイッチ、静電容量センサ、磁気センサ（例えばホール効果）、又は光センサなどである
がこれらに限定されない任意の種類の機械又は電気スイッチであってよい。
【００５０】
　ケースバッテリ２２７は、ケース２０４に関連付けられる回路に電力を供給し、充電式
バッテリであってもよく、それは電源２０５及び電源インターフェース２５０を介して、
エンクロージャ充電回路２２５によって充電される。ケースバッテリ２２７は、イヤホン
インターフェース２４５にも結合され、イヤホン充電回路２３０と共に、一対のイヤホン
２０２ａ、２０２ｂを充電できる。いくつかの実施形態では、イヤホン充電回路２３０は
、ケース２０４が電源２０５に結合されていなくても、キャビティ１１０ａ、１１０ｂ内
に適切に格納されているときはいつでも、一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂを充電でき
る。したがって、ケース２０４は、一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂを充電可能であり
、同時に、ケースバッテリ２２７が十分な電荷を有する限り、このケースは、例えば、ユ
ーザのポケット内にある。様々な実施形態では、ケースバッテリ２２７は、ケース２０４
内に密閉でき、同時に、いくつかの実施形態では、ケースバッテリは、保守及び／又は別
の充電済みのバッテリとの交換のために取り外し可能であってもよい。ケースプロセッサ
２１０は、ケース充電回路２２５に追加的に結合でき、ケースバッテリ２２７の充電を制
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御できる（例えば、バッテリに供給される電圧及び電流を制御して、充電速度及びバッテ
リの寿命を最適化する）。いくつかの実施形態では、ケース充電回路２２５は、ＤＣ／Ｄ
Ｃ変換器、ＡＣ／ＤＣ変換器、バッテリ電圧レベル監視回路及び／又はセーフティ機能を
含み、ケースバッテリ２２７を適切に充電できる。
【００５１】
　同様に、いくつかの実施形態では、ケースプロセッサ２１０は、イヤホン充電回路２３
０に結合でき、イヤホンインターフェース２４５を介して、一対のイヤホン２０２ａ、２
０２ｂ内のバッテリの充電を制御できる（例えば、バッテリに供給される電圧及び電流を
制御し、充電速度及びバッテリの寿命を最適化する）。様々な実施形態では、イヤホン充
電回路２３０は、ＤＣ／ＤＣ変換器、バッテリ電圧レベル監視回路及び／又はセーフティ
機能を含み、イヤホンバッテリを適切に充電できる。
【００５２】
　様々な実施形態では、ケース２０４は、１つ以上の充電指示器２３５を含むことができ
、ケースバッテリ２２７及び／又は一対のイヤホンバッテリの充電レベルを指示して、ユ
ーザがケース１００の外面で指示器を見ることができるようにする（図１参照）。いくつ
かの実施形態では、充電指示器２３５は、３つのＬＥＤを含み、１つはケースバッテリ２
２７の状態を示し、１つは一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂの各々のバッテリ状態を示
すことができる。様々な実施形態では、充電指示器２３５は、各バッテリがフル充電に近
い場合は第１の色（緑など）、各バッテリが７５％未満まで充電されている場合は第２の
色（黄色など）、充電されていない又はわずかしか充電されていない場合は第３の色（赤
など）であってもよい。いくつかの実施形態では、充電指示器２３５は、バッテリ２２７
、イヤホン１１５ａ及びイヤホン１１５ｂそれぞれについて、複数のＬＥＤを含むことが
でき、ＬＥＤ灯の数は、各部品のバッテリの強度を示す。例えば、１つの特定の例では、
三組の３つのＬＥＤがケース２０４に含まれる場合がある。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、ケース２０４は、１つ以上のユーザ入力デバイス２４０を含
んでいてもよい。入力デバイス２４０に含まれる各々は、ボタン又は他の種類の入力であ
ってもよく、ユーザによってアクティブ化、又はユーザからの入力の受信に応じて、プロ
セッサ２１０又はケース２０４内の他の回路に通信できる信号を生成する。プロセッサ２
１０又は他の回路は、その後、信号に従って動作できる。例えば、様々な実施形態では、
一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂによって用いられる無線通信機は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）又は、一対のイヤホンと、電子デバイスの無線送信機との間で通信を確立
するのに、ペアリングシーケンスを必要とする他の無線システムであってもよい。一。こ
のような実施形態では、入力デバイス２４０が無線ペアリングボタンであれば、プロセッ
サ２１０は、イヤホンインターフェース２４５を介してイヤホンに信号を送信し、一対の
イヤホン２０２ａ、２０２ｂ内の無線通信機をペアリングモードに配置できる。より詳細
には、いくつかの実施形態では、ユーザは、ケース２０４上に配置したペアリングボタン
を押し、ケースプロセッサ２１０に通知し、インターフェース２４５を介して、一対のイ
ヤホン２０２ａ、２０２ｂがペアリングモードに入るように命令できる。いくつかの実施
形態では、一対のイヤホン２０２ａ、２０２ｂは、ケース内（図１に示したようにキャビ
ティ１１０ａ、１１０ｂ内）にあることが必要とされるが、ペアリングモードに入ると、
他の実施形態では、イヤホンはケース２０４内にある必要はなく、ケースの無線通信範囲
内にあるだけでよい。無線ペアリングに関する更なる詳細は、本出願の以降で説明される
。
【００５４】
　ここで図３を参照すると、ケース１００の簡略化された断面斜視図が示されている。図
３に示したように、ケース１００は、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂと様々な電子回
路を保持するためのキャビティ１１０ａ、１１０ｂを有するハウジング１０５を含んでい
る。ケース１００は、ハウジング１０５に取り付けた蓋１２０を更に含み、蓋１２０は、
１つ以上のキャビティ１１０ａ、１１０ｂ上に位置決めされ、ハウジング内の一対のイヤ
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ホン１１５ａ、１１５ｂを完全に収容する閉鎖位置と、キャビティ１１０ａ、１１０ｂを
露出させ、ユーザが、キャビティ内のイヤホンを取り外し又は交換できるようにする開放
位置との間で動作可能である。
【００５５】
　上で説明したように、蓋１２０は、接合部３０５を介してハウジング１０５に枢動可能
なように取り付けられ、蓋が、閉鎖位置と開放位置との間で動作できるようにする。いく
つかの実施形態では、蓋１２０は、閉鎖位置と開放位置で双安定位置を有するが、それら
の位置の間で、閉鎖位置又は開放位置のいずれかに引き寄せられるように不安定な双安定
位置を有することができる。様々な実施形態では、双安定動作は、以降でより詳しく説明
されるように、第１の対の磁気素子３１０ａ、３１０ｂと、第２の対の磁気素子３１５ａ
、３１５ｂを利用することによって実現される。いくつかの実施形態では、蓋センサ２２
０が、ハウジング１０５内に配置され、蓋１２０が閉鎖位置にある場合（例えば、検出可
能媒体３２０が蓋センサに隣接するとき）、及び蓋が開放位置にある場合（例えば、検出
可能媒体が蓋センサに隣接しないとき）を検出するように構成できる。いくつかの実施形
態では、検出可能媒体は磁性材料であってもよい。
【００５６】
　一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂは、キャビティ１１０ａ、１１０ｂ内に適合でき、
各キャビティは、イヤホンの１つを受信するようなサイズ及び形状である。いくつかの実
施形態では、各イヤホンがその各キャビティ１１０ａ、１１０ｂ内に完全に挿入されると
、各イヤホンの一部は、キャビティから延び、ユーザがケースからイヤホンを容易に掴み
取り出せるようにする。蓋１２０はキャビティ（又は図３に示したように一対のキャビテ
ィ３６０ａ、３６０ｂ）を含むことができ、その各キャビティ１１０ａ、１１０ｂから延
びる各イヤホンの一部は、その蓋１２０のキャビティ内に延びる。図３には示されていな
いが、各キャビティ３６０ａ、３６０ｂは、キャビティが取り囲む各イヤホンの一部のサ
イズ及び形状に適合するようなサイズ及び形状にして、ケース１００内にイヤホンをより
確実に格納できる。
【００５７】
　各イヤホンは、イヤホンのハウジング内に配置したスピーカアセンブリ（図３には示さ
ず）を含むことができる。スピーカアセンブリは、指向性音声ポートから音声を発するよ
うに位置決めした駆動ユニットを含むことができる。駆動ユニットは、電磁音声コイル、
スピーカ振動板及び音声コイルに動作可能なように結合した駆動磁石（図３では磁石３２
５として示した）を含み、電気信号に応じて振動板を移動させ、音声を生成できる。駆動
磁石に加えて、本開示のいくつかの実施形態によるイヤホンは、音声コイルに動作可能な
ように結合されていない追加の磁気プレート３３０を含むことができる。磁石３２５と磁
気プレート３３０のいずれか又は両方は、ケース１００内に配置した少なくとも１つのハ
ウジング磁気コンポーネント１３０に引き付けられる。引力は十分強く、以降でより詳し
く説明されるように、第１のイヤホン１１５ａを第１のキャビティ１１０ａ内に、第２の
イヤホン１１５ｂを第２のキャビティ１１０ｂに磁気的に保持する。いくつかの実施形態
では、磁気プレート３３０は、磁性材料から作製され、様々な実施形態では、金属射出成
型工程を用いて作製できる。いくつかの実施形態では、磁気プレート３３０は磁化される
が、他の実施形態では、それは磁化されないが、磁気的に引き付け可能である。
【００５８】
　磁気コンポーネント１３０と磁気プレート３３０との間の磁気的引力を増大させるため
に、各イヤホン内の磁気プレート３３０は、イヤホンハウジングに隣接する方向に配置で
きる。追加的に、磁気プレートは、ハウジングの曲率に一致するような輪郭を備え、磁気
プレートの表面領域全体で、磁気プレートとハウジングの間の最小の距離を保証する。同
様に、ハウジング磁気コンポーネント１３０又はその少なくとも一部は、イヤホンをキャ
ビティ内に受容したとき、磁気プレート３３０がある場所から直接離間した位置で、受容
キャビティの表面にできるだけ接近するように配置できる。いくつかの実施形態では、ハ
ウジングコンポーネント１３０は、受容領域の曲率に一致する（その各イヤホンの曲率に
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適合する）ような輪郭を備え、ハウジング磁気コンポーネント１３０と磁気プレート３３
０の間の距離を最小化できる。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、ハウジング１０５と蓋１２０は同じ材料から作製できるが、
様々な実施形態では異なる材料から作製することもできる。いくつかの実施形態では、ハ
ウジング１０５及び／又は蓋１２０の双方は、プラスチック材料、ステンレス鋼、アルミ
ニウム又は任意の他の材料から作製できる。
【００６０】
　充電システム１２５は、回路基板３３５又は他の電気経路構造、充電ケースバッテリ２
２７、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂへの電気的相互接続部３４０、プロセッサ２１
０などの１つ以上の電子コンポーネント、及び電源２０５（図２参照）に接続する電気コ
ネクタ３４５を含むことがきる。いくつかの実施形態では、コネクタ３４５は、例えば、
ＵＳＢコネクタなどの非独自仕様のインターフェースであってもよく、Ａｐｐｌｅ　Ｉｎ
ｃによって開発されたＬｉｇｈｔｎｉｎｇコネクタなどの独自仕様のインターフェースで
あってもよい。様々な実施形態では、コネクタ３４５は、以下でより詳しく説明されるよ
うに液密であってもよい。１つ以上の充電指示器２３５は、ケース１００の外面３５０上
で視認可能である。いくつかの実施形態では、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂの各イ
ヤホンは、以降でより詳しく説明されるように、各イヤホン１１５ａ、１１５ｂの心棒部
の端部に配置したコネクタ３４７によって、充電システム１２５に電気的に結合できる。
　イヤホンコネクタ
【００６１】
　図４Ａ～図８Ｃは、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂの別個のイヤホンと、ケース１
００（図３参照）との間で使用可能で、図３のコネクタ３４７と同様の電気的コネクタの
いくつかの例を示している。図４Ａ～図８Ｃは各々、第１のイヤホン１１５ａのイヤホン
コネクタを示しているが、当然のことながら、第２のイヤホン１１５ｂは、第１のイヤホ
ン１１５ａと同一に構成でき、したがって、同様の電気コネクタを含んでいる。追加的に
、図４Ａ～図８Ｃに示した実施例は、イヤホンの心棒の端部に配置した外部コンタクトを
含むが、コンタクトは、他の実施形態では異なる場所にあってもよい。
【００６２】
　図４Ａ及び図４Ｂは、本開示の一実施形態に係る、電気コネクタ４００及び電気コネク
タ４０５の簡略化した断面図であり、電気コネクタ４００は、イヤホンケース１００に組
み込まれ、電気コネクタ４０５は、イヤホン１１５ａの心棒部の端部にある。電気コネク
タ４０５は、本開示のいくつかの実施形態に従って、電力及び／又はデータを導くために
使用される。コネクタ４０５は、イヤホンインターフェースの一部であってもよく、第１
及び第２のイヤホンコンタクト４１０、４１５を各々含んでいてもよい。図４Ｂに、電気
コネクタ４０５の底面図を示す。いくつかの実施形態では、イヤホンコンタクト４１０、
４１５は環状であり、絶縁体４２０によって分離できる。レセプタクルコネクタ４００は
、上で示したケース１００等のケース内で使用でき、第１のイヤホンケースコンタクト４
２５と第２のイヤホンケースコンタクト４３０を有することができる。第１の環状コンタ
クト４１０は、第１のイヤホンコンタクト４２５とインターフェースし、第２の環状コン
タクト４１５は、第２のイヤホンコンタクト４３０とインターフェースする。第１及び第
２の環状コンタクト４１０、４１５は、金、銀又はパラジウムめっき銅を含む任意の種類
の導電性材料であってもよい。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、第１及び第２のイヤホンコンタクト４１０、４１５は各々、
電力コンタクトと接地コンタクトである。つまり、第１及び第２のイヤホンコンタクト４
１０、４１５は各々、一方を電力用に使用でき、他方を接地用に使用できる。例として、
いくつかの実施形態では、第１のコンタクト４１０は電力用に使用され、第２のコンタク
ト４１５は接地し、他の実施形態では、第１のコンタクト４１０は接地用に使用され、第
２のコンタクト４１５は電力用に使用される。様々な実施形態では、２つより多くのコン
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タクトを有する他のコネクタ構成を使用できる。
【００６４】
　第１及び第２のイヤホンケースコンタクト４２５、４３０は、ケース１００の電気的相
互接続部３４０を用いて、充電システム１２５（図３参照）に結合され、各イヤホン１１
５ａ、１１５ｂの充電及び通信を容易にする。様々な実施形態では、円形マイクロホン開
口部４３５が、各イヤホン１１５ａ、１１５ｂの第２の環状コンタクト４１５の中心に配
置され、双方向電話通信及び／又は雑音消去を容易にする。マイクロホンアパーチャ４３
５は、美的音響メッシュによってカバーされ、マイクロホンを破片及び損傷から保護する
。
【００６５】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本開示の一実施形態に従って、イヤホンケース１００に組み込み
可能な別の例のレセプタクルコネクタ５００と、イヤホン１１５ａの心棒部の端部におけ
る電気コネクタ５０５を示す。ただし、コネクタ５００は、以降でより詳しく説明するよ
うに、１つの環状コンタクト及び１つの中心コンタクトを有する。コネクタ５０５は、イ
ヤホンインターフェースの一部であってもよく、第１及び第２のイヤホンコンタクト５１
０、５１５を各々含んでいてもよい。図５Ｂに、電気コネクタ５０５の底面図を示す。い
くつかの実施形態では、リングコンタクト５１０は、リング状であってもよく、円形コン
タクト５１５は円形であってもよく、これらのコンタクトは絶縁体５２０によって分離さ
れる（例えば、絶縁体５２０は空隙であってもよい）。リングコンタクト５１０は、第１
のイヤホンコンタクト５２５とインターフェースすることができ、円形コンタクト５１５
は第２のイヤホンコンタクト５３０とインターフェースすることができる。様々な実施形
態では、円形マイクロホン開口部５３５は、リングコンタクト５１０と円形コンタクト５
１５との間に配置され、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂの１つ以上が、双方向電話通
信に使用される。
【００６６】
　図６Ａ及び図６Ｂは、本開示の一実施形態に従って、イヤホンケース１００内に組み込
み可能な別の例のレセプタクルコネクタ６００と、イヤホン１１５ａの心棒部の端部に配
置された電気イヤホンコネクタ６０５を示す。レセプタクルコネクタ６００は、以降でよ
り詳しく説明するように、電気イヤホンコネクタ６０５と電気的に接触できる。イヤホン
コネクタ６０５は、イヤホンインターフェースの一部であってもよく、第１及び第２のイ
ヤホンコンタクト６１０、６１５を各々含むことができる。図６Ｂに、電気イヤホンコネ
クタ６０５の底面図を示す。図６Ｂに示したように、コンタクト６１０、６１５は、対向
して対称的な関係で互いに配置されてもよい。いくつかの実施形態では、イヤホンコンタ
クト６１０と６１５は各々、部分的に環状の形状（つまり、部分的なリング）を有しても
よく、各コンタクトの開口部を他方に対向させる。例えば、コンタクト６１０は端部６１
０ａ、６１０ｂを含むことができ、コンタクト６１５は端部６１５ａ、６１５ｂを含むこ
とができ、端部６１０ａは端部６１５ａから離間し、端部６１０ｂは端部６１５ｂから離
間している。図６Ｂは各コンタクト６１０、６１５をハーフリングとして示しているが、
他の実施形態では、コンタクトはより短い長さの円弧を含むことも、及び／又は異なる対
向形状を共に有することもできる。
【００６７】
　イヤホンコンタクト６１０、６１５は、絶縁体６２０によって互いに分離できる（例え
ば、絶縁体６２０は、以降でより詳しく説明されるように誘電体材料であってもよい）。
イヤホンコンタクト６１０は第１のイヤホンケースコンタクト６２５とインターフェース
することができ、イヤホンコンタクト６１５は第２のイヤホンケースコンタクト６３０と
インターフェースすることができる。様々な実施形態では、円形マイクロホン開口部６３
５が、イヤホンコンタクト６１０と６１５の間に配置され、一対のイヤホン１１５ａ、１
１５ｂは双方向電話通信に使用される。レセプタクルコネクタ６００は、以降でより詳し
く説明するように、イヤホンケースコンタクト６２５、６３０を保持するコンタクトキャ
リア６４０を含むことができる。いくつかの実施形態では、コンタクトキャリア６４０は



(20) JP 6318209 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

、イヤホンレセプタクルキャビティ６４５を液密にすることができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態では、第１及び第２のイヤホンコンタクト６１０、６１５は各々、
イヤホンがキャビティ内に配置されたとき、イヤホンケースのイヤホン受容キャビティ内
に延びるコンタクト部を含むことができる。レセプタクルコネクタ６００は、イヤホン受
容キャビティの両側に配置され、その中に延びる一対のイヤホンケースコンタクト６２５
、６３０を含むことができる。イヤホンケースコンタクト６２５、６３０は、以降で更に
説明されるように、コンタクトキャリア６４０の受容スロット６２８、６３３内に保持で
きる。各イヤホン６１０、６１５の接点部は、弓形の断面を有することができ、イヤホン
がイヤホン受容キャビティに挿入される際の嵌合コンタクトイベント中、コンタクト６２
５、６３０の弓形のコンタクト６２６、６３１と接触する。イヤホンコンタクトとイヤホ
ンケースコンタクト上の弓形の表面の組合せによって、イヤホンがレセプタクルコネクタ
に挿入され、そこから引き出されるたびに、コンタクト拭き取り動作を可能にし、確実な
相互接続を形成する。図６Ａでは、コンタクト６２５、６３０は撓んだ状態で示され、イ
ヤホン１１５ａがその受容キャビティに完全に挿入され、イヤホンコンタクトがイヤホン
ケースコネクタと係合するようにしたときのおおよその位置を示す。
【００６９】
　同じコンタクト６２５、６３０は、撓んでいない状態６２７、６３２で図６Ａにも示さ
れており、イヤホン１１５ａのイヤホンコンタクトに嵌合する前に、イヤホン受容キャビ
ティ内に延びるコンタクトを示している。嵌合イベント中、イヤホン１１５ａは、イヤホ
ン受容キャビティ内により深く挿入されるので、イヤホンケースコンタクト６２５、６３
０は、イヤホンコンタクトと接触し、外向きに撓む。イヤホンコンタクト及びイヤホンケ
ースコンタクトの外部接触面は、嵌合イベント中、及びイヤホン１１５ａがイヤホン受容
キャビティから引き出される脱嵌合イベント中の両方で互いに摩擦接触する。様々な実施
形態では、コンタクト６２５、６３０の撓んだ弓形部６２６、６３１は各々、第１及び第
２のイヤホンの挿入及び引き出し中、第１及び第２のイヤホンコンタクト６１０、６１５
の弓形部によって各々撓む。弓形部は直接接触し、コンタクト６２５、６３０は撓んでい
る（例えば、ばね装荷状態にある）ので、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂは、ケース
と十分に嵌合しているとき、それらに加えられた垂直（例えば、排出）力を有する。いく
つかの実施形態では、本明細書でより詳しく説明されるように、１つ以上の磁石を用いて
、垂直力を克服し、それらの各キャビティ内にイヤホンを保持できる。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、コンタクト６２５、６３０の一方は、まず他方と異なる高さ
でコンタクト６２５、６３０の一方に予備負荷をかけることで（例えば、順次接触）、イ
ヤホンコンタクト６１０、６１５と接触するように構成できる。これは、いくつかの実施
形態では、それと能動的電気接続を行う前に、まずイヤホンに接地接続を行うために役立
つ。拭き取りコンタクト及びそれに続く接触コンタクトは、本明細書で開示されるコネク
タの実施形態のいずれかで使用される。
【００７１】
　様々な実施形態では、コンタクトキャリア６４０は、コンタクトインターフェース領域
の下に配置される破片凹部６０９を含むことができる。破片凹部６０９は、側壁６０９ａ
によって画定されるカップ状の形状を有し、いずれかのイヤホンキャビティ内に落下する
破片に場所を提供するために役立つことができる。破片凹部６０９は、イヤホンケースコ
ンタクト受容スロット６２８、６３３の間に配置され、接触領域から離間し、破片が、レ
セプタクルコネクタ６００と電気的に接触するイヤホンに干渉しないようにする。破片凹
部６０９は更に、イヤホン受容キャビティに対して開口させ、破片が、必要に応じて周期
的に清掃されるようにできる。いくつかの実施形態では、別個の破片凹部６０９が各イヤ
ホンコンタクト領域の下に配置されるが、他の実施形態では、単一の破片凹部が十分に広
く、両方の接触領域から破片を捕捉できる。
【００７２】
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　破片凹部６０９又は同様の破片捕捉構造は、本明細書で開示されるコネクタ実施形態の
いずれかに含めることができる。一実施形態では、破片凹部６０９は、コンタクト６２５
、６３０の弓形部６２６、６３１の下で破片凹部６０９の直径の５０％以上である深さを
有する。別の実施形態では、破片凹部６０９は、破片凹部６０９の直径の７５％以上の深
さを有するが、別の実施形態では、その深さは、直径の１００％以上である（例えば、深
さと直径の比率は１：１である）。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、コンタクト６２５は、銅、ニッケル及び銀合金から作製され
るが、他の実施形態では、リン及びブロンズ合金から作製でき、他の実施形態では、異な
る合金が用いられる。
【００７４】
　ここで図６Ｃを参照すると、レセプタクルコネクタ６００の分解図が示されている。図
６Ｃに示したように、コネクタ６００は、一対のイヤホン用の受容キャビティを画定する
第１及び第２の外殻６５０、６５５を含み、それは、ケース１００内に各イヤホンの心棒
部を保持しガイドする（図１参照）。図６Ｃには示されていないが、各外殻の受容キャビ
ティは、より大きなイヤホン受容開口部に開口する細長いチューブ部を含むことができる
。細長いチューブ部は、イヤホンの心棒を収容するようなサイズ及び形状にでき、より大
きなイヤホン受容開口部は、耳インターフェース部（つまり、ユーザの耳内に適合するイ
ヤホンの部分）を部分的に又は完全に収容するようなサイズ及び形状にできる。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、外殻６５０、６５５は、コンタクトキャリアによって共に接
合される別個のコンポーネントであってもよいが、他の実施形態では、外殻６５０、６５
５は、例えば、成型工程、３Ｄ印刷工程で、又は切削工程で形成できる単一のコンポーネ
ントであってもよい。コンタクトキャリア６４０は、第１のイヤホンとインターフェース
することができる第１及び第２のイヤホンコンタクト６２５、６３０を保持し、更に第２
のイヤホンとインターフェースすることができる第３及び第４のイヤホンコンタクト６６
０、６６５を各々保持する。襟部６７０は、コンタクトキャリア６４０の上面６７５に接
合できる。いくつかの実施形態では、襟部６７０は、取り外し可能なタイバー（図６Ｃに
は示さず）を有することができ、それは、組み立て中に襟部の３つの部品を共に保持し、
組立後に取り外して、完成したイヤホンケースにタイバーが含まれないようにする。
【００７６】
　第１及び第２の外殻６５０、６５５の遠位端６８０、６８５は各々、外殻６５０、６５
５の細長いチューブ部より細くでき、各遠位端６８０、６８５は、襟部６７０内に適合さ
せ、それに接合し、図６Ｄに示した完成した外殻及びレセプタクルコネクタアセンブリ６
９０を形成する。完成したアセンブリでは、各イヤホンケースコンタクト６２５、６３０
は、外殻６５０の各コンタクト開口部に嵌合し、各イヤホンケースコンタクト６２５、６
３０は、外殻６５５の各コンタクト開口部（例えば、図６Ｃで視認できる開口部６８７）
内に嵌合する。各コンタクト開口部（例えば、開口部６８７）によって、その各コンタク
トは、その各外殻６５０、６５５内のイヤホン受容キャビティ内に延び、嵌合イベント中
、イヤホンコンタクトと電気的に接触できる。組立時には、外殻及びコンタクトアセンブ
リ６９０は、本明細書で定義されるような液密シールを形成できる。外殻及びコンタクト
アセンブリ６９０は、次に図１に示したケース１００等のケースに組み立てられる。いく
つかの実施形態では、第１及び第２の外殻６５０、６５５は、２つのキャビティを有し、
１つのキャビティが各イヤホン用である単一の外殻であってもよい。
【００７７】
　本明細書で定義されるように、液密シールは、Ｉ．Ｐ．６８等級としても知られるＩｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｒａｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｎ
ａｔｉｏｎａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ（ＩＥＣ）６
０５２９によって定義される以降の１つ以上の等級に準拠するシールを意味する。いくつ
かの実施形態では、液密シールは、水の有害な浸入に対してコネクタアセンブリを保護し
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、１（滴下する水）及び８（１ｍを超える浸漬）の間の「液体の浸入」等級を有する。様
々な実施形態では、液密シールは、１（滴下する水）及び４（跳ね返る水）の間の等級付
けされるが、いくつかの実施形態では、液密シールは、２（デバイスを１５°傾斜させて
水を滴下する）及び５（ウォータジェット）の間に等級付けされる。様々な実施形態では
、液密シールは、３（噴霧する水）及び６（強力なウォータジェット）の間に等級付けさ
れるが、いくつかの実施形態では、液密シールは、４（跳ね返る水）及び７（最大１ｍま
での浸漬）の間の等級付けされる。様々な実施形態では、液密シールは、５（ウォータジ
ェット）及び８（１ｍを超える浸漬）の間に等級付けされるが、いくつかの実施形態では
、液密は、シールが、最大１００フィートで３０分までの液体の浸入に対して電子デバイ
スを保護することを意味する。
【００７８】
　ここで図７Ａ及び図７Ｂを参照すると、図６Ａ及び図６Ｂに示したコネクタ６００と同
様のレセプタクルコネクタ７００の別の例が示されている。ただし、以降でより詳しく説
明するように、レセプタクルコネクタ７００は、コンタクト及びコンタクトキャリア用の
異なる構成を有する。本実施形態は、図６Ａ及び図６Ｂに示した同じイヤホンコネクタを
使用できるが、イヤホンコンタクトは半円形であり、絶縁体によって分離されている。
【００７９】
　コンタクトキャリア７４０は、第１のイヤホンとインターフェースすることができる第
１及び第２のイヤホンコンタクト７２５、７３０を各々保持し、更に第２のイヤホンとイ
ンターフェースすることができる第３及び第４のイヤホンコンタクト７６０、７６５を各
々保持する。キャップ７７０は、接着剤７７３の層を介して、コンタクトキャリア７４０
の底面７７５に結合できる。図７Ｂに示したように第１及び第２の外殻７５０、７５５の
遠位端は各々、コンタクトキャリア７４０内に適合し、そこに接合し、完成した外殻及び
レセプタクルコネクタアセンブリ７９０を形成する。外殻及びコンタクトアセンブリ７９
０は液密であってもよく、本明細書で定義される範囲の１つ以上に適合する。外殻及びコ
ンタクトアセンブリ７９０は、次に図１に示したケース１００等のケースに組み立てられ
る。
【００８０】
　コンタクトキャリア６４０と同様に、第１及び第２のイヤホンコンタクトは、弓形の断
面を有することができ、レセプタクルコネクタコンタクト７２５、７３０の弓形部と接触
できる。弓形の表面の組合せによって、イヤホンがレセプタクルコネクタに挿入され、そ
こから引き出されるたびに、拭き取り動作を可能にし、確実な相互接続を形成する。更に
、いくつかの実施形態では、１つのコンタクトが、まずイヤホンと接触するように構成で
きる。一例では、コンタクトは異なる高さで予備負荷がかけられる。これは、いくつかの
実施形態では、まずそれと能動的な電気接続を行う前にイヤホンを接地するために役立つ
。
【００８１】
　ここで図８Ａ及び図８Ｂを参照すると、図４Ａ及び図４Ｂに示したコネクタ４００と同
様のレセプタクルコネクタ８００の別の例が示されている。ただし、以降でより詳しく説
明するように、レセプタクルコネクタ８００は、内側及び外側コンタクト用に異なる構成
を有する。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、イヤホンコンタクト８１０、８１５は環状であり、電気的絶
縁体８２０によって分離される。第１の環状コンタクト８１０は、第１のイヤホンコンタ
クト８２５とインターフェースし、第２の環状コンタクト８１５は、第２のイヤホンコン
タクト８３０とインターフェースすることができる。第１及び第２の環状コンタクト８１
０、８１５は、銅及び銅合金を含む任意の種類の導電性材料から形成でき、任意の金属で
めっきできる。様々な実施形態では、円形マイクロホン開口部８３５が、第２の環状コン
タクト８１５の中央に配置され、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂ（図１参照）の１つ
以上が、双方向電話通信用に使用される。マイクロホンアパーチャ８３５は、美的音響メ
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ッシュによってカバーされ、マイクロホンを破片及び損傷から保護する。
【００８３】
　コンタクトキャリア６４０と同様に、第１及び第２のイヤホンコンタクトは弓形の断面
を有し、レセプタクルコネクタ８００内のコンタクト８２５、８３０の弓形部に各々接触
できる。弓形の表面の組合せによって、イヤホンがレセプタクルコネクタに挿入され、そ
こから引き出されるたびに、拭き取り動作を可能にし、確実な相互接続を形成する。追加
的に、図８Ａに示したように、いくつかの実施形態では、イヤホン心棒の外面８２１は、
イヤホンコンタクトの外側面と同一平面にできる。更に、いくつかの実施形態では、１つ
のコンタクトが、まずイヤホンと接触するように構成できる。一例では、コンタクトは異
なる高さで予備負荷がかけられる。これは、いくつかの実施形態では、まずそれと能動的
な電気接続を行う前にイヤホンを接地するために役立つ。
【００８４】
　ここで図８Ｃを参照すると、レセプタクルコネクタ８００の分解図が示され、第１及び
第２の外殻８５０、８５５にそれをどのように結合し、ケース１００（図１参照）内に各
イヤホンの心棒部を保持しガイドするかを示している。コンタクトキャリア８４０は、第
１のイヤホンと共に用いられる第１及び第２のイヤホンコンタクト８２５、８３０を各々
保持し、更に第２のイヤホンと共に用いられる第３及び第４のイヤホンコンタクトを保持
する。コンタクトキャリア８４０は、第１及び第２の外殻８５０、８５５の遠位端８８０
、８８５に各々結合され、完成した外殻及びレセプタクルコネクタアセンブリを形成する
。外殻及びコンタクトアセンブリは、本明細書で定義されるように液密シールを形成でき
る。外殻及びコンタクトアセンブリ６９０は、次に図１に示したケース１００等のケース
に組み立てられる。いくつかの実施形態では、第１及び第２の外殻８５０、８５５は、２
つのキャビティを有し、１つのキャビティが各イヤホン用である単一の外殻であってもよ
い。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂ上の電気コネクタ（例え
ば、図４Ａのコネクタ４０５）は、環状の（例えば、リング状の）外部接触型コネクタで
なくてもよく、ピン及びソケット、ピン及びコンタクトパッド又は拭き取りアーム及びコ
ンタクトパッドなどであるがこれらに限定されない任意の他の種類の電気コネクタであっ
てもよい。様々な実施形態では、１つ以上のコンタクトパッドは、一対のイヤホンの心棒
部の垂直部に配置され、拭き取りアームはそれらとインターフェースすることができる。
別の例では、インターフェースコネクタは、イヤホンハウジングの耳部上に配置される。
嵌合コネクタは、ケース内に配置され、イヤホンがその各キャビティに配置されたとき、
コネクタとインターフェースすることができる。いくつかの実施形態では、このようなコ
ネクタは金めっきされ、長い期間、ユーザの耳に接触した結果として発生する可能性があ
る腐食を最小化できる。更に他の例では、イヤホンの無線誘導充電を使用できる。
　イヤホンの磁性保持
【００８６】
　図９Ａ及び図９Ｂは、ワイヤレスイヤホン１１５ａ、１１５ｂのうちの１つの、それぞ
れ正面及び後面の斜視図を図示する。図９Ａ及び図９Ｂに示すように、イヤホン１１５ａ
、１１５ｂは、耳インターフェース部分９０３及び心棒部９１０を有する外部ハウジング
を備える。耳インターフェース部分９０３は、少なくとも部分的にユーザの耳内にフィッ
トするように形成されてもよく、かつ本明細書において更に詳細に説明されるように、非
閉鎖であってもよい。審美的な音響性のメッシュ９１５は、耳インターフェース部分９０
３上にフィットし得、かつ内部スピーカからユーザの耳へ音が移動することを可能にする
。いくつかの実施形態は、応答にこたえるか、再生を中断するか、若しくはミュートにす
るか、又は他の機能を果たすために用いられ得る１つ以上のユーザ入力９５５を有し得る
。イヤホン１１５ａ、１１５ｂの対のための外側ハウジングは、ＡＢＳ又はポリカーボネ
ートを含むがこれらに限定されないプラスチック材料からできていてもよい。
【００８７】
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　ここで図１０を参照すれば、イヤホン１１５ａ、１１５ｂの対のためのケース１００の
ハウジング１０５の上面図（図１参照）を図示している。図１０に示すように、ハウジン
グ１０５は、イヤホンのための複数の保持磁石９０５ａ～９０５ｈ、及び１つ以上のセン
サを備えてもよい。イヤホン１１５ａ、１１５ｂは、キャビティ１１０ａ、１１０ｂに挿
入されてもよく、保持磁石９０５ａ～９０５ｈによってキャビティ内に保持されてもよい
。キャビティ１１０ａ、１１０ｂのそれぞれは、心棒部１１６ａ、１１６ｂ、及びイヤホ
ン部１１７ａ、１１７ｂを備えてもよい。イヤホン保持磁石９０５ａ～９０５ｄを用いて
、第１のイヤホン１１５ａを保持し、かつ保持磁石９０５ｅ～９０５ｈを用いて、第２の
イヤホン１１５ｂを保持する。しかし、他の実施形態では、より少ない又は追加の保持磁
石９０５ａ～９０５ｈを用いてもよく、この磁石は、その描写から幾何形状、サイズ及び
配置が変化してもよい。
【００８８】
　蓋センサ２２０は、蓋１２０（図１参照）が閉じているか開いているかを検出するため
に用いられ得る。図１０に図示される実施形態では、蓋センサ２２０は、キャビティ１１
０ａ、１１０ｂの間に配置されるが、蓋センサは、他の実施形態では異なって配置されて
もよい。蓋磁石９１０ａ、９１０ｂは、下に更に詳細に説明されるように、蓋（図１０に
は示さない）を操作するために用いられてもよく、ある場合には、下にやはり更に詳細に
説明されるように、保持磁石９０５ａ～９０５ｈの強度を増大する場合もある。断面図Ａ
－Ａを図１１に示しており、イヤホン１１５ａが、上記で説明される磁石に対してどのよ
うに配置され得るかという側面図を図示している。
【００８９】
　図１１は、ケース１００中のイヤホン１１５ａの断面図を図示する。図１１に示すよう
に、イヤホン１１５ａは、ハウジング１０５中でキャビティ１１０ａ内に固定される。い
くつかの実施形態では、イヤホン１１５ａは、イヤホン保持磁石９０５ｆ及び９０５ｈと
位置合わせするように配置されたスピーカ磁石３２５及び／又は磁気プレート３３０を有
し得る。スピーカ磁石３２５及び／又は磁気プレート３３０は、１つ以上のイヤホン保持
磁石９０５ｆ及び９０５ｈに引き付けられてもよく、かつ一方又は両方が、磁性材料を含
んでもよい。
【００９０】
　本明細書において規定されるとおり、磁性材料とは、磁性材料を引き付ける磁石の特性
によって引き付けられ得るか、又はその特性を獲得できる任意の材料である。これには、
強磁性体（すなわち、鉄を含む磁石）並びに非鉄磁石が挙げられる。磁性材料のいくつか
の例としては、これらに限定されないが、ネオジム、鋼、ニッケル、コバルト及びアルニ
コ、アルミニウム－ニッケル－コバルト合金、希土類金属のいくつかの合金、及びいくつ
かの天然に存在する鉱物、例えば、磁鉄鉱が挙げられる。相対的に、磁石とは、磁化され
ている磁性材料であって、そのため磁石は磁性材料を引き付ける。
【００９１】
　一実施形態では、磁気プレート３３０は、磁性材料を備えてもよく、かつ磁石９０５ｆ
及び９０５ｈは、ハウジング１０５が反転されるか又は振盪される場合でさえ、ハウジン
グ１０５中にイヤホン１１５ａを保持するために十分な力で磁気プレートを引き付ける距
離内であるように配向されて配置されてもよい。しかし、保持磁石９０５ｆ、９０５ｈの
強度は、ユーザが、その指でイヤホン１１５ａを把持し、かつ磁気保持の力よりも大きい
力を加えることによってハウジング１０５からイヤホン１１５ａを取り外すことを可能に
するように選択されてもよい。更なる実施形態では、保持磁石９０５ｆ、９０５ｈのうち
の１つ以上を、スピーカ磁石３２５を引き付けるように配置して配向してもよく、これに
よって、イヤホン１１５ａをハウジング１０５中に引き付けて、それを保持することを補
助してもよい。他の実施形態では、イヤホン排出機構が、このケース中に備えられてもよ
い。例えば、蓋が開かれたときに（又は排出ボタンが押されたとき）、機械的な排出装置
がイヤホンを押し出す。
【００９２】
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　いくつかの実施形態では、図１０に示されるような追加の磁石を用いて、磁気プレート
３３０及び／又はスピーカ磁石３２５に与えられた引力及び保持力を増強してもよい。更
に具体的には、蓋磁石９１０ｂを用いて、蓋１２０（又はその蓋中に配置された磁性材料
１１０５）を引き付け、かつこれをまたハルバッハアレイの一部として用いて、イヤホン
保持磁石９０５の磁場を増強して、より大きい距離からイヤホン１１５ａを引き付けて、
それを更に確実に保持してもよい。ハルバッハアレイは、磁気アレイの一方の側では磁場
を強化し、もう一方の側では磁場をほぼゼロまで無効にする、永久磁石の特別な配置であ
る。保持磁石９０５ｅ、９０５ｆ及び９０５ｇ（図１０参照）はまた、ハルバッハアレイ
の一部として用いられてもよい。
【００９３】
　ここで図１２を参照して、ハウジング１０５の断面図Ｂ－Ｂは、図１０から示される。
図１２に示すように、３つのイヤホン保持磁石９０５ｅ、９０５ｆ及び９０５ｇは、ハウ
ジング１０５内のキャビティ内にイヤホン１１５ａを固定するためにハウジング１０５内
に配置される。いくつかの実施形態では、磁石９０５ｇ及び９０５ｅは、イヤホン１１５
ａの耳インターフェース部分８０５の円形状に部分的に一致するように傾斜した上面を有
し得る。任意の構成又は配列の磁石を用いて、スピーカ磁石３２５及び／又は磁気プレー
ト３３０を引き付けてもよい。いくつかの実施形態では、担体９２０を形成して、１つ以
上保持磁石９０５ａ～９０５ｈを保持及び配置してもよい。
【００９４】
　また、図３に関して上記されるとおり、イヤホンそれぞれの中の磁気プレート３３０を
、イヤホンハウジングに隣接する方向に配置して、ハウジングの曲率に一致するような輪
郭を備え（図１１及び図１２に示されるように）、磁気プレートの間の最小距離を保証し
てもよく、表面にまたがるハウジングは、磁気プレートであって、最小限の磁気材料を用
いて、ハウジング磁気コンポーネントと磁気プレート３３０との間の磁気的な引き付けを
増大する。同様に、ハウジング磁気コンポーネント９０５ａ～９０５ｈのいくつか又は全
ては、イヤホンケースの適切な表面に対してできるだけ近くに配置されて、表面に適合す
る輪郭を備えてもよい。
　磁気的に作動するケース
【００９５】
　図１３～図２１は、オーバーセンター位置で磁気的に作動される蓋及びいくつかの例示
的な磁石の相対的位置を有するケース１３００を図示する。図１３に示すように、ケース
１３００は、図１に図示され、一対のイヤホンを保持するために用いられるケース１００
と同様であってもよいが、ケース１３００は、医薬を保管するための容器、タバコを保管
するための容器、又は小型のポータブルメディアプレーヤの再充電容器などであるがこれ
らに限定されない無数の他の目的に用いられてもよい。
【００９６】
　ここで図１３及び図１４を同時に参照すれば、いくつかの実施形態では、ケース１３０
０は、受容開口部１３０１、及びこの受容開口部と反対側に配置される底面１３０２とを
有するハウジング１３０５を備えてもよい。上記で説明されるケースと同様に、ケース１
３００は、図１３に図示される、閉鎖位置を有してもよく、ここでは、ハウジング１３０
５は、このハウジングに対して枢動可能に結合されている蓋１３１０で覆われる。ケース
１３００はまた、図１４に図示される開放位置を有してもよく、ここでは、蓋１３１０は
、角シータでハウジング１３０５から枢動可能に変位される。ケース１３００は更に、下
壁１３０４と反対側の上壁１３０３、及び第２の側壁１３０７と反対側の第１の側壁１３
０６を備えてもよく、ここでは、この壁は、受容開口部１３０１と、底面１３０２との間
に延びて、受容開口部１３０１と連通するキャビティ１３０８を画定する。受容開口部１
３０１は、それぞれが、上壁１３０３、下壁１３０４、第１の側壁１３０６及び第２の側
壁１３０７の端部を含む、４つの壁端部１３０９ａ、１３０９ｂ、１３０９ｃ及び１３０
９ｄによって更に画定されてもよい。
【００９７】
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　第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂは、それらが、お互いに反発するように配
向されてもよく、ハウジング１３０５内に配置される第１の対の第１の磁気素子１３１５
ａ、及び蓋１３１０内に配置された第１の対の第２の磁気素子１３１５ｂを備える枢動可
能接合１３１７の近位に配置される。いくつかの実施形態では第１の対の磁気素子１３１
５ａ、１３１５ｂは、両方とも磁石であってもよい。第２の対の磁気素子１３２０ａ、１
３２０ｂは、お互いに引き付けるように配向され、ハウジング１３０５内に配置される第
２の対の磁気素子の第１の磁気素子１３２０ａ、及び蓋１３１０内に配置された第２の対
の磁気素子の第２の磁気素子１３２０ｂを有する、枢動可能接合１３１７と反対側に壁端
部１３０９ａに近位に配置される。いくつかの実施形態では、磁気素子１３２０ａ、１３
２０ｂの両方とも、磁石であってもよいが、別の実施形態では、磁気素子のうちの１つが
、磁石であって、もう一方の要素が磁性材料であってもよい。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、ケース１３００は、蓋１３１０のオーバーセンター構成を作
成するように構成されてもよく、ここでは、この蓋は、閉鎖位置（図１３に図示される）
にある場合、第１の安定位置であり、かつ開いた位置（図１４に図示される）にある場合
、第２の安定位置であるが、閉鎖位置と開放位置との間では不安定位置である。いくつか
の実施形態では、これは、蓋１３１０が、開放位置から閉鎖位置へ移行されるとき、第１
の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂの間で反発力を圧倒する、第２の対の磁気素子１
３２０ａ、１３２０ｂの間の引力によって達成され得る。この条件は、図１５で図示され
るようにグラフで説明できる。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、本明細書に開示される磁気配列のいずれかは、磁石内及び磁
石間で磁場を集中させるような多極の構成で配置されてもよい。いくつかの実施形態では
、多極が、磁気素子１３２０ａ及び１３２０ｂについて用いられてもよく、ここでは、１
３２０ａは、南端に隣接する北端を有し、かつ１３２０ｂは、１３２０ａの北端に引き付
ける南端を有し、かつ１３２０ａの南端に引き付ける北端を有する。他の実施形態では、
任意の他の配列を用いてもよい。多極配列は、ケースの外側の磁場を弱めて、それによっ
てカードなどの他の磁性物とその上の磁気ストリップとがネガティブに相互作用しないた
めに有益である場合がある。
【０１００】
　図１５は、蓋１３１０に対する磁力のグラフを図示する。図１３に示すように、蓋１３
１０は、２つの対の磁気素子からその蓋に与えられた力によって、オーバーセンター位置
を有する。上記で説明されるとおり、第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂ（図１
３及び図１４参照）は、グラフ上にＦRepulsionと表示された線として示される反発力を
有するように配向される。同様に、第２の対の磁気素子１３２０ａ、１３２０ｂは、グラ
フ上にＦAttractionと表示された線として示される引力を有するように配向される。図１
４の試験から、蓋１３１０が閉じられるとき、シータ＝０°の角度であり、かつ蓋が完全
に開放されるとき、シータ＝１８０°の角度である（例えば、ハウジング１３０５がその
最大程度まで枢動可能に変位される）ことが理解できる。いくつかの角度では、Ｘ°とい
う表示は、蓋１３１０についてオーバーセンター位置であり、ここでは不安定であって、
「自動的に」（すなわち、磁気的な引き付けによって）、閉鎖位置又は開放位置のいずれ
かへ向かって移動する。
【０１０１】
　図１５を引き続き参照すれば、０°の角度では、蓋１３１０は閉じており、第２の対の
磁気素子１３２０ａ、１３２０ｂの引力ＦAttractionは、第１の対の磁気素子１３１５ａ
、１３１５ｂの反発力ＦRepulsionよりも大きく、そのためこの蓋は、閉鎖位置で固定さ
れる。いくつかの実施形態では、第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂ及び第２の
対の磁気素子１３２０ａ、１３２０ｂが同じ強度を有する場合でさえ、オーバーセンター
の設計が機能する。なぜなら枢動可能接合に対して有する第１の対の磁気素子のテコは、
第２の対の磁気素子が枢動可能接合に対して有するテコよりも小さいからである。更に具
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体的には、第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂは、枢動可能接合に対して近いの
で、これが蓋１３１０に対して加えるトルクは、第２の対の磁気素子１３２０ａ、１３２
０ｂよりも小さい。
【０１０２】
　しかし、蓋１３１０が、より大きい角度のシータへ移動するにつれて（すなわち、開放
位置への移行の場合）、第２の対の磁気素子１３２０ａ、１３２０ｂは、第１の対の磁気
素子１３１５ａ、１３１５ｂよりも速くお互いから離れて移動する。磁力は、距離と共に
指数関数的に変化するので、ＦAttraction（Ｆ引力）は、ＦRepulsion（Ｆ反発力）より
もかなり早く落ち、したがって、ある角度のＸ°では、ＦRepulsion（Ｆ反発力）は、ＦA

ttraction（Ｆ引力）を克服して、蓋が、開放位置まで引っ張られる。開放位置から閉鎖
位置までの移動の際、逆が生じて、オーバーセンターポイントに達した後、その蓋は、閉
鎖位置まで引き付けられる。
【０１０３】
　いくつかの実施形態では、第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂは、完全な開放
（すなわち、シータが１８０°である場合）から蓋１３１０を停止するように構成されて
もよい。いくつかの実施形態では、第１の対の磁石１３１５ａ、１３１５ｂは、反発的で
あるように構成されてもよく、それによって、このような実施形態では、この磁気素子は
、蓋１３１０が１８０°開放位置に近く回転するとき、第１の対の磁気素子１３１５ａ、
１３１５ｂがお互いに反発し、その結果その蓋の重さがそれらの反発力で支持され、かつ
その蓋が半開放位置で本質的に中止されるように、細長くてもよい。「Ｌ」などの磁石の
いくつかの形状を用いて、蓋１３１０を半開放位置で支持する力を増強してもよい。種々
の実施形態では、第１の対の磁気素子１３１５ａ、１３１５ｂの力のベクトルを調整して
、下に更に詳細に説明されるように、この効果を増大しても又は低下してもよい。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、ケース１３００は、ユーザにとって特別な感覚を有するよう
に設計してもよい。例えば、一実施形態では、ケース１３００は、ユーザがケース１３０
０を彼らの手に閉鎖位置で保持し、かつ彼らの手首をスナップすることによって、蓋１３
１０がカチッと開き、１３０５に対して静止することなく開放位置で保持できるように設
計してもよい。更なる実施形態では、蓋１３１０は、開放位置にあってもよく、ユーザは
、彼らの手首をスナップして、蓋を閉じてもよい。更なる実施形態では、ユーザは、彼ら
の手を用いて、蓋１３１０を開けるように試みてもよく、一旦その蓋が特定の距離動かさ
れれば、その蓋は、カチッと開くか、又はばね的に開く。更なる実施形態では、ユーザは
、蓋１３１０を把持して、それを閉鎖位置まで動かしてもよく、特定の距離では、その蓋
は、カチッと閉じるか又はばね的に閉じる。
【０１０５】
　ここで図１６を参照すれば、磁気的に作動される蓋１６０４を有するケース１６００の
別の実施形態を図示している。図１６に示すように、ケース１６００は、正しく位置合わ
せされていない極（すなわち、力のベクトル）を有する一対の磁気素子、及び磁力を増大
するために用いられる高浸透性物質を有する他の対の磁気素子を有する。前の実施形態と
同様に、蓋１６０４は、ハウジング１６０３に枢動可能に取り付けされる。しかし、この
場合、第１の対の磁気素子１６０５ａ、１６０５ｂは、力のベクトルが、矢印によって図
示されるとおり直接位置合わせされないように配向される。このシナリオでは、蓋１６０
４は、オーバーセンター位置をやはり有し得るが、第１の対の磁気素子１６０５ａ、１６
０５ｂからのＦRepulsion（Ｆ反発力）は、図１３に図示されるシナリオよりも小さい。
しかし、力のベクトルのこのような列のずれの１つの特徴を用いて、１８０°の完全開放
位置まで移動しないよう蓋１６０４に抵抗してもよい。更に具体的には、第１の対の磁気
素子１６０５ａ、１６０５ｂからの磁力は、蓋１６０４が閉鎖位置に行かないように抵抗
し得るが、また蓋が１８０°の開放位置に行かないようにも抵抗し得る。正しく位置合わ
せされていない磁力ベクトルの他のバリエーションを用いてもよく、本開示の範囲内であ
る。
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【０１０６】
　続けて図１６を参照すれば、第２の対の磁気素子１６１０ａ、１６１０ｂは、それらを
少なくとも部分的に囲む高透磁性材料１６１５ａ、１６１５ｂを有して、第２の対の磁気
素子の間の引き付けの力を増大してもよい。本明細書に説明される、高透磁性材料は、比
較的高い透磁性を有する任意の材料であってもよい。材料の透磁性とは、材料がそれ自体
の中の磁場の形成を支持する能力の指標である。更に具体的には、加えられた磁場に応じ
て材料が得る磁化の程度である。したがって、更に材料が磁場に対して、より「磁気伝導
性」であるか、又はより耐性の低い、するほど、その透磁性は高い。この挙動に従って、
高透磁性材料１６１５ａ、１６１５ｂは、本明細書において説明されるとおり、本質的に
、第２の対の磁気素子１６１０ａ、１６１０ｂ由来の磁場を向け直し得、それによって、
引力が増大される。高透磁性材料はまた、反発性の磁石、蓋磁石又は磁石（ケース内にイ
ヤホンを引き付けて固定するために用いられる）に用いられてもよい。
【０１０７】
　図１７は、ケース１７００の別の実施形態を図示する。図１７に示すように、ケース１
７００は、蓋のオーバーセンター挙動を変化するように第１の対の磁気素子及び第２の対
に取り付けされたばねを有する。ケース１７００は、反発されるように構成された第１の
対の磁気素子１７０５ａ、１７０５ｂと、引き付けるように構成された第２の対の磁気素
子１７１０ａ、１７１０ｂを有し得る。しかし、この実施形態では、ばね１７０７ａ、１
７０７ｂは、第１の対の磁気素子１７０５ａ、１７０５ｂに取り付けされてもよく、ばね
１７１７ａ、１７１７ｂは、第２の対の磁気素子１７１０ａ、１７１０ｂに取り付けされ
てもよい。ばね１７０７ａ、１７０７ｂ、１７１７ａ、１７１７ｂは、オーバーセンター
位置及び蓋１７０４の挙動を変化するために用いられてもよい。例えば、閉鎖位置のとき
、第１及び第２の磁気素子１７０５ａ、１７０５ｂは、お互いに反発し、かつばね１７０
７ａ、１７０７ｂを圧縮して、反発力のある程度を軽減する。反対に、閉鎖位置では、第
２の対の磁気素子１７１０ａ、１７１０ｂは、一緒により近くに引き付けられてもよく、
それによってより高い引力が生じる。なぜならばね１７１７ａ、１７１７ｂによって、磁
気素子は、より近接して一緒に移動することが可能になるからである。他の構成のばねを
、本開示から逸脱することなく、磁気素子と共に用いてもよい。
【０１０８】
　ここで図１８～図２１を参照して、種々の磁石の相対的位置が、上記で説明されるケー
ス中で用いられてもよい。これらは単なる例にすぎず、他の相対的位置を、本開示から逸
脱することなく用いてもよい。図１８は、矩形のバー１８００を示すが、図１９は、長方
形のバー１９００を示す。図２０は、「Ｌ」形のバー２０００を示すが、図２１は、円筒
状のバー２１００を示す。
　ばねが作動したケース
【０１０９】
　ここで、図２２Ａ～図２２Ｄを参照すれば、ケース及びばね作動のヒンジが図示される
。図２２Ａに示すように、ケース２２００は、ばね作動のオーバーセンター機構２２２０
を有する蓋２２１０を有する。ケース２２００は、図１に図示されるケース１００、及び
図１３に図示されるケース１３００と同様であってもよく、いくつかの実施形態では、一
対のイヤホン又は他のタイプのポータブル聴取デバイスを保管又は充電するために用いら
れてもよい。しかし、他の実施形態では、ケース２２００を用いて、ポータブル聴取デバ
イスとは異なる種々の他の対象物を保管してもよい。
【０１１０】
　上記で説明されたケースと同様に、ケース２２００は、図２２Ａに図示される、閉鎖位
置を有し得、ここではハウジング２２０５は、ハウジングに対して枢動可能に連結された
蓋２２１０でカバーされる。ケース２２００はまた、図２２Ｄに図示される開放位置を有
し得、ここでは蓋２２１０は、ハウジング２２０５から枢動可能に変位される。ばね作動
のオーバーセンター機構２２２０は、図２２Ａ中の拡大図に更に詳細に示される。蓋２２
１０は、蓋に取り付けされ、蓋からの枢動可能接合２２３０と反対側に配置された延伸部
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２２２５を備える。すなわち、蓋２２１０が、枢動可能接合２２３０を中心として回転す
る場合、延伸部２２２５はまた、枢動可能接合に対して回転する。延伸部２２２５は、ば
ね装荷アーム２２３５と接触されている丸型遠位端２２２６を有し、その結果、蓋が（図
２２Ｄに図示される）閉鎖位置へ推進される場合である（図２２Ｃに図示される）オーバ
ーセンター位置を超えて移動されるまで、その後、蓋を閉鎖位置に付勢する。
【０１１１】
　ばね装荷アーム２２３５は、第２の枢動可能接合２２４０に対して第１の端部で取り付
けされ、遠位先端部２２４５まで伸びる。ばね装荷アーム２２３５は、それぞれ、お互い
に対して反対に配列されており、かつ遠位先端部と第１の端部との間に延びる、第１及び
第２の表面２２４６、２２４７を有する丸型の遠位先端部２２４５を有してもよい。図２
２Ａの図では、ばね装荷アーム２２３５は、ねじりばねからの回転力を有し、時計回りの
トルクを加える。蓋２２１０が開放位置に向かって移動されるにつれて、延伸部２２２５
は、枢動可能接合２２３０を中心として時計回り方向で回転し、第１の表面２２４６の第
１の部分２２４８に沿ってスライドし、アーム２２３５を反時計回り方向に強制して、そ
のアームに対する時計回りのトルクを増大する。したがって、ばね装荷機構２２２０は、
（図２２Ａに図示される）閉鎖位置から（図２２Ｄに図示される）開放位置に向かって移
動する蓋２２１０に抵抗する。
【０１１２】
　図２２Ｂは、ばね装荷機構２２２０の等角図を図示する。図２２Ｂに示すように、ばね
装荷機構２２２０は、ばね装荷アーム２２３５と、延伸部２２２５と、ねじりばね２２５
０と、ばね止め２２５５とを備える。ねじりばね２２５０は、第２の枢動可能接合２２４
０のピンの周りに形成されるが、他の実施形態では、片持ちばね及びコイルばねを含むが
これらに限定されない、この機構のための異なる構成を用いてもよい。
【０１１３】
　図２２Ｃは、部分的に開放した蓋２２１０を有するケース２２００を図示する。図２２
Ｃに示されるとおり、蓋２２１０が、オーバーセンター位置に示され、ここでは、この蓋
は、閉鎖位置にある場合（図２２Ａに図示される）、第１の安定位置にあり、かつ開放位
置にある場合（図２２Ｄに図示される）、第２の安定位置にあるが、閉鎖位置と開放位置
との間では不安定位置にある。いくつかの実施形態では、蓋２２１０のオーバーセンター
の能力は、アーム２２３５（それに時計回りのトルクが加えられている）と接触している
丸型の遠位端２２２６を有する延伸部２２２５によって達成され得る。各種実施形態では
、延伸部２２２５は、閉鎖位置と開放位置との間で不安定位置にある場合、第１の表面２
２４６に対して垂直に配向される。いくつかの実施形態では、アーム２２３５及び又は遠
位端２２２６は、その上に潤滑剤及び／又は１つ以上の潤滑剤チャネルを有して、部品の
間で低い摩擦係数を維持して、滑らかな作動を提供する。
【０１１４】
　図２２Ｄは、完全に開放した蓋２２１０を有するケース２２００を図示する。図２２Ｄ
に示すように、蓋２２１０は、オーバーセンター位置を越えており、安定な開放位置にあ
る。いくつかの実施形態では、安定位置は、延伸部２２２５が、アーム２２３５上のオー
バーセンター場所を越えることによって達成され得、ここでは延伸部２２２５が、第１の
表面２２４６の第２の部分２２４９に沿ってスライドし、アームが、ねじりばね２２５０
によってアームに加えられる時計回りのトルクに起因して蓋の開口を保持する（図２２Ｂ
参照）。
　ワイヤレス充電送信機を有するイヤホンケース
【０１１５】
　ここで図２３を参照、この図は、ケース内ではなくケースの外側でアクセサリ電子デバ
イスをケースが無線で充電できる、ワイヤレス電力伝送コンポーネント２３３０を備える
、イヤホンケース２３００を図示する。例えば、図２３に示されるとおり、ケース２３０
０は、ワイヤレス電力伝送コンポーネント２３３０の上に置かれて、ワイヤレス電力伝送
コンポーネント２３３０と位置合わせされている携帯時計２３０１をワイヤレス充電する
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として示される。図２３は、充電されているアクセサリデバイスとしての携帯時計を図示
しており、本開示の実施形態は、他の適切な電子デバイスを同様に無線で充電するために
用いられ得る。いくつかの場合には、本開示の実施形態は特に、ポータブル電子メディア
デバイスとの使用について、それらの潜在的に小さいフォームファクタの理由で、特によ
く適している。本明細書において用いる場合、電子メディアデバイスは、現在のヒトの知
覚可能なメディアに用いられ得る少なくとも１つの電子的コンポーネントを有する任意の
デバイスを備える。このようなデバイスとしては、例えば、ポータブル音楽プレーヤ（例
えば、ＭＰ３デバイス及びアップルのｉＰｏｄ（登録商標）デバイス）、ポータブルビデ
オ再生装置（例えば、ポータブルＤＶＤプレーヤ）、携帯電話（例えば、アップルのｉＰ
ｈｏｎｅデバイスなどのスマートフォン）、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、プロ
ジェクションシステム（例えば、ホログラフプロジェクションシステム）、ゲームシステ
ム、ＰＤＡ、並びにタブレット（例えば、アップルのｉＰａｄ（登録商標）デバイス）、
ラップトップ又は他のモバイルコンピュータを挙げることができる。これらのデバイスの
いくつかは、音声、ビデオ又は他のデータ若しくは感覚の出力を提供するように構成され
得る。
【０１１６】
　図２３に図示される実施形態では、ケース２３００は、ワイヤレス電力伝送コンポーネ
ント２３３０が、外側充電表面２３４０に隣接するハウジング２３３５内に配置される第
２の充電システムと共に図２に関して上記で説明されるケース２０４の特徴のうちの全て
又はいくつかを包含し得る。いくつかの実施形態では、外側充電表面２３４０は、ケース
２３００の任意の外側表面であってもよい。ワイヤレス電力伝送コンポーネント２３３０
は、携帯時計が、下に更に詳細に説明されるように、外側充電表面２３４０に隣接するハ
ウジング２３３５の外側に位置する場合、携帯時計２３０１の電力受容コイル（図２３に
示さず）へハウジング２３３５を横切って電力を無線で伝送するように構成されてもよい
。
【０１１７】
　図２３に更に示されるように、携帯時計２３０１は、ディスプレイ２３０４、並びに種
々の入力デバイス、例としてはダイアル２３０６及びボタン２３０８を収容するケーシン
グ２３０２を備える。携帯時計２３０１は、ユーザの手首に装着されて、バンド２３１０
によってそこに固定されてもよい。ケーシング２３０２はまた、プロセッサ及び通信回路
を含む、電子回路（図２３に示さず）を収容する。ケーシング２３０２の内部のバッテリ
（図２３には示さず）は、携帯時計２３０１に電力を供給する。このバッテリは、ワイヤ
レス電力伝送システムによって再充電可能であり、かつ携帯時計２３０１は、ワイヤレス
電力伝送システム中の受信機として作動するように構成された回路を備え得るが、ワイヤ
レス電力送信機コンポーネント２３３０は、このシステム中の送信機である。ワイヤレス
電力伝送システムの一例は、誘導性電力伝送システムである。誘導性電力伝送システムで
は、受電電子デバイスは、無線で電力を受信するか、及び／又は１つ以上の内部バッテリ
を充電するように構成された誘導性受電要素を備えるか、そうでなければ組み込む。同様
に、充電デバイス（すなわち、電力伝送コンポーネント）は、無線で電力を受電電子デバ
イスに伝送するように構成された誘導性電力伝送要素を備えるか、そうでなければ組み込
む。
【０１１８】
　図２４は、本開示の実施形態による誘導性受電システム２４００のブロック図である。
図２４に示すように、システム２４００は、携帯時計２３０１のケーシング２３０２（図
２３参照）内に、又はワイヤレス電力伝送コンポーネント２３３０によって充電され得る
異なる種類の電気アクセサリ内に配置され得る誘導性受電システムである。受電システム
２４００が、ワイヤレス電力伝送コンポーネント２３３０などの適切な誘導性電力伝送コ
ンポーネントと作動可能に連結されるとき、このデバイス内のバッテリ２４０２は、無線
で充電され得る。バッテリ２４０２は、パワーコンディショニング回路２４０６を介して
受信コイル２４０４に対して作動可能に接続される。受信コイル２４０４は、充電デバイ
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スの送信コイルに対して誘導的に連結されて、その充電デバイスから無線で電力を受容し
て、受け取った電力を電子デバイス内のバッテリ２４０２へ、パワーコンディショニング
回路２４０６を介して渡す。パワーコンディショニング回路２４０６は、受信コイル２４
０４によって受容された交流電流を、そのデバイスの他のコンポーネントによる使用のた
めの直流電源に変換するように構成され得る。処理ユニット２４１０は、１つ以上の経路
指定回路を介して、メモリ２４１２中に常駐する適切なプログラムの実行のもとで、電力
を指し向けて、バッテリ２４０２によって通常給電される電子デバイスの１つ以上の機能
を果たすか、又は調整し得る。
【０１１９】
　ここで、図２５を参照すれば、ケース２３００は、ケースのハウジング２５０５内に保
管され、蓋２５２０によって覆われる一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂと共に図示され
る。ケース２３００は、上記で説明されたケース１００と同じ方式で（すなわち、有線接
続又は無線の電力伝送システムのいずれかを用いて）、イヤホン１１５ａ、１１５ｂを充
電し得る。しかし、ケース２３００はまた、ケース内ではなくケース２３００の外側に位
置する、異なるポータブル電子デバイスを充電するように配置され、構成された誘導性充
電システム２５２５を備えてもよい。誘電性充電システム２５２５は、携帯時計２３０１
などの補助的デバイスを無線で充電するためのワイヤレス電力伝送コンポーネントを備え
てもよい（図２３参照）。いくつかの実施形態ではケース２５００は、ケース１００とは
異なってもよく（図１参照）、１つ以上のキャビティ、及び１つ以上のキャビティを覆う
蓋を有する任意の他の構成であってもよい。一実施例では、蓋２５２０は、このケースか
ら分離可能である場合もある。誘電性充電システム２５２５は、ケース２３００が、バッ
テリ、例えば、携帯時計２３０１のバッテリ２４０２（図２４参照）を無線で再充電する
ことを可能にする、ハウジング２５０５内のワイヤレス充電回路を備えてもよい。
【０１２０】
　図２６は、本開示の実施形態によるワイヤレス充電システム２６００のブロック図であ
る。図２６に示すように、ワイヤレス充電システム２６００は、誘導性電力伝送コンポー
ネント２６０２を備える。誘電性電力伝送コンポーネント２６０２は、送信コイル２６０
６に動作可能に連結されて、電磁誘導又は磁気共鳴を介してウェアラブルデバイスへ電力
を伝送する、ケースバッテリ２２７（図２参照）であってもよい、電源２６０４を備える
。
【０１２１】
　送信コイル２６０６は、電子デバイス内の電磁コイル（例えば、図２４のコイル２４０
４）内で電流を誘導する時間的に変化する電磁束を生じる電磁コイルであってもよい。送
信コイル２６０６は、選択された周波数又は周波数帯で電力を伝送し得る。一例では、送
信周波数は、実質的に固定されているが、これは必要ではない。別の例では、伝送周波数
は、特定の作動条件に関して電力伝送効率を改善するように調整され得る。更に具体的に
は、アクセサリで更に電力が必要である場合、高い伝送周波数が選択されてもよく、アク
セサリでで必要な電力が少ない場合、低い伝送周波数が選択されてもよい。他の実施例で
は、送信コイル２６０６は、静電磁場を生成し得、かつその位置を物理的に移動するか、
シフトするか、そうでなければ変化させて、空間的に変化する電磁束を生成して、受信コ
イル内で電流を誘導し得る。
【０１２２】
　携帯時計２３０１（図２３参照）が、動作可能にケース２３００に連結される（例えば
、そのケース上に配置されるか、又は隣接される）とき、ウェアラブル電子デバイスは、
電荷を受け取って、その再充電可能バッテリの電荷を補充するか、又は電子デバイスと関
連付けられる作動コンポーネントに電力を提供し得る。電磁エネルギの伝送を容易にする
ために、送信コイル２６０６を、ケース２３００のハウジング内に配置させてもよく（図
２３参照）、その結果、このコイルは、受信コイル２４０４（図２４参照）と、携帯時計
２３０１の中で共通の軸に沿って位置合わせする。もし正しく位置合わせされなければ、
送信コイル２６０６と受信コイル２４０４（図２４参照）との間の電力伝送効率は、列の
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ずれが増大するにつれて低下する。いくつかの実施形態では、１つ以上の位置合わせ特徴
を用いて、下に更に詳細に説明されるように、機械的な位置合わせ特徴（例えば、陥凹、
出っ張り、戻り止め）及び磁気的特徴（例えば、位置合わせ磁石２６３０）を含む、共通
の軸に沿った位置合わせを補助してもよい。
【０１２３】
　一例として、位置合わせ磁石２６３０は、ケースとウェアラブル電子デバイスとの適切
な位置合わせを容易にするために、携帯時計２３０１の位置合わせ磁石（示さず）と磁気
的に嵌合し、位置合わせ磁石２６３０はケース２３００中に備えられてもよい。更に具体
的には、位置合わせ磁石２６３０は、携帯時計２３０１中の嵌合位置合わせ磁石を引き付
け、その結果、ウェアラブルデバイスは、特定の位置へ側方に移動されて、ケースの外面
に対してしっかり保持される。更に、それぞれ、ケース２３００と携帯時計２３０１の上
面及び底面は、位置合わせを更に容易にするために協力し得る。例えば、一実施形態では
、携帯時計２３０１の底面は、凸面であり、かつケース２３００の上端面は、ウェアラブ
ルデバイスの底面と同じ湾曲に従う凹面である。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では，ケース２３００（図２３参照）はまた、携帯時計２３０１が
存在して、充電器から伝送された電力を受信するように準備されているか否かを決定する
ために、１つ以上のセンサを備えてもよい。例えば、携帯時計２３０１は、赤外線接近セ
ンサなどの、光センサを備えてもよい。携帯時計２３０１がケース２３００に取り付けら
れるとき、赤外線接近センサは、ウェアラブルデバイスの存在を決定するために用いられ
る信号を発生し得る。携帯時計２３０１の存在を確証するための他の方法又は構造として
は、質量センサ、機械的インターロック、スイッチ、ボタンなど、ホール効果センサ、又
は他の電気的センサを挙げることができる。
【０１２５】
　いくつかの実施形態は、どんな充電可能デバイスがケース２３００に連結されるかに応
じて、ケースバッテリ２２７（図２参照）中の蓄積電荷を優先的に使用する重点的充電ア
ルゴリズムを備えてもよい。例えば、充電システム２５２５（図２５参照）は、最初にイ
ヤホン１１５ａ、１１５ｂを再充電し、次いで携帯時計２３０１を充電するようにプログ
ラムされてもよい。別の実施例では、ユーザは、充電の優先度をプログラムすることが可
能であるが、別の実施例では、ケース２３００は、任意のデバイス（それに連結される）
を単に充電し得る。更なる実施例では、ケース２３００は、コネクタ３４５（図３参照）
を通じて電源に連結されてもよく、１つのデバイスを充電しても、複数のデバイスを優先
的に充電しても、又は複数のデバイスを同時に充電してもよい。
【０１２６】
　いくつかの実施形態は、バッテリ２４０２（図２４参照）を充電するケース２３００の
ため、及び／又は携帯時計２３０１とデータを交換するための有線のインターフェースを
有し得る。有線のインターフェースは、ワイヤレスインターフェースに加えてであっても
、又はその代わりであってもよい。例えば、一実施形態では、ケース２３００は、携帯時
計２３０１上の１つ以上のコンタクトに対して物理的にかつ電気的に連結するようにサイ
ズ決めされ、配置されるコンタクトを備えてもよい。このコンタクトは、１つ以上電力コ
ンタクト、並びに１つ以上のデータコンタクト、例えば、一対の異なるデータコンタクト
を備えてもよい。別の実施形態では、ケースのコネクタ３４５（図３参照）を用いて、携
帯時計２３０１を充電してもよい。
　ワイヤレス充電のケース
【０１２７】
　ここで図２７を参照すれば、充電局２７０５上のケース２７００の単純化した斜視図が
図示される。図２７に示すように、ケース２７００は、本開示中の他のケース、例えば、
図１のケース１００と同様であってもよく、充電局２７０５によって誘導的に充電されて
もよい。ケース２７００は、図２３～図２６を参照して上記で図示及び記載されるものと
同様のワイヤレス充電システムで誘導的に再充電され得る、再充電可能なバッテリを有し
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てもよい。更に具体的には、誘導的に充電される携帯時計２３０１に関して上記される特
徴の全てを、誘導的に充電されるケース２７００中で使用してもよい。
【０１２８】
　ワイヤレス充電局２７０５は、ケース２７００が、内部バッテリを無線で再充電できる
、ハウジング２７１０内のワイヤレス充電回路を備えてもよい。ワイヤレス充電局２７０
５は、図２６で上記されたワイヤレス電力伝送コンポーネント２６０２と同様である、誘
導性電力伝送コイル２７１５を備えてもよい。誘電性電力伝送コイル２７１５は、電磁誘
導又は磁気共鳴を介してケース２７００に電力を伝送可能である。ケース２７００が、充
電局２７０５と動作可能に連結される（例えば、それの上に配置されるか、又は隣接され
る）とき、このケースは、電荷を受信して、その再充電可能バッテリの電荷を補充しても
よいし、又はそのケースと関連付けられる作動コンポーネントに電力を提供してもよい。
【０１２９】
　電磁エネルギの伝送を容易にするために、送信コイル２７１５を、１つ以上の受信コイ
ル２７２０とケース２７００中で共通の軸に沿って位置合わせするように、充電局２７０
５のハウジング内に配置してもよい。正しく位置合わせされていない場合、送信コイル２
７１５と受信コイル２７２０との間の電力伝送効率は、列のずれが増大するにつれて低下
し得る。いくつかの実施形態では，１つ以上の位置合わせ特徴を用いて、本明細書に説明
されるように、機械的な位置合わせ特徴（例えば、陥凹、出っ張り、戻り止め）及び磁気
的特徴（例えば、位置合わせ磁石）を含む、共通の軸に沿った位置合わせを補助してもよ
い。更なる実施形態では、ケース２７００は、２つ以上の受信コイルを備えてもよく、ど
の受信コイルが更に良好に位置合わせされるかを検出して、その特定のコイル由来の電荷
のみを選択的に受信することができる。各種実施形態では、ケース２７００は、１つ以上
の平坦な受信コイル２７２０を使用してもよいが、他の実施形態では、他の受信コイル設
計を用いてもよい。
　防水レセプタクルコネクタ
【０１３０】
　図２８及び図２９は、液密の電気コネクタ２８００を図示する。図２８に示すように、
電気コネクタ２８００は、液体浸透に対して耐性又は不浸透性にされるように、取り付け
フランジ及び密閉した特徴を有してもよい。電気コネクタ２８００を用いて、電力及びデ
ータを、図３におけるコネクタ３４５と同様に、ケースに連結してもよい。いくつかの実
施形態では、コネクタ２８００は、例えば、ＵＳＢコネクタなどの任意の非独自仕様のイ
ンターフェースであってもよく、カリフォルニア州、クパチーノのアップル社で用いられ
るＬｉｇｈｔｎｉｎｇコネクタなどの任意の独自仕様のインターフェースであってもよい
。各種実施形態では、コネクタ２８００は、下に更に詳細に説明されるように液密であっ
てもよい。
【０１３１】
　金属のブラケット２８０５は、コネクタ２８００の外部部分の周りに形成されて、回路
基板又はシャーシに対してコネクタを固定するための１つ以上の取付けホール２８１０を
有する。コネクタ２８００は、嵌合コネクタのプラグ部分を受容するための前面開口部（
図２８には示さないが、コネクタ３４５に関して図３には示す）を有する受容面２８１５
を有する。相互接続面２８２０は、下に更に詳細に記載されるような内部の電気的コンタ
クトに対してそれぞれが接続する複数の金属ピン２８２５を備える。１つ以上の接地ピン
２８２６はまた、相互接続面２８２０の外に伸びてもよい。金属ピン２８２５及び接地ピ
ン２８２６は、オーバーモールドされた部分２８３０によって密閉されてもよく、それに
よって、それらのピンは液密である。金属ブラケット２８０５は、下記のように、２つの
ピースであって、一緒に溶接されてもよい。金属ブラケット２８０５は、コネクタ２８０
０のコンポーネントを一緒に固定するために用いられ得る、１つ以上の変形可能な指２８
３５を有してもよい。
【０１３２】
　図２９に示すとおり、コネクタ２８００は、コネクタを液密にさせるガスケットを有す
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るハウジング２９０５に連結されたコンタクトプレート２９８０を備える。ハウジング２
９０５は、受容面２８１５と後面２９１０との間に伸びる電気的に絶縁のポリマーからで
きている。ハウジング２９０５は、受容面２８１５中の前開口部と連通して、嵌合プラグ
コネクタのプラグ部分を受容する、キャビティ２９１５を画定する。スペーサ２９２０は
、プラスチック材料から形成され、複数の保持特徴２９２５を有し、これはそれぞれが、
一組の電気的コンタクト２９３０（その中に差し込まれてもよい）から電気的コンタクト
をそれぞれ受容するように構成されている。電気的コンタクト２９３０のセット中のそれ
ぞれの電気的コンタクトは、コンタクト先端部２９４０とアンカー部分２９４５との間に
位置する細長い梁部分２９３５を備えてもよい。コンタクト先端部２９４０のそれぞれは
、嵌合イベントの間、対応するプラグコネクタコンタクトに対して電気的に連結され得る
ように、キャビティ２９１５内に位置している。
【０１３３】
　梁部分２９３５によって、それぞれのコンタクト先端部２９４０は、嵌合イベントの間
にわずかに下向きに撓むことが可能になり、かつ特定のレセプタクルコンタクトと位置合
わせするプラグコネクタ中のコンタクトとの物理的及び電気的なコンタクトを保持するよ
うに先端部が付勢される。アンカー部分２９４５は、ハウジング２９０５のスロット２９
５０内にフィットして、コンタクトを適所に固定又はアンカーする１つ以上のカットアウ
トを有する実質的に平坦なプレートであってもよい。電気的コンタクト２９３０のセット
は更に、プリントされた配線基板又は類似の基板に対して、レセプタクルコネクタを連結
し得る、コネクタアセンブリ２８００の相互接続面２８２０の外側に伸びる（図２８参照
）電気リード２９５５を備えてもよい。コンタクト２９３０のセット中のそれぞれのコン
タクトはまた、ハウジング２９０５のスロット２９５０内のコンタクト構造を位置合わせ
するためにアンカー部分２９４５と隣接する位置合わせ部分２９６０を有し得る。いくつ
かの特定の実施形態では、電気的コンタクト２９３０のセットは、一列に沿ってお互いか
ら間隔を空けられている８つのコンタクトを含む。
【０１３４】
　接地ラッチ２９６５は、導電性金属から形成されて、スペーサ２９２０中に接地スロッ
ト２９７０を通じて挿入されてもよい。接地ラッチは、コンタクト２９３０のセットと反
対側に沿って伸びる第１及び第２のばねアームを備えてもよい。第１及び第２のばねアー
ムは、ラッチして対応するプラグコネクタの保持特徴にラッチして、嵌合イベントの後に
、レセプタクルコネクタ２８００内にプラグコネクタを保持することを補助し得る。他の
実施形態では、接地ラッチ２９６５は、スペーサ２９２０内のインサート成形されてもよ
い。したがって、コンタクト２９３０及び接地ラッチ２９６５のセットを有するスペーサ
２９２０は、誘電オーバーモールド部分２９７５でオーバーモールドされてもよい。オー
バーモールド部分２９７５は、スペーサ２９２０の一部及びコンタクト２９３０のセット
中のそれぞれのコンタクトのアンカー部分を覆い、リード２９５５及び接地ラッチ２９６
５に対して液密のシールを形成し、統合されたコンタクトプレート２９８０を作製する。
ガスケット２９８５は、ハウジング２９０５の後面２９１０に対して配置されてもよく、
次いで、コンタクトプレート２９８０がガスケットに対して押されて、液密のアセンブリ
が形成されてもよい。金属ブラケット２８０５は、底のブラケット２９９０ｂに対してレ
ーザ溶接された頂部のブラケット２９９０ａを備えてもよい。ブラケットの指２８３５は
、コネクタ２８００が液密であるように、ハウジング２９０５に対してコンタクトプレー
ト２９８０を保持するように形成されてもよい。すなわち、もし液体が、コネクタの受容
開口部に入った場合でも（図３のコネクタ３４５参照）、その液体は、コネクタを貫通し
て、ケース１００に入ることができないであろう。
　ワイヤレスイヤホン
【０１３５】
　ここで、図３０～図４６を参照して、非閉鎖性イヤホン３０００ａ、３０００ｂ及びこ
れらを作製する方法が記載されて図示される。図３０及び３１に示すように、イヤホン３
０００ａ、３０００ｂは、図１に図示されるイヤホン１１５ａ、１１５ｂと同様であって
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もよいが、イヤホン３０００ａ、３０００ｂは、下に更に詳細に記載されるような耳検知
及び音響の特徴を含む種々の他の特徴を有してもよい。
【０１３６】
　図３０及び図３１は、それぞれ、非閉鎖性の左のイヤホン３０００ａ（図３０）及び非
閉塞性の右のイヤホン３０００ｂ（図３１）の正面及び後面の斜視図を示す。一般には、
非閉鎖性イヤホンは、耳（又は外耳道）と、イヤホンの外面との間で気密のシールを形成
しないように設計される。対照的に、閉塞性のイヤホンは一般には、ユーザの外耳道の内
側に適合して、実質的に気密のシールを形成するように設計される。イヤホン３０００ａ
、３０００ｂのそれぞれは、心棒部３０１５に結合された耳部３０１０を有する外部ハウ
ジング３００５を備えてもよい。ハウジング３００５は、耳の中で保持をしやすい非対称
性の形状を有してもよいが、ユーザの耳又は外耳道との気密のシールは形成しない。気密
のシールがなければ、特別に調整されているイヤホン内の要領から利益を受けて（例えば
、容量を特別に形作るか、及び／又は容量に材料を加えることによって）所望の周波数応
答を達成し得る。耳部３０１０は、イヤホンの中央軸に関して指向性音声ポート３０２０
オフセットを備えてもよい。指向性音声ポート３０２０は、内部ドライバ（例えば、図３
０及び図３１には示していない、イヤホンスピーカの一部）から音波を直接ユーザの外耳
道に指向するように設計されてもよい。
【０１３７】
　更に、イヤホン中の副アパーチャを、ハウジング３００５中で使用して、所望のサウン
ド特性を達成してもよい。例えば、１つ以上の副アパーチャは、制御された漏出ポートと
して機能して、イヤホン内の音響的な圧力を外部の周囲の環境へ曝し得る。この態様では
、副アパーチャは、イヤホンの音響的な応答を改変するように較正されてもよい。この実
施形態では、イヤホン３０００ａ、３０００ｂのそれぞれが、前面漏出ポート３０２５及
び耳部３０１０中で形成されたマルチポート３０３０を備える。マルチポート３０３０は
、後部ベント３０３５と低音ポート３０４０の両方を備えてもよく、これは下に更に詳細
に記載される。更に、本開示の実施形態によるイヤホンは、２つ以上の部品が、一緒に連
結されてイヤホンの一部を形成する場合でさえ、シームレス仕上げを有するように構築さ
れてもよい。
【０１３８】
　イヤホン３０００ａ、３０００ｂの耳部３０１０はまた、イヤホン３０００ａ、３００
０ｂのそれぞれがイヤホンがユーザの耳の中にあるか否かを決定するのを補助するための
１つ以上の「耳の中の」センサを備えてもよい。一実施形態では、光学的耳珠センサ３０
４５は、ユーザの耳珠の有無を検知するように構成され、かつ光学的耳甲介センサ３０５
０は、ユーザの耳甲介の有無を検知するように構成される。耳珠センサ及び耳甲介センサ
３０４５、３０５０はそれぞれ、対応する／それぞれ、ＬＥＤ又は垂直キャビティ表面放
出レーザ（ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｃａｖｉｔｙ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａ
ｓｅｒ：ＶＣＳＥＬ）デバイスを含むがこれに限定されない、任意の種類の光センサを用
いてもよい。更なる実施形態は、下に更に詳細に記載されるように、ユーザの耳の存在及
び／又はイヤホンの方向を検出するために１つ以上の静電容量式センサ及び／又は加速度
計を備えてもよい。耳では、検出は、限定するものではないが、ユーザがコールをするこ
とを許容する場合、及びユーザが１つのイヤホンを用いることを止めて、他のイヤホンを
用い始める場合、どのイヤホン３０００ａ、３０００ｂをマイクロホンとして用いるかを
決定することなどの機能のために有用であり得る。
【０１３９】
　イヤホン３０００ａ、３０００ｂのそれぞれの心棒部３０１５の遠位端３０５５は、図
４Ａ～図８Ｃに記載されるコネクタ構造の１つなどの、充電局及び／又はイヤホン充電ケ
ースの対応するコネクタ（例えば、レセプタクルコネクタ）と接触するように形成される
電気コネクタ３０６０を備えてもよい。１つの特定の実施形態では、コネクタ３０６０の
それぞれは、図６Ｂに示される部分的に環状のイヤホンコンタクト６１０及び６１５など
の、対向して対称な関係でお互いから隔てられた第１及び第２のコンタクトを備えてもよ
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い。第１及び第２のコンタクトのそれぞれは、心棒部の外面で同一面上になる外周を備え
てもよく、弓型の表面又は他の湾曲した表面（コンタクト嵌合イベントの間に強力なワイ
ピング作用を生み出す）を備えてもよい。電気コネクタ３０６０は、イヤホン３０００ａ
、３０００ｂのそれぞれのうちの内部バッテリを再充電するために用いてもよく、そして
いくつかの場合には、イヤホンのそれぞれに及びイヤホンのそれぞれからデータを伝送す
るために用いられてもよい。遠位端３０５５はまた、頂部のマイクロホンポート３０７０
と組み合わせて機能して、ユーザの声を受信するか、及び／又はノイズキャンセルを行う
、底部マイクロホンポート３０６５（例えば、図６Ｂに図示されるマイクロホンアパーチ
ャ６３５）を備えてもよい。
【０１４０】
　図３２及び図３３は、イヤホン３０００ａ、３０００ｂの部分的な断面を図示する。図
３２に示すように、イヤホン３０００ａ、３０００ｂは、ドライバ３２０５と、音響イン
サート３２２０と、フレキシブル回路３２２５と、アンテナ３３３０と、再充電可能バッ
テリ３３３５と、電気コネクタ３０６０とを備える。ドライバ３２０５を、耳部３０１０
中に配置して、ドライバの前の前方音響容量３２１０、及びドライバの後ろの後方音響容
量３２１５を画定する。ドライバ３２０５は、電磁ボイスコイルと、ドライバ磁石と、ス
ピーカ振動板（図３２には示さず）とを備えてもよい。音響インサート３２２０は、下に
更に詳細に記載されるように、ドライバ３２０５の後ろに配置され、ハウジング３００５
に付着される。耳部３０１０は更に、フレキシブル回路３２２５の折り畳まれた部分を備
え、これは、１つ以上のセンサと、コントローラと、イヤホン３０００ａ、３０００ｂを
操作するための無数の他の回路とを備えてもよい。フレキシブル回路３２２５は、フレキ
シブルな部分、並び多層エポキシ及びガラス複合材回路基板などのフレキシブルでない部
分を備えてもよく、更に、下に更に詳細に記載されるように、イヤホン３０００ａ、３０
００ｂの無数の電気的システムを一緒に連結してもよい。
【０１４１】
　イヤホン３０００ａ、３０００ｂの心棒部３０１５は、アンテナ３３３０と、再充電可
能バッテリ３３３５と、電気コネクタ３０６０とを備えてもよい。フレキシブル回路３２
２５の一部は、下に伸展して、電気コネクタ３０６０を電気的に接続し得る。
【０１４２】
　図３３に示すように、イヤホン３０００ａ、３０００ｂは、いくつかの内部センサを備
える。図３３では、イヤホン３０００ａ、３０００ｂのいくつかの内部コンポーネントは
、明瞭さのために除去している。耳部３０１０は、耳珠センサ３０４５と、耳甲介光セン
サ３０５０と、加速度計３３１５（イヤホン３０００ａ、３０００ｂがユーザの耳中にあ
るか否かを決定するために一緒に機能し得る）とを備えてもよい。フレキシブル回路３２
２５（図３２参照）を用いて、これらの全てのデバイスを一緒に電気的に連結してもよい
。
　折り曲げ可能なフレキシブル回路
【０１４３】
　図３４及び図３５は、フレキシブル回路３２２５の単純化した図を図示する。図３４に
示すように、フレキシブル回路３２２５は、平坦なパターンで示される。図３５は、図３
２に示されるようにイヤホン３０００ａ、３０００ｂにインストールされている時の、折
り畳まれたフレキシブル回路３２２５を示す。ここで図３４及び図３５を同時に参照して
、フレキシブル回路３２２５の種々の部分を記載する。耳甲介部分３４０５を用いて、光
学的耳甲介センサ３０５０（図３３参照）に取り付けして、連通してもよい。この目的に
向かって、耳甲介部分３４０５は、光学的耳甲介センサ３０５０のコンタクトに結合され
得る１つ以上の電気端子を備えてもよい。
【０１４４】
　プロセッサ部分３４１０は、１つ以上の中央処理装置と、コントローラと、受動装置と
を備えてもよい。プロセッサ部分３４１０は、フレキシブル回路３２２５の硬質部分であ
ってもよく、複数のスタックされた経路指定層を備えてもよい。一実施形態では、プロセ
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ッサ部分は、４、６、８又は１０の経路指定層を有してもよい。
【０１４５】
　加速度計部分３４１５には、イヤホンの位置及び／又は向きを検出することを補助し、
風切音を軽減するために用いられ得るマイクロホンとして作用することを補助し、イヤホ
ンハウジング上にタップ又はタッチング配列を認識するユーザ入力デバイスとして機能す
るために、１つ以上の加速度計を備えてもよい。トップのマイクロホン部分３４２０を用
いて、１つ以上の電気端子を通じてトップのマイクロホンに取り付けして、連通してもよ
い。耳珠センサ部分３４３０を用いて、部分内に形成される１つ以上の３４３０を通じて
光学的耳珠センサ３０４５（図３３参照）に取り付けして、連通してもよく、底部マイク
ロホン部分３４３５を用いて、部分３４３５内で形成される１つ以上の端子を通じて底部
マイクロホンに取り付けして、連通してもよい。
【０１４６】
　可塑性部分３４４０のそれぞれは、図３５に図示されるようにフレキシブル回路３２２
５を折り畳むために十分に可塑性であり得る。更に、可塑性部分３４４０のそれぞれは、
フレキシブル回路３２２５の異なるコンポーネントの間の電気信号を経路指定する、１つ
以上の電気的トレースを含んでもよい。例えば、耳甲介部分３４０５とプロセッサ部分３
４１０との間の可塑性部分３４４０は、耳甲介部分端子とプロセッサとの間を通る１つ以
上電気的トレースを含んでもよい。同様に、底部マイクロホン部分３４３５の間の可塑性
部分３４４０は、底部マイクロホン端子とプロセッサとの間を通る１つ以上の電気的トレ
ースを含んでもよい。
　イヤホンコネクタ
【０１４７】
　図３６～図４１は、図３０のコネクタ３０６０などの各イヤホンの心棒部の遠位端に使
用可能なイヤホンコネクタのいくつかの実施形態を図示したものである。図３６に示すよ
うに、コネクタ３６００を、イヤホン３０００ａ、３０００ｂの遠位端３０５５に取り付
けて、充電信号及びデータ信号をこれらのイヤホンに結合させるために使用してもよい。
コネクタ３６００を、図４Ａ～図８Ｃに開示するレセプタクルコネクタなどの、ケース又
はドッキングステーション内に配置可能なレセプタクルコネクタと嵌合させてもよい。
【０１４８】
　イヤホン３０００ａ、３０００ｂの心棒部３０１５の遠位端３０５５に取り付けられる
前の、部分的に組み立てられた状態のコネクタ３６００を、図３６に示す。この実施形態
においては、コネクタ３６００は、内環状金属コンタクト３６１０、外環状金属コンタク
ト３６１５を有し、外環状金属コンタクト３６１５はこれら２つのコンタクトを隔てる誘
電リング３６２０を有する。様々な実施形態において、内環状金属コンタクト３６１０が
、レセプタクルコネクタコンタクト表面及びマイク用開口部の双方として使用可能な開口
部３６１３を有してもよい。いくつかの実施形態においては、内環状コンタクト及び外環
状コンタクト３６１０、３６１５が、別個に製造されたコンポーネントであってもよく、
以下により詳細に述べるように、単一の金属製であってもよいし、１つ以上のめっき層を
有してもよい合金製であってもよい。様々な実施形態において、内環状コンタクト及び外
環状コンタクト３６１０、３６１５が、銅製であってもよいし、Ｃ５２１２リン青銅など
であるがこれに限定されない銅系合金であってもよい。いくつかの実施形態においては、
内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５が、個々に加工、鋳造又は金
属射出成形されてもよい。更なる実施形態においては、これらが導電性プラスチック製で
あってもよいし、１つ以上の金属又は合金でめっきされた絶縁性プラスチック製であって
もよい。
【０１４９】
　図３７に示すように、コネクタ３６００が、それぞれ別個のコンポーネントとして製造
されてもよい内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５を有する。一実
施例においては、内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５が、誘電リ
ング３６２０の保持力の増強を可能とする１つ以上の稜線３６２５を有する。内環状コン
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タクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５をイヤホン３０００ａ、３０００ｂに電
気的に結合させるために、これらのコンタクトがそれぞれ結合タブを有してもよい。より
詳細には、内環状コンタクト３６１０が、フレキシブル回路３２２５（図３４～図３６）
の一部分への取り付けのための第１の結合タブ３６３０を有してもよい。第１の結合タブ
３６３０は、いくつかの実施形態においてはフレキシブル回路３２２５上の金属化パッド
３６３５に半田付けされている（図３６）が、他の実施形態においては、導電性エポキシ
を用いるか、又はその他の方法で取り付けられていてもよい。外環状コンタクト３６１５
が、上述のプロセスと同様に、フレキシブル回路３２２５の一部分へ取り付けるための第
２の結合タブ３６４０を有してもよい。
【０１５０】
　上述のように、外環状コンタクト３６１５が、相手側コンタクトの清拭を容易にしてレ
セプタクルコネクタとの相互接続を確実にするための弓形の断面を有してもよい。内環状
コンタクト３６１０も、レセプタクルコネクタによる接触清拭を促進する弓形の又は傾斜
した断面を有してもよい。いくつかの実施形態においては、内環状コンタクト及び外環状
コンタクト３６１０、３６１５が、コンタクト面の酸化を防止して配線抵抗を抑えること
の可能な１つ以上の金属によってめっきされていてもよく、更なる実施形態においては、
以下により詳細に述べるように、めっきを用いて外観をより美しくしてもよい。
【０１５１】
　様々な実施形態において、内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５
が、最初にニッケル層でめっきされた後に、金の最終層でめっきされてもよい。いくつか
の実施形態においては、内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５が、
厚さ３～５ミクロンの第１の銅層、厚さ０．５～０．７ミクロンの金層、厚さ０．１～０
．２ミクロンの金層、厚さ０．５～０．８ミクロンのパラジウム層、厚さ０．１～０．２
ミクロンの金層、第１の元素及び第２の元素を含有する厚さ０．７～１．０ミクロンの二
元合金層の順でめっきされてもよい。
【０１５２】
　いくつかの実施形態においては、内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３
６１５が、厚さ３～４．５ミクロンの第１の銅層、厚さ０．５～０．９ミクロンの金層、
厚さ０．５～０．８ミクロンのパラジウム層、厚さ０．１～０．２ミクロンの金層、第１
の元素及び第２の元素を含有する厚さ０．６５～１．０ミクロンの二元合金層の順でめっ
きされてもよい。
【０１５３】
　本発明のこれらの及びその他の実施形態において、二元合金層の第１の元素が、プラチ
ナ、パラジウム、イリジウム、オスミウム及びロジウムからなる第１の群のうちの一元素
であってもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１の元素がロジウ
ムであってもよい。
【０１５４】
　本発明のこれらの及びその他の実施形態において、二元合金層の第２の成分が、プラチ
ナ、パラジウム、イリジウム、オスミウム及びルテニウムからなる第２の群のうちの一元
素であってもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第２の元素がルテ
ニウムであってもよい。
【０１５５】
　本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１５の元素が二元合金の約８５重
量パーセントを含有する一方で、第２の元素が二元合金の約１５重量パーセントを含有し
てもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１の元素が二元合金の約
９０重量パーセントを含有する一方で、第２の元素が二元合金の約１０重量パーセントを
含有してもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１の元素が二元合
金の約９５重量パーセントを含有する一方で、第２の元素が二元合金の約５重量パーセン
トを含有してもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１の元素が二
元合金の約９９重量パーセントを含有する一方で、第２の元素が二元合金の約１重量パー
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セントを含有してもよい。本発明のこれらの及びその他の実施形態において、第１の元素
が二元合金の約９９．５重量パーセントを含有する一方で、第２の元素が二元合金の約０
．５重量パーセントを含有してもよい。
【０１５６】
　いくつかの実施形態においては、接触面の酸化を防止すると共に、外観を見栄えの良い
灰色又は銀色とするために、ロジウムとルテニウムとの組合せを二元合金に使用してもよ
い。その他の組合せ及び組成のめっきも、本開示の範囲に含まれる。更なる実施形態にお
いては、第１及び第２の結合タブ３６３０、３６４０に、二元合金の最終層の前にマスク
を施して金の表面を残すことにより、半田付け性を向上させてもよい。
【０１５７】
　内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５を、めっき後にインサート
成形して、図３８に示すコネクタ３６００を形成してもよい。図３６に示すように、誘電
リング３６２０を内環状コンタクト及び外環状コンタクト３６１０、３６１５の各部の間
及び周囲に成形して、イヤホン３０００ａ、３０００ｂへのコネクタ３６００の取り付け
を補助する１つ以上の取り付けけタブ３６５５の形成に使用してもよい。
【０１５８】
　図３９及び図４０を参照すると、コネクタ３９００の斜視図が図示されている。図３９
及び図４０に示すように、コネクタ３９００は、コネクタ３９００が外環状コンタクト及
び内環状コンタクトの代わりに２つの半円形のコンタクトを有する以外の点では、図３６
に示すコネクタ３６００と同様である。コネクタ３９００の端面図は、図６Ｂに示すコネ
クタ６０５の端面図と同様である。コネクタ３９００は、第１の半円形のコンタクト３９
１０及び第２の半円形のコンタクト３９１５を有し、誘電層３９２０がこれら２つのコン
タクトを隔てている。第１及び第２の半円形のコンタクト３９１０、３９１５が、相互に
対向して対称に隔てられていてもよい。様々な実施形態において、第１及び第２の半円形
のコンタクト３９１０、３９１５が、レセプタクルコネクタコンタクト面及びマイク用開
口部の双方として使用可能な開口部３９１３を相互の間に、それぞれ、形成してもよい。
第１及び第２の半円形のコンタクト３９１０、３９１５が、コネクタ３６００について前
述したのと同じプロセスで製造及びめっきされてもよい。
【０１５９】
　第１及び第２の半円形のコンタクト３９１０、３９１５が、イヤホン３０００ａ、３０
００ｂへ電気的結合を、それぞれ、するのために、コネクタ３６００と同様の結合タブを
それぞれ有してもよい。より詳細には、第１の半円形のコンタクト３９１０が、フレキシ
ブル回路３２２５（図３４～図３６）の一部分への取り付けのための第１の結合タブ３９
３０を有してもよい。上述のプロセスと同様に、第２の半円形のコンタクト３９１５が、
フレキシブル回路３２２５の一部分への取り付けのための第２の結合タブ３９４０を有し
てもよい。
【０１６０】
　第１及び第２の半円形のコンタクト３９１０、３９１５のそれぞれを、めっき後にイン
サート成形して、図４０に示すコネクタ３９００を形成してもよい。図３６に示すように
、第１及び第２の半円形のコンタクト３９１０、３９１５の部分の間及び周囲に誘電層３
９２０を成形して、イヤホン３０００ａ、ｂへのコネクタ３９００の取り付けを補助する
１つ以上の取り付けタブ３９５５の形成に使用してもよい。
　静電容量式センサインサート
【０１６１】
　図４１は、イヤホン４１００の簡易斜視図である。図４１に示すように、イヤホン４１
００が、ハウジング４１０５及び、外面ハウジングの４１１５へのユーザの接触を感知す
ることの可能な静電容量式センサインサート４１１０を有する。以下により詳細に説明す
るように、静電容量式センサ４１１０は、１つ以上の静電容量式センサを形成することの
可能なセンサ回路４１２０を有する。例えば、センサ回路４１２０が、耳内感知のために
ユーザの耳の接触の検出に使用可能な第１の静電容量式センサを、ハウジング４１０５の
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外面４１１５上の領域４１２５内に形成してもよく、着信への応答又はその他の何らかの
機能を実行するためのユーザの指の接触の検出に使用可能な第２の静電容量式センサを、
領域４１３０内に形成してもよい。
【０１６２】
　図４２は、イヤホンハウジング４１０４の簡易断面図である。図４２に示すように、ハ
ウジング４１０５が、ハウジングによって画定されるキャビティ４２０５内に配置された
静電容量式センサインサート４１１０を有する。キャビティが、イヤホン３０００ａ、ｂ
の１つ以上のその他のコンポーネントを収容してもよい。イヤホンハウジング４１０５は
、外面ハウジングの４１１５上に、静電容量式センサインサート４１１０によって形成さ
れる少なくとも１つの接触感知領域４１２５、４１３０を有する。ハウジング４１０５が
、外面４１１５と反対側の、キャビティ４２０５内に、内面４２１０を有する。静電容量
式インサート４１１０は、ハウジング４１０５の内面４２１０に隣接して配置された金属
化センサ回路４１２０（図４１参照）が設けられている、第１の表面４２１５を有する。
静電容量式センサインサート４１１０が、第１の表面４２１５と反対側に第２の表面４２
２０を有する。
【０１６３】
　図４３及び図４４はそれぞれ、静電容量式センサインサート４３００、４４００の簡易
平面図である。図４３及び図４４に示すように、静電容量式センサの形成に様々に異なる
種類の回路を使用可能であり、例えば、図４３では、自己静電容量式回路を使用してもよ
く、図４４では、相互静電容量式センサ回路を使用してもよい。
【０１６４】
　図４３を参照すると、センサインサート４３００の平面図が図示されている。図４３に
示すように、センサインサート４３００は、ハウジング４１０５の４１１５（図４２）へ
のユーザ（外面ユーザの耳及び／又は指など）の接触を感知する自己静電容量式センサ回
路４３０５を有する。ユーザの接触が、自己静電容量式回路に負荷を与え、かつ／又は接
地への寄生容量を増加させ、このことがセンサインサート４３００によって解釈されて、
イヤホンプロセッサへと伝達される。センサ回路４３０５が、センサ回路を１つ以上の導
線によってイヤホンプロセッサに結合可能にする、例えば半田パッド又はめっきされたス
ルーホールなどの１つ以上の相互接続領域４３１０を有してもよい。
【０１６５】
　一実施形態においては、センサインサート４３００が、金属粒子を含有するプラスチッ
クから形成されていてもよい。次に、センサインサート４３００の第１の表面４３２０上
の、センサ回路４３０５の所望の位置に対応する領域４３１５を、レーザを用いてレーザ
活性化させてもよい。レーザ活性化された領域を、次にめっき浴にて金属化させてもよい
。一実施例においては、金属製の回路を活性化された領域上にめっきすることにより、セ
ンサ回路４３０５を形成してもよい。このプロセスは、レーザダイレクトストラクチャリ
ングとして当業で周知である。センサインサート４３００を形成するために、その他の方
法を本開示から逸脱することなく用いることが可能である。例えば、別の実施形態におい
ては、フレキシブル回路をセンサインサートの第１の表面４３２０上に付着して、センサ
回路として使用してもよい。別の実施例においては、第１の表面４３２０全体をめっきし
、フォトイメージャブルインクを用いてエッチングを施してもよい。
【０１６６】
　更なる実施形態においては、センサインサート４３００が、音声を通過させ、イヤホン
の音声ポートとの位置合わせが可能な１つ以上の音響開口部４３２５を有してもよい。い
くつかの実施形態においては、インサート４３００が、外部イヤホンハウジングの形状に
密に一致した半球状又はその他の形状に形成されていてもよい。更に、いくつかの実施形
態においては、センサ回路４３０５が音響開口部を完全に又は部分的に包囲していてもよ
い。
【０１６７】
　図４４を参照すると、センサインサート４４００の平面図が図示されている。図４４に
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示すように、センサインサート４４００が、ハウジング４１０５の４１１５（図４２）へ
のユーザ（外面ユーザの耳及び／又は指など）の接触を感知する相互静電容量式センサ回
路４４０５を有する。ユーザの接触が、複数の行電極及び列電極４４１０間の相互結合を
変化させ、これらが順次スキャンされてイヤホンプロセッサへと伝達される。センサ回路
４４０５がセンサインサート４４００の第１の表面４４０７上に形成されており、センサ
回路を１つ以上の導線によってイヤホンプロセッサに結合可能にする、例えば半田パッド
又はめっきされたスルーホールなどの１つ以上の相互接続領域４４１５を有してもよい。
【０１６８】
　図４３のセンサインサート４３００について上述したように、センサインサート４４０
０が同様の方法で製造されてもよく、また同様の特徴及び機能を有してもよい。更に、い
くつかの実施形態においては、センサインサート４４００が、音声がセンサ回路４３０５
を通過することを可能にする１つ以上の音響開口部４４２５を有してもよく、センサ回路
４４０５の少なくとも一部が、音響開口部を完全に又は部分的に包囲してもよい。更に、
いくつかの実施形態においては、センサインサート４４００が、外部イヤホンハウジング
の形状に密に一致した半球状又はその他の形状に形成されてもよい。
　音響インサート
【０１６９】
　図４５Ａは、イヤホン３０００ａの簡易後面斜視図である。図４５Ａに示すように、イ
ヤホン３０００ａが、（スピーカなどの）ドライバのためのイヤホン３０００ａ内の通気
に使用可能な、（ハウジング３００５内では点線、ハウジング外では実線で示す）音響イ
ンサート４５０５を有する。より詳細には、音響インサート４５０５を、マルチポート３
０３０として組み合わせられる低音ポート３０４０及び後部ベント３０３５の形成を補助
するのに使用してもよい。いくつかの実施形態においては、音響インサート４５０５のい
くつかの特徴が、イヤホンハウジングなどの比較的小さく狭い領域に音響ベントを形成す
るのに有用であってもよい。
【０１７０】
　イヤホン３０００ａが、一部を図３０に図示する複数の音響アパーチャを有してもよい
。低音ポート３０４０、後部ベント３０３５及びマルチポート３０３０に加えて、各イヤ
ホンが、指向性音声ポート３０２０及び前面漏出ポート３０２５を更に有してもよい。こ
れらのアパーチャが、ドライバ用の通気、ユーザ用の音声を確保してもよく、イヤホン３
０００ａの周波数応答のチューニングを補助してもよい。より詳細には、各アパーチャが
、単に無秩序な開口部ではなく、特定の目的のため、すなわちイヤホン３０００ａの周波
数応答を、周波数応答のチューニングを補助し、並びに／又は同じユーザ若しくは同一の
ユーザ間及び複数のユーザ間でバス応答を一致させるのに役立つように変化させるために
、意図的に形作られていてもよい。複数の音響アパーチャが、それぞれ、イヤホン３００
０ａの対応する音響開口部を被覆するか、又はこれに嵌入される、（指向性音声ポートメ
ッシュ、前面漏出メッシュ、後面ベントメッシュ、低音ポートメッシュ及びマルチポート
メッシュなどの）様々なメッシュを更に有してもよい。
【０１７１】
　図４５Ｂは、音響インサート４５０５を有するイヤホン３０００ａの簡易側面図である
。図４５Ｂに示すように、音響インサート４５０５及びドライバ４５７０が、ハウジング
３００５内に配置されている（点線で図示）。以下に図４５Ａ及び図４５Ｂを同時に参照
しながら、音響インサート４５０５の機能をより詳細に説明する。ドライバ４５７０が、
ハウジング３００５のキャビティ４５１０内に配置されて、ドライバの前方では前方容量
４５１５を、ドライバの後方では後方容量４５２０を形成してもよい。ドライバ４５７０
を、前方容量４５１５が後方容量４５２０から音響的に隔離されるように配置してもよい
。前方容量及び後方容量４５１５、４５２０を、それぞれ少なくとも部分的にハウジング
３００５によってキャビティ４５１０内に形成し、イヤホンの所望の周波数応答を達成す
るような大きさ及び形状としてもよい。
【０１７２】
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　いくつかの実施形態においては、音響インサート４５０５の部分が、ハウジング３００
５の内面４５２５の輪郭に密に一致するように形成されている。より詳細には、音響イン
サート４５０５の隆起した領域４５３０が、これらを内面４５２５に接着して、音響的に
密閉された低音ポートチャネル４５２７及びマルチポートチャンバ４５０７を形成可能で
あるように、内面４５２５に確実に合わせて形成されてもよい。すなわち、低音ポートチ
ャネル４５２７を、低音ポート凹部４５５０のそれぞれ第１、第２及び第３の壁４５３５
、４５４０及び４５４５並びにハウジング３００５の内面４５２５によって形成される第
４の壁によって形成してもよい。同様に、隆起した領域４５３０を内面４５２５に密着さ
せて、音響的に密閉されたマルチポートチャンバ４５０７を形成してもよい。
【０１７３】
　低音ポートチャネル４５２７が、後方容量４５２０と連通した入口アパーチャ４５５５
を有してもよい。低音ポートチャネル４５２７が、入口アパーチャ４５５５から、外部へ
の通気が可能なマルチポートチャンバ４５０７内に形成された出口アパーチャ４５６０へ
と険路指定されていてもよい。後部ベント３０３５もマルチポートチャンバ４５０７へと
経路指定されていることにより、後方容量４５２０から音響インサート４５０５の後部通
気アパーチャ４５６５を経てマルチポートチャンバ４５０７へと至る通気が確保されても
よい。低音ポートチャネル４５２７及び後部通気アパーチャ４５６５が、特定の目的のた
め、すなわちイヤホン３０００ａの周波数応答を、周波数応答をチューニングし、並びに
／又は同じユーザ若しくは複数のユーザ間でバス応答を一致させるのに役立つように変化
させるような大きさ及び形状に形成されてもよい。
【０１７４】
　ハウジング３００５が、イヤホンアセンブリの残りのコンポーネントのためのハウジン
グとして機能してもよく、いかなる好適な方法で形成されてもよく、いかなる好適な材料
から作製されてもよい。例えば、一実施形態においては、ハウジング３００５が成形プラ
スチック製である。同様に、音響インサート４５０５が、成形プラスチックを含むいかな
る好適な材料から作製されてもよい。
【０１７５】
　音響インサートの隆起した領域４５３０をハウジング３００５の内面４５２５に接着す
るために、様々な方法を用いることが可能である。一実施形態においては、ハウジング３
００５を、レーザ波長に対して実質的に透明な、又は少なくとも半透明なＡＢＳプラスチ
ックから作製してもよい（図４６、工程４６０５）。音響インサート４５０５を、同じレ
ーザに対して不透明な、又は少なくとも殆ど不透明なプラスチックから作製してもよい（
図４６、工程４６１０）。音響インサート４５０５を、隆起した領域４５３０が内面４５
２５に強く押し付けられるように、ハウジング３００５のキャビティ４５１０内に配置し
てもよい（図４６、工程４６１５）。次に、レーザからのレーザビームを、隆起した領域
４５３０に当たって、隆起した領域の少なくとも一部を溶かし、これらをハウジング３０
０５の内面４５２５に接着させるように、ハウジング３００５を通して向けてもよい（図
４６、工程４６２０）。
【０１７６】
　いくつかの実施形態においては、ハウジング３００５を通したレーザの照射を容易にす
るために、ハウジング３００５が、レーザに対して透明な比較的少量の顔料又は、レーザ
が隆起した領域４５３０の少なくとも一部を溶かすのに十分なエネルギをもってハウジン
グを通して伝達されることを可能にするその他の特徴を採用してもよい。音響インサート
４５０５が、レーザエネルギを吸収するように、例えば炭素などの吸収性のドーパントを
含有するプラスチックから作製されてもよい。一実施形態においては、レーザダイレクト
ストラクチャリングレーザと同様のレーザシステムを、レーザ接着に使用してもよい。そ
の他の実施形態においては、隆起した領域４５３０を、例えば感圧性接着剤、熱活性化フ
ィルム又はレーザ活性化接着剤などが含まれるがこれらに限定されないその他の方法で内
面４５２５に接着してもよい。
　無線ペアリング
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【０１７７】
　図４７～図４９は、（例えばコンピュータ、スマートフォン、タブレットコンピュータ
、スマートウォッチなどの）ホストデバイス４７１５に無線ペアリングすることの可能な
、（例えば一対の無線イヤホンなどの）一対の無線ヘッドホン４７１０を有し、ペアリン
グが（例えばヘッドホン用のケースなどの）中間デバイス４７０５によって開始される無
線ペアリングシステム４７００を図示したものである。中間デバイス４７０５が、ユーザ
の入力に応じて、ホストデバイス４７１５とのペアリングシーケンスに入るように無線ヘ
ッドホン４７１０に命令してもよい。ユーザ入力が、イヤホンケースの蓋４７２０を開け
るか、又は入力ボタン４７２５を押すなどの、ユーザによって開始されたイベントであっ
てもよい。いくつかの実施形態においては、ヘッドホン４７１０が、中間デバイス４７０
５と無線ヘッドホン４７１０との（例えば上述の一対の無線イヤホン用のケース内の電気
的コンタクトとイヤホンとの嵌合などの）有線接続を介して、ペアリング命令を受け取っ
てもよい。その他の実施形態においては、中間デバイス４７０５が無線通信機を有し、無
線通信機が、命令を無線ヘッドホン４７１０内の無線通信機へと伝達してもよい。ヘッド
ホン４７１０が、ペアリング命令を受信すると、双方向データ転送をサポートする（例え
ばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの）無線通信プロトコルを介して、ホストデバイ
ス４７１５へのペアリングシーケンスを開始してもよい。
【０１７８】
　いくつかの場合には、ヘッドホン４７１０が一対の無線イヤホンであり、対のうちの一
方のイヤホン（すなわち主イヤホン）のみが、コンパニオンコンパニオンホストデバイス
４７１５とペアリングされる。このような場合には、主無線イヤホンによってホストデバ
イス４７１５から受信された音声を、通信可能に結合された副無線イヤホンと共有できる
ように、主イヤホンが他方のイヤホン（副イヤホン）と通信可能に結合する。
【０１７９】
　いくつかの実施形態においては、ヘッドホン４７１０が、例えばユーザがヘッドホンと
ホストデバイス４７１５とのペアリングを開始させるために押すことの可能なボタンなど
のユーザ入力機構を有さず、中間デバイス４７０５とホストデバイス４７１５との無線ペ
アリングは、（例えばケースの蓋を開けるか、ケースに設けられた入力ボタンを押すか、
又はその他の適切な手段に応じて）中間デバイス４７０５によってのみ開始されるか、又
はホストデバイス４７１５によってのみ開始されてもよい。
【０１８０】
　図４８は、図４７に示す中間デバイス４７０５、ヘッドホン４７１０及びホストデバイ
ス４７１５を有する本開示の一実施形態に基づく無線ペアリングシステム４８００を図示
したものである。図４８は、中間デバイス４７０５、無線ヘッドホン４７１０及びホスト
デバイス４７１５をそれぞれ簡易ブロック図で示したものであるが、図示されたデバイス
のそれぞれが、図４８に示す機能及び特徴以外の更なる機能及び特徴も有してもよいこと
が理解できる。例えば、図４８には図示されていないが、中間デバイス４７０５、無線ヘ
ッドホン４７１０及びホストデバイス４７１５の各々が、各デバイスの様々なコンポーネ
ントに電力を供給する、例えば充電式電池などのバッテリを有してもよい。
【０１８１】
　いくつかの実施形態においては、ホストデバイス４７１５が、電子デバイス又は、本出
願の譲受人であるＡｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．によって製造販売されるｉＰｏｄ（登録商標）メ
ディアプレーヤなどのポータブルメディアプレーヤであってもよい。一般に、メディアプ
レーヤは、音声、映像及び／又は静止画像を含むがこれらに限定されないメディアアセッ
トを記憶及び再生することの可能ないかなるデバイスであってもよい。あるいは、ホスト
デバイス４７１５が、（例えば従来のセルラー通信技術を用いた）携帯電話、携帯情報端
末（ＰＤＡ）又はメディアプレーヤ、携帯電話及び／又はＰＤＡの能力を組み合わせた、
例えばＡｐｐｌｅ，Ｉｎｃ．によって製造販売されるｉＰｈｏｎｅ（登録商標）移動デバ
イスなどの多機能デバイスであってもよい。ホストデバイス４７１５が、ハンドヘルドコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータなどの汎用コンピュ
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ータであってもよい。
【０１８２】
　ホストデバイス４７１５が、プロセッサ４８２０、メモリ４８２５、ユーザインターフ
ェース４８３０、（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）送受信機などの）第１の無線
送受信機４８３５、（例えばセルラー送受信機などの）第２の送受信機４８４０及び有線
入出力部４８４５を有する。１つ以上の集積回路として実装されてもよいプロセッサ４８
２０が、ホストデバイス４７１５の動作を制御してもよい。例えば、ユーザインターフェ
ース４８３０を介してユーザから供給されるユーザ入力信号に応じて、プロセッサ４８２
０が、メモリ４８２５に記憶されたメディアアセットを検索、一覧表示又は再生するプロ
グラムを開始してもよい。プロセッサ４８２０が、セルラー送受信機４８４０と通信を行
って、電話の送受を制御してもよい。第２の送受信機４８４０を、ネットワーク記憶装置
４８１５を有するネットワークとの間でデータを送受信するために使用してもよい。第１
の送受信機４８３５を、ホストデバイス４７１５と、ヘッドホン４７１０を含む様々なア
クセサリデバイスとの間の（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信などの）短距離無線通信を支
援するために使用してもよい。メモリ４８２５が、以下により詳細に説明するＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈペアリング情報を含むいかなる情報を記憶してもよい。有線入出力部４８４５が
、ＵＳＢプロトコル又は、例えばＡｐｐｌｅ　Ｌｉｇｈｔｎｉｎｇ（登録商標）コネクタ
によって使用される独自仕様のプロトコルなどの、いかなる有線接続であってもよい。
【０１８３】
　無線ヘッドホン４７１０が、ユーザの頭に装着される従来のヘッドホン、ヘッドセット
（ヘッドホンとマイクロホンとの組合せ）、イヤホン（ユーザの耳内に直接に嵌め込まれ
るように設計された極小ヘッドホン）又はいかなるその他のポータブル聴取デバイスであ
ってもよい。いくつかの実施形態においては、無線ヘッドホン４７１０が、プロセッサ４
８５０、有線入出力部４８５５、メモリ４８６０及び（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ送受信
機などの）無線送受信機４８６５を有する。
【０１８４】
　１つ以上の集積回路として実装されてもよいプロセッサ４８５０が、ヘッドホン４７１
０の動作を制御してもよい。有線入出力部４８５５が、中間デバイス４７０５と無線ヘッ
ドホン４７１０との間の、独自仕様の相互接続を含むいかなる有線接続であってもよい。
一実施例においては、有線入出力部４８５５が、無線ヘッドホン４７１０と中間デバイス
４７０５とを、ヘッドホンが（ケース内に保管されているなど）中間デバイスと嵌合して
いるときに直接に電気接続する、コネクタ３４７（図３）又は図４Ａ～図８Ｃに示すコネ
クタのうちのいずれかなどの電気コネクタである。有線入出力部４８５５を、無線ヘッド
ホン４７１０の充電及び／又は中間デバイス４７０５とのデータ通信のために使用しても
よい。一実施例においては、以下により詳細に説明するように、中間デバイス４７０５の
有線入出力部４８７５から信号を受信して、ヘッドホンのペアリングシーケンスを開始さ
せるために、ヘッドホン４７１０の有線入出力部４８５５を使用してもよい。
【０１８５】
　無線送受信機４８６５を、ヘッドホン４７１０と、ホストデバイス４７１５を含む様々
なホストデバイスとの間の（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信などの）短距離無線通信を支
援するために使用してもよい。一実施形態においては、中間デバイス４７０５にも、無線
送受信機４８６５との無線通信が可能な無線送受信機（図示せず。例えばＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ送受信機など）が搭載されていてもよい。無線送受信機４８６５は、ヘッドホン４７
１０とホストデバイス４７１５との間に無線通信チャネルが確立されると、ヘッドホン４
７１０がホストデバイス４７１５と無線通信することを可能にする。例えば、ヘッドホン
４７１０及びホストデバイス４７１５のそれぞれに、適切な短距離送受信機ユニットを含
むＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術が適用されていてもよい。いくつかの実施形態に
おいては、ホストデバイス４７１５とヘッドホン４７１０との間に、ヘッドホン４７１０
に関連付けられるパスコード（又はＰＩＮコード）をホストデバイス４７１５に手入力す
るなどの従来の技術を用いて、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ペアリングを確立させる
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ことが可能であってもよい。他の実施形態においては、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
ペアリングが、以下に述べるように自動的に確立されてもよい。
【０１８６】
　メモリ４８６０が、ヘッドホン４７１０を動作させるためのファームウェア並びに、他
の無線イヤホンとの結合のため及びヘッドホン４７１０とコンパニオンホストデバイスと
のペアリングのためのデータを記憶してもよい。例えば、メモリ４８６０が、ヘッドホン
４７１０とのペアリングが以前に行われたことのある、ホストデバイス４７１５などのコ
ンパニオンホストデバイスの接続履歴を記憶してもよい。接続履歴が、ヘッドホン４７１
０とコンパニオンホストデバイスとを、ヘッドホンとコンパニオンホストデバイスとの間
で（パスワード入力、共有秘密情報の交換などの）接続設定を行う必要なく自動的にペア
リングするためのデータを含んでもよい。例えば、接続履歴が、無線ネットワークへの接
続のための（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈリンクキーなどの）１つ以上のリンクキーを含ん
でもよい。メモリ４８６０が、ヘッドホン４７１０を一意的に識別するＭＡＣアドレスを
記憶し、並びに、無線イヤホン１６５と以前に結合したことのある別のヘッドホンのペア
リングパートナーＭＡＣアドレスを記憶してもよい。例えば、一実施形態においては、ヘ
ッドホン４７１０が無線イヤホンであり、メモリ４８６０が、ペアリングされたパートナ
ーイヤホンのＭＡＣアドレスを記憶してもよい。
【０１８７】
　別の実施例においては、ヘッドホン４７１０をホストデバイス４７１５とペアリングし
た後に、ホストデバイスが、ヘッドホン４７１０からの関連するペアリング情報を、クラ
ウドストレージなどのネットワーク記憶システム４８１５に保存してもよい。一実施形態
においては、ネットワーク記憶装置４８１５に記憶された関連するペアリング情報が、無
線ヘッドホン４７１０とあらかじめペアリングされる他のホストデバイスによって使用さ
れてもよい。例示的な一例として、一実施形態においては、最初に無線ヘッドホンがｉＰ
ｈｏｎｅとペアリングされる。ｉＰｈｏｎｅが、ペアリング情報を、ホストデバイス４７
１５とは別の（例えばｉＣｌｏｕｄなどの）遠隔ネットワーク上に保存されたユーザのｉ
Ｔｕｎｅｓ又はｉＣｌｏｕｄアカウントに伝達する。次に、無線ヘッドホンがユーザのｉ
Ｔｕｎｅｓ又はｉＣｌｏｕｄアカウントに、アカウント用に認証された無線デバイスとし
て登録される。例えば、ユーザのｉＣｌｏｕｄアカウントが、例えばｉＣｌｏｕｄアカウ
ントへのデバイスの以前の承認及び／又は認証に基づいて自動的に承認されたホストデバ
イス４７１５を含む、アカウントに既に加えられている１つ以上の（無線ヘッドホン４７
１０を含む）無線ヘッドホンとペアリングされるホストデバイス（１つ以上のスマートフ
ォン、１つ以上のタブレットコンピュータ及び１つ以上のラップトップコンピュータ）の
第１のリストを含んでもよい。次に、ユーザが、ヘッドホン４７１０との他のペアリング
シーケンスを開始させる必要なしに、ユーザのｉＣｌｏｕｄアカウント中の承認されたペ
アリングのリストに基づいて自動的にヘッドホンとペアリングさせることの可能な自身の
ｉＰａｄを利用してもよい。この特徴を利用して、ホストデバイスをあらかじめ承認させ
ておき、自動的にペアリングしてもよい。
【０１８８】
　いくつかの実施形態においては、中間デバイス４７０５が、ヘッドホン４７１０用のケ
ース、ドッキングステーション又は他の種類のアクセサリ又は電子デバイスであってもよ
い。いくつかの実施形態においては、中間デバイス４７０５が、プロセッサ４８７０、有
線入出力部４８７５、ユーザ入力デバイス４８８０及びメモリ４８８５を有する。
【０１８９】
　１つ以上の集積回路として実装されてもよいプロセッサ４８７０が、メモリ４８８５な
どのコンピュータ読取り可能なメモリ又は媒体中に記憶されたコンピュータ命令を実行す
ることによって、中間デバイス４７０５の動作を制御してもよい。例えば、メモリ４８８
５内に記憶された命令が、ユーザ入力デバイス４８８０によって供給されるユーザ入力信
号に応じて、ホストデバイスとのペアリングシーケンスに入る命令を、（例えば有線入出
力インターフェース４８７５を介して、又は中間デバイス４７０５と無線ヘッドホン４７
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１０との間の無線チャネルによって）プロセッサ４８７０にヘッドホン４７１０へ送信さ
せてもよい。有線入出力部４８７５が、中間デバイス４７０５と無線ヘッドホン４７１０
との独自仕様の相互接続を含むいかなる有線接続であってもよい。一実施例においては、
有線入出力部４８５５が、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂとケース１００との間の電
気コネクタ３４７（図３）の一部分であり、図４Ａ～８Ｃに図示するいかなるコネクタで
あってもよい。有線入出力部４８５５を、充電及び／又はデータ用に使用してもよい。様
々な実施形態において、以下により詳細に説明するように、有線入出力部４８５５を、信
号をヘッドホン４７１０に送信してペアリングシーケンスを開始させるために使用しても
よい。
【０１９０】
　ユーザ入力デバイス４８８０が、ユーザによって操作可能ないかなるデバイスであって
もよい。一実施形態においては、ユーザ入力デバイス４８８０が、中間デバイス４７０５
の蓋の開閉を検出する蓋センサ２２０（図２）などの蓋センサである。一実施例において
は、開イベントが検出され、プロセッサ４８７０が、中間デバイスの有線入出力部４８７
５を介し、ヘッドホンの有線入出力部４８５５を経てヘッドホン４７１０のプロセッサ４
８５０へと信号を送信してペアリングシーケンスを開始させる、及び／又はＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送受信機４８６５をオンする。別の実施例においては、無線ヘッドホン４７１０は
以前にペアリングされたことがなく、ヘッドホン４７１０がペアリングシーケンスに入る
。更なる一実施例においては、ヘッドホン４７１０は以前にペアリングされたことがあり
、ヘッドホン４７１０がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ送受信機４８６５をアクティブ化させるが、
ペアリングシーケンスは開始させない。一実施形態においては、中間デバイス４７０５が
、ペアリング信号をヘッドホン４７１０に送信したことをユーザに通知する１つ以上のイ
ンジケータライトを有してもよい。
【０１９１】
　図４９は、（中間デバイス４７０５などの）中間デバイスが（ホストデバイス４７１５
などの）ホストデバイスと（無線ヘッドホン４７１０などの）一対の無線ヘッドホンとの
間で無線ペアリングを開始させる方法４９００を図示したものである。図４９に図示する
方法を、例えば、（コンピュータ読取り可能なメモリ４８８５に記憶された命令を実行す
るプロセッサ４８７０などの）コンピュータ読取り可能なメモリ内に記憶されたコンピュ
ータ命令を実行する、中間デバイス内のプロセッサによって実行してもよい。工程４９０
５で、中間デバイスがユーザ入力を受信する。いくつかの実施形態においては、中間デバ
イスは、一対のヘッドホン又は一対のイヤホン用のケースである。様々な実施形態におい
て、ユーザ入力が、ケースの蓋を開けること、ケースのボタンを押すこと又はその他の、
ペアリングシーケンスを開始させたいことを示すユーザ入力としてケースが記録する何ら
かの動作をケースに対して行うことであってもよい。一実施例においては、ユーザがケー
スの蓋を開けると、蓋センサが、蓋が開けられたことをプロセッサ４８７０に通知する信
号をプロセッサに送信する。
【０１９２】
　工程４９１０で、中間デバイスは、ユーザ入力の受信に応じて、ヘッドホンがデバイス
に接続されているか否かを判定する。例えば、いくつかの実施形態においては、中間デバ
イスがイヤホンケースであり、一対のヘッドホンが、ケースのイヤホン受容キャビティ内
に嵌合する一対の無線イヤホンである。イヤホンケースが、イヤホンが上述のようにケー
ス内に収容されているか否かを判定し、このことを表す信号を生成し、イヤホンがケース
内に収容されているか否かを示す信号をプロセッサに供給することの可能な、１つ以上の
上述のイヤホン検出器を有してもよい。一実施例として、イヤホンがケース内に収容され
ているか否かを、イヤホン上の１つ以上の電気的コンタクトがケース内の１つ以上の電気
的コンタクトに電気的に接続されているか否かに基づいて、イヤホンケースが判定しても
よい。別の実施形態においては、中間デバイスが、嵌合コネクタによってヘッドホンに結
合するドッキングステーションである。いくつかの実施形態においては、ヘッドホンが中
間デバイスに接続されていない場合には、中間デバイスはいかなるアクションも起こさな
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い（工程４９１２）が、ヘッドホンが中間デバイスに接続されている場合には、方法は工
程４９１５へと進む。他の実施形態においては、工程４９１０は任意であり、中間デバイ
スは工程４９１５へとかわまず進む。しかし、そのような実施形態においては、ヘッドホ
ンが中間デバイスに通信可能に結合されていない場合には、ヘッドホンは工程４９１５で
生成された命令を受信することができないので、そのような場合における方法４９００の
最終的な結果は「アクション無し」である（工程４９１２）。
【０１９３】
　工程４９１５で、ヘッドホンが中間デバイスに接続されていると中間デバイスが判定し
たことに応じて、中間デバイスが「ペアリング開始」命令又は信号をヘッドホンに送信す
る。一実施形態においては、中間デバイスが、「ペアリング開始」信号を、ヘッドホンと
中間デバイスとの間の充電接続部を介して送信する。別の実施形態においては、中間デバ
イスが、信号をヘッドホンに無線送信してもよい。一実施例では、複数の異なるユーザ入
力がなされると、中間デバイスが、ヘッドホンによって区別可能な異なる複数の「ペアリ
ング開始」信号を、ヘッドホンに送信する。中間デバイスが一対のイヤホン用のケースで
ある一実施例において、蓋が開いたときに、既知のかつ以前にペアリングを行ったことの
あるホストと自動的にペアリングを行う命令を、ケースがイヤホンに送信してもよい。蓋
が開けられる前又は後のいずれかで入力ボタンが押された場合には、自動ペアリングモー
ドの代わりに発見モードに入る命令を、ケースがイヤホンに送信してもよい。発見モード
は次に、ユーザが標準的なペアリングシーケンスを用いてイヤホンを他の異なるホストデ
バイスと選択的にペアリングさせることを可能にする。いくつかの実施形態においては、
上述のように、工程４９１０は任意であり、中間デバイスが、ヘッドホンが接続されてい
るか否かの判断を試みることなく「ペアリング開始」要求信号をヘッドホンに送信するが
、ヘッドホンが接続されていない場合には、信号は受信されない。
【０１９４】
　工程４９２０で、ヘッドホンが、電気コネクタ又は無線接続を介して「ペアリング開始
」信号を中間デバイスから受信する。
【０１９５】
　工程４９２５で、ヘッドホンが、「ペアリング開始」信号の受信に応じて、ペアリング
シーケンスを開始すべきか否かを判定する。一実施形態においては、ヘッドホンが、ヘッ
ドホン内部のペアリングメモリを検査して、これがヘッドホンの最初のペアリングである
のか、又はそれ以降のペアリングであるのかを判定する。最初のペアリングである場合に
は、ヘッドホンプロセッサが、どのような種類のユーザ入力が受信されたのかを判定して
、ペアリングを開始すべきか否かを判定してもよい。例えば、（ヘッドホンのペアリング
メモリが空であるなど）最初のペアリングである場合には、ユーザが蓋を開けた場合には
ペアリングを開始してもよいが、ユーザがボタンを押した場合にはペアリングを開始しな
い。しかし、（ヘッドホンのペアリングメモリが少なくとも１つの記録を有するなど）後
続のペアリングである場合には、ユーザが蓋を開けた場合にはペアリングが開始されない
が、ユーザがボタンを押した場合にはペアリングが開始される。これらは単なる例であり
、その他の論理シーケンスも本開示の範囲に含まれる。
【０１９６】
　更なる一実施例においては、ヘッドホンは、ヘッドホンから所定の距離以内にあるホス
トデバイスのみとペアリングする。一実施例では、ヘッドホンは１０メートル以内のホス
ト電子デバイスのみとペアリングされるが、別の実施形態では５メートル以内、更なる実
施形態では３メートル以内、更に別の実施形態では１メートル以内でなければならない。
ヘッドホンとホストデバイスとの最大近接ペアリング距離は、ヘッドホン側又はホストデ
バイス側いずれかで設定されてもよい。
【０１９７】
　いくつかの実施形態においては、距離を、ヘッドホンからホストデバイスに送信される
無線信号の強度に基づいて、ヘッドホンが制御してもよい。例えば、電子デバイスが所望
の距離以内を確実にするように、ヘッドホンが所定の低減された電力レベルのペアリング
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信号を一斉送信してもよい。一実施形態においては、ヘッドホンが、その通常の一斉送信
電力（すなわち通常の信号強度）の８０％以下であるペアリング信号を一斉送信してもよ
い。ペアリング信号は、別の実施形態では通常の信号強度の５０％以下であってもよく、
更なる一実施形態では通常の信号強度の２５％以下であってもよい。
【０１９８】
　いくつかの実施形態においては、距離が、ヘッドホンから受信された信号の強度に基づ
き、ホスト電子デバイスによって制御されてもよい。例えば、いくつかの実施形態におい
ては、ペアリング要求を送信している無線信号の強度が、第１及び第２のデバイス間の通
常の無線通信に必要な最小信号強度よりも高い所定のしきい値を超えている場合にのみ、
ホスト電子デバイスが第１のデバイスからの無線ペアリング要求を承諾する。一実施形態
においては、所定のしきい値は、ヘッドホンとホストデバイスとの無線通信に必要な通常
の最小信号強度よりも２００％高い。別の実施形態においては、所定のしきい値は、通常
の最小信号強度よりも１５０％高く、更なる実施形態においては、所定のしきい値は、通
常の最小信号強度よりも１００％又は５０％高くてもよい。
【０１９９】
　どのような方式を採用するのかにかかわらず、ホスト電子デバイスがヘッドホンに十分
に近接していない場合には、ヘッドホンはペアリング要求を承諾（又は受信）せず、ペア
リングを完了させるためのいかなるアクションも行われない（工程４９２７）。しかし、
必要な条件が満たされている場合には、方法は工程４９３０へと進む。
【０２００】
　工程４９３０で、ペアリングシーケンスを開始（又は継続）すべきであるとヘッドホン
が判定したことに応じて、ヘッドホンが、ヘッドホンとホストデバイスとの間で共通の無
線プロトコルを用いて無線ペアリング信号を送信する。いくつかの実施形態においては、
信号が、応答がない場合には所定の時間経過後に停止可能な、標準化された循環するＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ信号であってもよい。他の実施形態においては、その他の既知の無線プロ
トコルを使用してもよい。
【０２０１】
　工程４９３５で、ペアリング信号の受信に応じて、ホストデバイスがヘッドホンを認証
し、ペアリングを行う。一実施例においては、ヘッドホンのペアリングの前に、ホストデ
バイスがユーザに対し、ペアリングを実行すべきか否かを尋ねるプロンプトを表示する。
ユーザが承諾した場合には、ホストデバイスはデータをヘッドホンに送信し、ヘッドホン
の認証が実行される。
【０２０２】
　いくつかの場合には、一対の無線ヘッドホンとホストデバイスとの間で無線ペアリング
シーケンスを開始させる前に、本開示に基づく一対の無線イヤホン用のケースが、ケース
内にイヤホンを封入している蓋をユーザが開けたときに、イヤホンの無線通信機を自動的
にオンしてもよい。図５０は、（中間デバイス４７０５などの）イヤホンケースが、本開
示のいくつかの実施形態に基づき、ケース内に保管されている（無線ヘッドホン４７１０
などの）一対のイヤホンの無線通信機をオンさせる方法５０００を図示したものである。
図５０に示すように、方法５０００が、蓋４７２０が閉鎖位置から開放位置へと移動した
ことを中間デバイス４７０５が検出したときに開始してもよい（工程５００５）。
【０２０３】
　イヤホンがケース内にない場合には、いかなるアクションも行われない（工程５０２０
）。無線ヘッドホン４７１０がケース内にある場合（工程５０１０）には、イヤホンにそ
の無線通信機をオンさせる命令をケースが生成し、イヤホンに送信してもよい。いくつか
の実施形態においては、命令が、上述のように受容キャビティ内に配置された１つ以上の
電気的コンタクトを介して送信されてもよい。イヤホンがその無線通信機をオンすると、
イヤホンが、ホストデバイスとのペアリングシーケンスを開始させるように更に命令され
てもよい。いくつかの実施形態においては、（蓋４７２０を開けるか又はボタン４７２５
を押すなどの）ケースとのユーザの単一の相互作用が、イヤホンの無線通信機をオンさせ
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ると共に、図４９に関して上述したペアリングシーケンスを開始させるためにイヤホンに
送信される命令を生成してもよい。いくつかの実施形態においては、中間デバイス４７０
５からの単一の命令が、これら双方のアクションを開始させてもよく、他の実施形態にお
いては、ケースが、単一のイベントに応じて複数の命令を送信してもよい。
【０２０４】
　他の実施形態においては、本開示のいくつかの実施形態に基づく方法５１００を図示し
た図５１に関して述べるように、蓋４７２０を閉じることが、イヤホン内の無線通信機を
自動的にオフしてもよい。図５１に示すように、方法５１００が、蓋４７２０が開放位置
から閉鎖位置へと移動したことを中間デバイス４７０５が検出したときに開始してもよい
（工程５１０５）。イヤホンがケース内にない場合には、いかなるアクションも行われな
い（工程５１２０）。無線ヘッドホン４７１０がケース内にある場合（工程５１１０）に
は、イヤホンにその無線通信機をオフさせる命令をケースが生成してイヤホンに送信する
ことにより、イヤホン内のバッテリの電荷を節約してもよい。
【０２０５】
　上述の様々な実施形態及び実施例は、主としてイヤホン及びそのようなイヤホンを保管
するためのケースに着目したものであるが、本開示の実施形態はこれらに限定されるもの
ではなく、上述の開示の技術は、ヘッドホン及びその他の聴取デバイス並びにこれらのケ
ースにも等しく適用可能である。例えば、一実施形態においては、図１に示すケース１０
０が、一対のイヤホンではなく一対のヘッドホン用のケースであってもよい。そのような
実施形態においては、キャビティ１１０ａ、１１０ｂが、ヘッドホンの左側及び右側の耳
パッドを、これら２つの耳パッドを連結しているバンドの各部分と共に保持するような大
きさ及び形状であってもよい。他の実施形態においては、耳パッドと連結ヘッドバンドの
一部又は全てとを保持する単一のキャビティがケース内に含まれていてもよい。同様に、
他の実施形態においては、ケース１００が、ポータブルスピーカ又はその他の種類の聴取
デバイスを保持する大きさ及び形状であってもよい。
【０２０６】
　簡略化のために、一対のイヤホン１１５ａ、１１５ｂ、ケース１００（図１）及びウェ
アラブル電子デバイス２３０１（図２３）の回路、バス、メモリ、記憶装置及びその他の
コンポーネントなどの様々な内部コンポーネントは、図面に図示されていない場合がある
。また、いくつかの実施形態は、フロー図又はブロック図として図示されるプロセスとし
て記載されていることに留意すべきである。各図面が、プロセスを逐次的な一連の動作と
して図示してもよいが、これらの動作の多くが並行して又は同時に実行されてもよい。更
に、動作の順序が入れ替わってもよい。あるプロセスに、図面に含まれていない更なる工
程が含まれてもよい。
【０２０７】
　上述の明細書において、本開示の複数の実施形態を数多くの具体的な詳細に言及しなが
ら説明してきたが、これらの詳細が実施ごとに異なってもよい。したがって、明細書及び
図面は、限定的ではなく、例示的なものであるとして理解されるべきである。本開示の範
囲及び、本開示の範囲として出願人が意図するものは、本出願の請求項の後の修正を含め
た特定の形式における字義通りの及び同意義の範囲によってのみ、排他的に示される。特
定の複数の実施形態の具体的な詳細を、本開示の実施形態の趣旨及び範囲から逸脱するこ
となく、いかなる適切な方法で組み合わせてもよい。更に、例えば図面に図示されるよう
に、「底部」及び「頂部」などの空間的に相対的な用語を、ある要素及び／又は特徴の他
の要素及び／又は特徴に対する関係を説明するために用いてもよい。空間的に相対的な用
語は、図面に図示された方向に加えて、使用中の及び／又は動作中のデバイスの異なる複
数の方向をも包含するものとして意図されていることが理解されよう。例えば、図面中の
デバイスを反転させた場合には、「底」面として記載された要素は、他の要素又は特徴よ
りも「上」に配置され得る。デバイスが（例えば９０度又は他の方向に回転されるなどの
ように）他の向きに配置され、本開示で用いられた空間関係の記載がこれに合わせて解釈
されてもよい。
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【０２０８】
　本実施形態及び実施例の次のリストは、本発明の様々な実施形態の範囲及び幅を示す追
加のサポート及び詳細を提供するために述べられる。参照を簡便にするために、本実施形
態及び実施例は、異なる見出しの下に列挙される。当然のことながら、１つの特定の見出
しの下に列挙される様々な特徴は、異なる見出しの下に列挙される実施形態に含めてもよ
く、それと共に用いてもよい。
　充電システム付きイヤホンケース
【０２０９】
　いくつかの実施形態では、充電式バッテリと電力コンタクトを含むポータブル聴取デバ
イスの持ち運び及び充電を行うためのケースが提供される。ポータブル聴取デバイスケー
スは、聴取デバイスを受容するように構成されたハウジングと、ハウジングに取り付けら
れ、ケース内に聴取デバイスを隠す閉鎖位置と、ハウジングから変位させ、ユーザがケー
スから聴取デバイスを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、聴取デバイスを
ハウジング内に配置したとき、検出信号を生成するように構成された検出器と、検出信号
の受信に応じて充電式バッテリの充電を開始するように構成された充電回路とを含むこと
ができる。
【０２１０】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースは、一対のイヤホンを受容するよ
うに構成された１つ以上のキャビティを有するハウジングと、ハウジングに取り付けられ
、つ以上のキャビティ上に位置合わせされる閉鎖位置と、１つ以上のキャビティから変位
させる開放位置との間で動作可能な蓋と、充電システムとを含む。充電システムは、ケー
スバッテリと、イヤホンを１つ以上のキャビティに配置した場合を検出するように構成さ
れたイヤホン検出器と、イヤホンが１つ以上のキャビティに挿入されたことを、イヤホン
検出器が検出したとき、イヤホンの充電を開始するように構成された充電回路と、を含む
ことができる。１つ以上のキャビティは、一対のイヤホンの第１のイヤホンを受容するよ
うに構成された第１のキャビティと、一対のイヤホンの第２のイヤホンを受容するような
サイズ及び形状にした第２のキャビティとを含むことができる。イヤホン検出器は、第１
のイヤホンを第１のキャビティに配置した場合を検出するように構成された第１のイヤホ
ンセンサと、第２のイヤホンを第２のキャビティに配置した場合を検出するように構成さ
れた第２のイヤホンセンサとを含むことができる。いくつかの例では、第１及び第２のイ
ヤホンセンサは各々、イヤホンによって生成された磁界を検出することで、それらの各イ
ヤホンの挿入を検出でき、充電回路は、第１のイヤホンセンサが第１のキャビティ内に第
１のイヤホンを検出したとき、第１のイヤホンの充電を開始し、第２のイヤホンセンサが
第２のキャビティ内に第２のイヤホンを検出したとき第２のイヤホンの充電を開始する。
いくつかの実施形態では、ハウジングは、一対のイヤホンの第１のイヤホンを受容するよ
うに構成された第１のキャビティと、一対のイヤホンの第２のイヤホンを受容するような
サイズ及び形状にした第２のキャビティとを含むことができ、ケースは更に、第１のイヤ
ホンに電力を送るために第１のキャビティに配置した第１の充電コンタクトと、第２のイ
ヤホンに電力を送るために第２のキャビティに配置した第２の充電コンタクトとを含むこ
とができ、イヤホン検出器は、第１及び第２の充電コンタクトに動作可能なように結合し
た検出回路を含むことができ、第１及び第２のイヤホンをそれらの各キャビティに配置し
たとき、第１及び第２のイヤホンの各々の１つ以上の電気的特性をそれぞれ検出する。い
くつかの例では、イヤホン検出器は、第１の充電コンタクトに電圧を周期的に印加し、第
１のイヤホンを検出し、第２の充電コンタクトに電圧を周期的に印加し、第２のイヤホン
を検出する。いくつかの実施形態では、充電回路は、イヤホン充電回路をオンにすること
でイヤホンの充電を開始する。更に、ケースは、ケース内に配置したケースバッテリの充
電レベルを視覚的に指示する第１の複数の充電レベル指示器と、一対のイヤホン内の１つ
以上の充電式バッテリの充電レベルを視覚的に指示する第２の複数の充電レベル指示器と
を含むことができる。ケースは更に、ケース上に配置され、ケース内の回路に動作可能な
ように結合され、一対のイヤホンの少なくとも１つのイヤホンに信号を送って、イヤホン
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をペアリングモードの配置するペアリング入力機構、及び／又は電源にインターフェース
するように構成され、ケースに電力を供給して、ケースバッテリを充電するコネクタを含
む。コネクタは更に、電源と、ケース内のケースプロセッサとの間に通信経路を提供する
ように構成され、データを電源からケースプロセッサに送ることができる。
【０２１１】
　いくつかの実施形態では、各イヤホンが耳インターフェース部、心棒、イヤホンバッテ
リ及び無線通信部を有する一対のイヤホン用のケースが提供される。ケースは、一対のイ
ヤホンの第１のイヤホンを受容するように構成された第１のキャビティ、及び一対のイヤ
ホンの第２のイヤホンを受容するように構成された第２のキャビティを有するハウジング
と、ハウジングに取り付けられ、ケース内にイヤホンを隠す閉鎖位置と、ユーザがケース
からイヤホンを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、充電システムとを含む
ことができる。充電システムは、ケースバッテリと、ケースバッテリを充電するために電
源にインターフェースするように構成された第１のコネクタと、第１及び第２のイヤホン
の各々に結合するように構成され、第１のキャビティに配置した少なくとも１つのコンタ
クトと、第２のキャビティに配置した少なくとも１つのコンタクトを有する第２のコネク
タと、イヤホンを第１又は第２のキャビティのいずれかに配置した場合を検出するように
構成されたイヤホン検出器と、イヤホン検出器が第１のキャビティ又は第２のキャビティ
のいずれかの内部へのイヤホンの挿入を検出したとき、イヤホンの充電を開始するように
構成し、イヤホンがキャビティから取り出されたことをイヤホン検出器が検出したとき、
イヤホンの充電を中止するように構成された充電回路とを含むことができる。第１及び第
２のイヤホンは各々、心棒の遠位端に電力コンタクトと接地コンタクトを有するコネクタ
を含むことができる。第２のコネクタは、第１及び第２のイヤホンを第１及び第２のキャ
ビティに各々配置したとき、各イヤホンに充電回路の電力及び接地接続を結合できる。充
電システムは、第１のキャビティに配置した第１の充電コンタクトと、第２のキャビティ
に配置した第２の充電コンタクトを含むことができ、イヤホン検出器は、第１の充電コン
タクトを介して、第１のイヤホンの電気的特性を検出することで、第１のキャビティ内へ
の第１のイヤホンの挿入を検出し、第２の充電コンタクトを介して、第２のイヤホンの電
気的特性を検出することで、第２のキャビティ内への第２のイヤホンの挿入を検出できる
。ケースは更に、ケースの外面に配置したユーザ入力デバイスを含み、ユーザ入力デバイ
スは、ユーザによって動作可能であり、一方のイヤホンの無線通信機をペアリングモード
に配置する。
　磁気オーバーセンター機構付きケース
【０２１２】
　本開示のいくつかの実施形態は、ポータブル聴取デバイス又は他の種類の電子デバイス
の格納に用いられるケースに関する。ケースは、電子デバイスを受容するキャビティ及び
受容開口部を有し、受容開口部と連通するハウジングと、枢動可能な接合部を用いてハウ
ジングに固定し、受容開口部を露出させる開放位置と、受容開口部をカバーする閉鎖位置
との間で動作可能な蓋と、ハウジング及び蓋内に配置され、蓋用のオーバーセンター位置
を形成し、閉鎖位置に蓋を引き付ける場合の、蓋がオーバーセンター位置を超えて移動す
るまで、開放位置から閉鎖位置に回転しないように構成される、複数の磁気素子と、を含
むことができる。ハウジングは、第１及び第２の対向側壁と、第１及び第２の対向側壁の
間を延びる第３及び第４の対向側壁と、第１、第２、第３及び第４の側壁の間を延びる底
部壁と、側壁と底部壁によって画定した内部空間に配置され、キャビティの形状を画定す
るインサートと、底部壁に対向し、受容キャビティに連通する受容開口部とを含むことが
できる。受容キャビティは、１つ以上の聴取デバイスを受容するように構成できる。複数
の磁気素子は、蓋用のオーバーセンター構成を形成するように構成され、閉鎖位置のとき
蓋は第１の安定位置にあり、開放位置のとき第２の安定位置にあるが、閉鎖位置と開放位
置の間では不安定位置にある。蓋が閉鎖位置のとき、第２の対の磁気素子の間の引力は、
第１の対の磁気素子の反発力を圧倒でき、蓋が開放位置にあるとき、第１の対の磁気素子
の間の反発力は、第２の対の磁気素子の引力を圧倒できる。いくつかの例では、複数の磁
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気素子の１つ以上は、高透磁性材料によって部分的に取り囲まれる。いくつかの例では、
複数の磁気素子の１つ以上は、蓋が閉鎖位置にあるとき、その嵌合する磁気素子に対して
その極が位置合わせされないように方向付けし、いくつかの例では、複数の磁気素子の１
つ以上は、単方向での動きを可能にするばねに固定できる。
【０２１３】
　いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースが提供される。ケースは
、聴取デバイスを受容するキャビティを有するハウジングと、枢動可能な接合部を介して
、ハウジングに取り付けられ、キャビティ上に位置合わせされる閉鎖位置と、角変位され
、キャビティから聴取デバイスを取り出し可能な開放位置との間で枢動可能な蓋と、ハウ
ジング及び蓋内に配置され、蓋を閉鎖位置に固定し、蓋が開放位置から閉鎖位置に移動す
ることを防止するように構成される複数の磁気素子とを含むことができる。複数の磁気素
子は、互いに反発するように構成された第１の対の磁気素子と、互いに引き付けるように
構成された第２の対の磁気素子とを含むことができる。第１の対の磁気素子は、枢動可能
な接合部に隣接する蓋内に配置した第１の磁石と、枢動可能な接合部に隣接するハウジン
グ内に配置され、第１の磁石と反発するように方向付けした第２の磁石とを含むことがで
きる。第２の対の磁気素子は、枢動可能な接合と反対側の蓋内に配置した第１の磁石要素
と、枢動可能な接合部と反対側のハウジング壁内に配置され、第１の磁気素子を引き付け
るように方向付けした第２の磁気素子とを含むことができる。いくつかの例では、第２の
対の磁気素子の両方の磁気素子は磁石である。いくつかの例では、第２の対の磁気素子の
一方の磁気素子は磁石であり、他方の磁気素子は磁性材料である。オーバーセンター位置
は、第１及び第２の磁気素子の間の反発力、第２及び第３の磁気素子の間の引力、並びに
枢動可能な接合部からの第１、第２、第３及び第４の磁気素子の距離の組合せによって形
成される。
【０２１４】
　いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースは、聴取デバイスを受容
するキャビティ、及びキャビティに連通する受容開口部を有するハウジングと、枢動可能
な接合部を介してハウジングに固定し、受容開口部を露出させる開放位置と、受容開口部
をカバーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋と、枢動可能な接合部に隣接する蓋内に配置
され、枢動可能な接合部に隣接するハウジング内に配置した第２の磁気素子と反発するよ
うに方向付けした第１の磁気素子と、枢動可能な接合部と反対側の蓋の遠位端において蓋
内に配置され、枢動可能な接合部と反対側のハウジングの遠位端においてハウジング内に
配置した第４の磁石要素を引き付けるように方向付けした第３の磁気素子とを含み、第１
、第２、第３及び第４の磁気素子は協調して、開放位置と閉鎖位置の間に配置した蓋用の
オーバーセンター位置を画定し、蓋は閉鎖位置に付勢される場合の、蓋がオーバーセンタ
ー位置を超えて移動するまで、開放位置から閉鎖位置に回転しないようにする。いくつか
の例では、複数の磁気素子は、互いに反発するように方向付けした第１の対の磁気素子を
含むことができ、蓋にハウジングを接続する枢動可能な接続部の近傍に配置され、第１の
対の第１の磁気素子はケース内に配置され、第１の対の第２の磁気素子は蓋内に配置され
る。いくつかの例では、複数の磁気素子は、互いに引き付けるように方向付けした第２の
対の磁気素子を含むことができ、枢動可能な接合部と反対側に配置され、第１の磁気素子
はケース内に配置され、第２の磁気素子は蓋内に配置される。いくつかの実施形態では、
オーバーセンター位置は、第１の対の磁気素子の間の反発力、第２の対の磁気素子の間の
引力、枢動可能な接合部からの第１の対の磁気素子の距離、及び枢動可能な接合部からの
第２の対の磁気素子の距離の組合せによって形成される。
　無線通信遮断機能付きイヤホンケース
【０２１５】
　いくつかの実施形態では、無線通信機を有するポータブル聴取デバイス用のケースが提
供される。ケースは、ポータブル聴取デバイスを受容するように構成されたキャビティを
有するハウジングと、ハウジングに取り付けられ、ケース内にポータブル聴取デバイスを
隠す閉鎖位置と、ハウジングから変位させ、ユーザがケースからポータブル聴取デバイス
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を取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、蓋が閉鎖位置にあるか開放位置にあ
るかを検出する蓋センサと、蓋を閉鎖位置から開放位置に移動させたことを蓋センサが検
出したとき、無線通信機をオンにするように構成された回路とを含む。蓋センサは、蓋が
閉鎖位置から開放位置に移動すると開信号を生成でき、回路は、開信号に応じて無線通信
機をオンにするように構成できる。いくつかの例では、ケースは更に、キャビティに配置
した第１のコンタクトを有する電気コネクタを含み、ポータブル聴取デバイスをキャビテ
ィに受容したとき、ポータブル聴取デバイス上の第２接点コンタクトに電気的に接続し、
ケース回路は、第１のコンタクトを介してポータブル聴取デバイスに命令を送信すること
で、ポータブル聴取デバイス内の無線通信機をオンにできる。デバイス検出器は、ポータ
ブル聴取デバイスがキャビティ内に受容された場合を検出するように構成でき、回路は、
ポータブル聴取デバイスがキャビティに受容されたことをデバイス検出器が検出しない場
合、ポータブル聴取デバイスに命令を送信しないように構成できる。様々な例では、蓋セ
ンサはホール効果センサであってもよく、電気コネクタは、ケースが、聴取デバイス内の
充電式バッテリを充電可能にする電気接続を提供することもでき、及び／又はポータブル
聴取デバイスは一対のヘッドホンであってもよい。
【０２１６】
　いくつかの実施形態では、無線通信機を有するポータブル聴取デバイス用のケースは、
ポータブル聴取デバイスを受容するように構成されたキャビティを有するハウジングと、
ハウジングに取り付けられ、ポータブル聴取デバイスをケース内に隠す閉鎖位置と、ハウ
ジングから変位させ、ユーザがポータブル聴取デバイスをケースから取り出し可能な開放
位置との間で動作可能な蓋と、ポータブル聴取デバイスをキャビティ内に配置した場合を
検出するように構成されたデバイス検出器と、蓋が閉鎖位置にあるか開放位置にあるかを
検出する蓋センサと、開放位置から閉鎖位置に蓋を移動させたことを蓋センサが検出した
とき、無線通信機をオフにするように構成された回路とを含む。蓋が開放位置から閉鎖位
置に移動したとき、蓋センサは閉信号を生成でき、回路は、閉信号に応じて、無線通信機
をオフにするように構成できる。いくつかの例では、ケースは更に、キャビティに配置し
た第１のコンタクトを有する電気コネクタを含み、ポータブル聴取デバイスをキャビティ
に配置したとき、ポータブル聴取デバイス上の第２のコンタクトに電気的に接続し、ケー
ス回路は、第１のコンタクトを介してポータブル聴取デバイスに命令を送信することで、
ポータブル聴取デバイス内の無線通信機をオフにできる。
【０２１７】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースは、一対のイヤホンの第１のイヤ
ホンを受容するように構成された第１のキャビティ、及び一対のイヤホンの第２のイヤホ
ンを受容するように構成された第２のキャビティを有するハウジングと、ハウジングに取
り付けられ、ケース内にイヤホンを隠す閉鎖位置と、ユーザがケースからイヤホンを取り
出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、蓋が閉鎖位置にあるか開放位置にあるかを
検出する蓋センサと、ケースバッテリと、各イヤホン内のイヤホンバッテリを充電するよ
うに構成された回路と、閉鎖位置から開放位置に蓋を移動させたことを蓋センサが検出し
たとき、イヤホンの無線通信機をオンにし、開放位置から閉鎖位置に蓋を移動させたこと
を蓋センサが検出したとき、イヤホンの無線通信機をオフにするように構成された回路と
を含むことができる。いくつかの実施形態では、蓋センサは、閉鎖位置から開放位置に蓋
を移動させたとき開信号を生成でき、開放位置から閉鎖位置に蓋を移動させたとき閉信号
を生成でき、ケース内に含まれる回路は、開信号に応じて無線通信機をオフにし、閉信号
に応じて無線通信機をオフにするように構成できる。様々な実施形態では、ケースは更に
、キャビティ内にポータブル聴取デバイスがいつ受容された場合を検出するデバイス検出
器を含むことができ、ケース内の回路は、ポータブル聴取デバイスに、キャビティ内にポ
ータブル聴取デバイスが受容されたことをデバイス検出器が検出したかどうかで無線通信
機をオン又はオフにできる命令だけを送るように構成される。様々な例では、蓋センサは
ホール効果センサであってもよい。ケースは更に、第１又は第２のキャビティのいずれか
にイヤホンを配置した場合を検出するように構成された１つ以上のイヤホン検出器を含む
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ことができ、回路は、第１のキャビティ内に第１のイヤホンが受容されたことを１つ以上
のイヤホン検出器が検出し、蓋センサが閉鎖位置の蓋を検出した場合、第１のイヤホンの
無線通信機をオフにするように構成でき、第２のキャビティ内に第２のイヤホンが受容さ
れたことを１つ以上のイヤホン検出器が検出し、蓋センサが閉鎖位置の蓋を検出した場合
、第２のイヤホンの無線通信機をオフにするように構成できる。
　音響インサート付きイヤホン
【０２１８】
　本開示のいくつかの実施形態は、非閉鎖耳部を有するハウジングと、非閉鎖耳部に配置
した指向性音声ポートと、駆動アセンブリであって、駆動アセンブリの前方に配置した前
方容量、及び駆動アセンブリの後方に配置した後方容量を有するハウジング内に配置した
駆動アセンブリと、駆動アセンブリの後方のハウジング内に配置され、ハウジングの内面
に取り付けた音響インサートとを含むイヤホンに関し、音響インサートとハウジングは、
ハウジング内の後方容量からマルチポートベントに経路指定された低音チャネルを構成し
、低音ポートチャネルは、イヤホンの周波数応答を変更できる。音響インサートは、隆起
した溶接領域によって画定した凹部を含むことができ、溶接領域は、ハウジングの内面に
音響的に接合される。いくつかの例では、音響インサート内の凹部は、低音チャネルの３
つの壁を形成し、ハウジングは低音チャネルの第４の壁を形成する。音響インサートは更
に、前方容量をマルチポートベントに結合するアパーチャを含むことができ、低音チャネ
ルとアパーチャはマルチポートチャンバに結合され、マルチポートチャンバはマルチポー
トベントを介して通気される。いくつかの例では、音響インサートは、レーザエネルギを
吸収する炭素添加プラスチックから形成される。いくつかの例では、イヤホンハウジング
は、二酸化チタン顔料を含有するアクリロニトリル・ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）か
ら作製できる。音響インサートは、レーザ接合界面又は接着剤を介して、イヤホンハウジ
ングの内面に取り付けられる。
【０２１９】
　いくつかの実施形態では、イヤホンを形成する方法が提供される。方法は、内面及び外
面を有するハウジングを形成することと、隆起した溶接領域によって画定した凹部を有す
るように音響インサートを形成することと、ハウジング内に音響インサートを挿入するこ
ととであって、隆起した溶接領域が、ハウジングの内面に対して配置されるようになる、
ことと、ハウジングを介してレーザを導くことであって、音響インサートの隆起した溶接
領域に衝突させ、ハウジングの内面に隆起した溶接領域を溶接する、ことと、を含むこと
ができる。いくつかの例では、ハウジングは、レーザの波長に対して実質的に透明なプラ
スチックから形成でき、音響インサートは、レーザエネルギを吸収する炭素添加プラスチ
ックから形成できる。
【０２２０】
　いくつかの実施形態によるイヤホンは、心棒に結合した耳部を有するハウジングと、耳
部内に形成したキャビティと、キャビティに配置された駆動アセンブリであって、駆動ア
センブリの前方に配置した前方容量、及び駆動アセンブリの後方に配置した後方容量を画
定する、駆動アセンブリと、駆動アセンブリの後方のキャビティに配置され、ハウジング
の内面に取り付けた音響インサートと、音響インサート及びハウジングによって形成され
、後方容量からベントを介して外部環境に経路指定される低音チャネルとを含むことがで
きる。音響インサートは、隆起した溶接領域によって画定した凹部を含むことができ、溶
接領域は、ハウジングの内面に結合される。音響インサートは更に、前方容量を外部環境
に結合するアパーチャを含むことができる。
　イヤホンとケースの無線ペアリング
【０２２１】
　いくつかの実施形態では、無線通信機を有する一対の無線イヤホン用のケースは、一対
のイヤホンの第１のイヤホンを受容するように構成された第１のキャビティ、及び一対の
イヤホンの第２のキャビティを受容するように構成された第２のキャビティとを有するハ
ウジングと、ハウジングに取り付けられ、ケース内にイヤホンを隠す閉鎖位置と、ユーザ



(55) JP 6318209 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

がケースからイヤホンを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、第１及び第２
のイヤホンの各々に結合するように構成され、第１のキャビティに配置した第１のコンタ
クト、及び第２のキャビティに配置した第２のコンタクトを有するコネクタと、閉鎖位置
から開放位置に蓋を移動させたとき、検出信号を生成するように構成された蓋センサと、
第１又は第２のコンタクトに結合し、検出信号に応じて、一対の無線イヤホンに１つ以上
の信号を送り、無線通信機をオンにし、一対のイヤホンの電子デバイスへのペアリングを
開始するように構成された回路とを含むことができる。回路は、コンピュータ読取り可能
なメモリに動作可能なように結合したプロセッサを含み、メモリは、プロセッサによって
実行可能な命令を記憶し、１つ以上の信号を送ることができる。コネクタは、一対の無線
イヤホンの第１のイヤホン用の第１の電力コンタクトと、一対の無線イヤホンの第２のイ
ヤホン用の第２の電力コンタクトを含むことができ、第１及び第２の電力コンタクトは各
々、第１及び第２のイヤホンに各々電力及びデータの両方を送信するように構成できる。
【０２２２】
　いくつかの実施形態では、無線通信機を含むポータブル聴取デバイス用のケースは、ポ
ータブル聴取デバイス用の受容領域を有するハウジングと、ハウジングに取り付けられ、
ケース内にポータブル聴取デバイスを隠す閉鎖位置と、ユーザが受容領域からポータブル
聴取デバイスを取り出し可能な開放位置との間で動作可能な蓋と、受容領域に配置され、
受容領域にポータブル聴取デバイスを受容したとき、１つ以上の電気コンタクトに電気的
に接続する１つ以上のケース電気コンタクトを有する電気コネクタと、ユーザ生成動作に
応じて信号を生成するように構成された入力デバイスと、入力デバイス及び電気コネクタ
に結合したプロセッサとを含むことができる。プロセッサは、入力デバイスから信号を受
信するように構成され、それに応じて、電気コネクタを介して、ポータブル聴取デバイス
に命令を送信し、ホスト電子デバイスへのポータブル聴取デバイスの無線ペアリングを開
始できる。いくつかの例では、プロセッサは、電気コネクタを介して、ポータブル聴取デ
バイスと命令をやり取りするように更に構成され、ポータブル聴取デバイスに命令を送信
する前に、入力デバイスからの信号の受信に応じてその無線通信機をオンにし、ホスト電
子デバイスへのポータブル聴取デバイスの無線ペアリングを開始できる。
【０２２３】
　様々な実施形態では、ポータブル聴取デバイスは、一対の無線イヤホン（第１及び第２
のイヤホンを含む対）であってもよく、電気コネクタは、第１の無線イヤホンに電力を送
る第１のコンタクトと、第２の無線イヤホンに電力を送る第２のコンタクトを含むことが
できる。ハウジング内に配置される回路は、第１及び第２のコンタクトを介して各々、ケ
ースと第１及び第２の無線イヤホンの間でデータ信号を送るように構成され、第１及び第
２のコンタクトは、イヤホンを充電するためにも用いられる。入力デバイスは、閉鎖位置
から開放位置に蓋を移動させるユーザによってアクティブ化される蓋センサと、ケース上
の押しボタンの一方又は両方を含むことができる。蓋センターと押しボタンなどの２つ以
上の異なる入力デバイスが含まれるいくつかの例では、異なる入力デバイスは、プロセッ
サによって区別可能な異なる信号を生成でき、プロセッサによって異なるペアリング手順
を開始するために用いられる。ケースは、ケース内の１つ以上のケース電気コンタクトに
結合される充電式バッテリを更に含むことができ、ケース電気コンタクトは、第１及び第
２のイヤホンに電荷を供給するように構成され、イヤホン内のバッテリを充電する。
【０２２４】
　いくつかの実施形態では、第１の電子デバイスを第２の電子デバイスに無線でペアリン
グする方法が提供される。方法は、第１及び第２のデバイスとは異なる第３の電子デバイ
スにおいて、ユーザからの入力を受信することを含むことができる。入力の受信に応じて
、第３の電子デバイスは、第３及び第１の電子デバイスの間の有線接続を介して、第１の
電子デバイスにユーザ入力信号を通信できる。第１の電子デバイスのユーザ入力信号の受
信に応じて、第１の電子デバイスは、無線ペアリング要求を一斉送信し、無線ペアリング
要求の受信に応じて、第２の電子デバイスは第１のデバイスと無線ペアリングできる。い
くつかの例では、第１の電子デバイスは無線ヘッドホンセットであってもよく、第２の電
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子デバイスは移動型電子デバイスであってもよく、第３の電子デバイスは、ポータブル聴
取デバイス用のケースであってもよい。更に、第３の電子デバイスがポータブル聴取デバ
イス用のケースであるいくつかの実施形態では、ユーザからの入力はケースの蓋を開ける
ことであってもよい。方法では、第３の電子デバイスと第１の電子デバイスの間の有線接
続は、第１の電子デバイスを充電するために用いられるコネクタを含むことができる。更
に、第１の電子デバイスによる信号の受信に応じて、第１の電子デバイスは、所定の信号
強度で無線ペアリング要求を一斉送信でき、その強度は、通常の一斉送信電力の強度より
小さく、要求を送る無線信号の信号強度が所定の閾値より大きい場合のみ、第２のデバイ
スは第１の電子デバイスから無線ペアリング要求を受信し、所定の閾値は、第１及び第２
の電子デバイスの間の通常の無線通信に必要な最小信号強度より大きい。いくつかの実施
形態では、第１の電子デバイスが無線ペアリング要求を一斉送信する前に、メモリをチェ
ックし、既に他のデバイスと無線ペアリングされているかどうかを判別する。いくつかの
実施形態では、第１の電子デバイスが他の電子デバイスと既にペアリングされている場合
、第１の電子デバイスは、無線ペアリング要求を一斉送信しない。追加的に、いくつかの
実施形態では、第３のデバイスの蓋が開かれた場合、第３のデバイスは第１のユーザ入力
信号を送ることができ、第３のデバイス上のボタンが押された場合、第１の信号とは異な
る第２のユーザ入力信号を送ることができる。
　イヤホンのレセプタクルコネクタ付きイヤホンケース
【０２２５】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースが提供され、各イヤホンは耳部と
心棒部を有し、電気コネクタは心棒部の遠位端に配置される。ケースは、ハウジングと、
ハウジング内に配置され、第１及び第２のイヤホンを各々収容するようなサイズ及び形状
にした第１及び第２のキャビティを有し、第１及び第２のキャビティが各々、キャビティ
内にイヤホンを受容する受容開口部、及び受容開口部の反端側にコンタクト開口部を有す
るインサートと、インサートに取り付けたコンタクトアセンブリとを含むことができ、コ
ンタクトアセンブリは、第１のキャビティ内に延びる第１の対の電気コンタクトと、第２
のキャビティ内に延びる第２の対の電気コンタクトとを備え、第１及び第２の対の電気コ
ンタクトは、コンタクト開口部を介して、第１及び第２のイヤホンの遠位端に各々配置し
た電気コネクタに電気的に接触するように構成される。インサートは、共に接合した第１
及び第２の外殻を含み、第１の外殻は第１のキャビティを含み、第２の外殻は第２のキャ
ビティを含むことができる。ケースは、コンタクトアセンブリの上部、並びに第１及び第
２の外殻の各々の遠位端の周囲に付着した襟部を更に含むことができる。第１及び第２の
対の電気コンタクトは各々、コンタクトキャリアによって配置される弓形部を有し、第１
及び第２のイヤホンの遠位端に配置される電気コネクタに結合できる。コンタクトアセン
ブリは、弓形部の下に形成したキャビティを含むことができ、キャビティは、弓形部より
低く延びる深さを有する。キャビティの深さは、キャビティの直径の半分より深く、キャ
ビティは糸屑等の破片を捕捉できる。第１及び第２のキャビティ内に一対のイヤホンが受
容されると、コンタクトの弓形部は外向きに撓むことができる。いくつかの実施形態では
、コンタクトアセンブリは誘電体材料から形成され、コンタクトアセンブリとインサート
の間に液密シールを形成できる。
【０２２６】
　いくつかの実施形態では、イヤホン充電システム用の電気コネクタアセンブリが提供さ
れる。電気コネクタアセンブリは、耳部と心棒部を有するイヤホンを受容するように構成
され、イヤホンコネクタは心棒部の遠位端に配置される。電気コネクタアセンブリは、心
棒第１方向でイヤホンを受容する受容開口部、受容開口部と反対側の遠位端、及び受容開
口部に開口する遠位端の近傍のコンタクト開口部を有する外殻と、誘電体材料から形成さ
れ、外殻の遠位端に結合され、外殻の遠位端を受容するようなサイズにしたキャビティ、
及び一対のコンタクト受容スロットを有するコンタクトキャリアと、一対のコンタクト受
容スロット内に配置した一対の可撓性の電気コンタクトと、を含むことができ、可撓性の
電気コンタクトは各々、外殻のコンタクト開口部を介して延びるコンタクト部を有する。
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外殻の遠位端は、キャビティ内に配置され、コンタクトキャリアに付着できる。いくつか
の実施形態では、外殻は、遠位端に配置した一対の隙間スロットを含むことができ、外殻
の遠位端をキャビティ内に配置したとき、スロットを介して、一対の可撓性の電気コンタ
クトのコンタクト部を突出させる。電気コネクタアセンブリは、コンタクトキャリアの上
部、及び外殻の周囲に付着した襟部を更に含むことができ、イヤホンが電気コネクタアセ
ンブリによって受容されたとき、可撓性の電気コンタクトのコンタクト部は、イヤホンコ
ネクタと干渉するように配置できる。いくつかの実施形態では、電気コネクタアセンブリ
は更に、第２の外殻、第２のコンタクトキャリア及び第２の対の可撓性の電気コンタクト
を含むことができ、コネクタアセンブリは一対のイヤホンを受容できる。
【０２２７】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースが提供され、各イヤホンは、耳イ
ンターフェース部と心棒部を有し、電気コネクタは、心棒部の遠位端に配置される。ケー
スは、ハウジングと、ハウジング内に配置され、第１及び第２のイヤホンを各々収容する
ようなサイズ及び形状にした第１及び第２のイヤホン受容キャビティを有し、第１及び第
２の受容キャビティの各々が、心棒第１方向で受容キャビティにイヤホンを受容する受容
開口部、及び受容開口部の反端側に端部のコンタクト開口部を有するインサートと、誘電
体材料から形成され、インサートに結合され、コンタクトインターフェース領域に配置さ
れる第１及び第２の対のコンタクト受容スロット、第１の対のコンタクト受容スロットの
間に配置される破片を捕捉するように構成された破片凹部、及びコンタクトインターフェ
ース領域より下に配置され、破片を捕捉するようなサイズ及び形状にした第２の破片凹部
を有するコンタクトキャリアと、第１の対のコンタクト受容スロット内に配置され、各々
が、コンタクトインターフェース領域の第１の受容キャビティ内に延びるコンタクト部を
有する第１の対の可撓性の電気コンタクトと、第２の対のコンタクト受容スロット内に配
置され、各々が、コンタクトインターフェース領域の第２の受容キャビティ内に延びるコ
ンタクト部を有する第２の対の可撓性の電気コンタクトとを含むことができる。いくつか
の例では、破片凹部は、第１の対のコンタクト受容スロットの間に配置される第１の破片
凹部と、第２の対のコンタクト受容スロットの間に配置される第２の破片凹部とを含むこ
とができる。第１及び第２のイヤホン受容キャビティは各々、イヤホンの心棒部を収容す
るようなサイズ及び形状にした細長いチューブ部と、耳インターフェース部を少なくとも
部分的に収容するようなサイズ及び形状にしたより大きなイヤホン受容開口部とを含むこ
とができる。可撓性の電気コンタクトの各々のコンタクト部は、湾曲形状を有することが
できる。
　電子コンタクト付き無線イヤホン
【０２２８】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンが提供され、無線イヤホンは、縦軸に位置合わ
せされ、第１及び第２の端部を含む心棒部を有するハウジングと、第１の端部の近傍で、
縦軸からオフセットさせて駆動ユニット及び指向性音声ポートを有し、駆動ユニットが、
指向性音声ポートから音声を発するように位置合わせされ、磁石、音声コイル及び振動板
を備える、スピーカアセンブリと、ハウジング内に配置した充電式バッテリと、心棒部の
第２の端部において外面に露出させ、充電式バッテリに電力を供給するように電気的に結
合した第１及び第２の外部コンタクトとを含む。第２のコンタクトは、接地部に電気的に
結合できる。
【０２２９】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンは、第１のコンタクトに動作可能なように結合
され、第１のコンタクトを介して無線イヤホンとデータをやり取りするように構成された
データ通信回路を更に含む。第１及び第２の外部コンタクトは各々、部分的に環状の形状
を有し、互いに対向して対称的な関係で配置し、それらの間に誘電体材料が配置される。
いくつかの例では、第１及び第２の外部コンタクトの外周は、心棒部の外面と同一平面に
ある。いくつかの例では、第１及び第２の外部コンタクトは各々弓形の周辺コンタクト面
を含む。いくつかの実施形態では、第１及び第２の電気コンタクトは、イヤホンの心棒部
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の第２の端部に配置されるマイクロホン用に、中心に音響アパーチャを有する円形の形状
を形成する。いくつかの実施形態では、第１及び第２の電気コンタクトは各々円形の形状
であり、第２の電気コンタクトは、第１の電気コンタクト内に同心円状に配置される。い
くつかの例では、第１及び第２のコンタクトは各コンタクトの外面において二元金属合金
層で終端させ、二元金属合金層はロジウムとルテニウムを含む。
【０２３０】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンは、縦軸に位置合わせされ、第１及び第２の端
部を含む心棒部を有するハウジングと、第１の端部の近傍で縦軸からオフセットさせて駆
動ユニット及び指向性音声ポートを有し、駆動ユニットが、指向性音声ポートから音声を
発するように位置合わせされ、磁石、音声コイル及び振動板を備える、スピーカアセンブ
リと、ハウジング内に配置した充電式バッテリと、心棒部の第２の端部において外面に配
置され、充電式バッテリに電気的に結合した第１の半円形コンタクトと、心棒部の第２の
端部において外面に配置した第２の半円形コンタクトとを含み、第１及び第２の部分的に
環状のコンタクトが、互いに対向して対称的な関係で配置する。
【０２３１】
　いくつかの実施形態では、無線イヤホンは、ハウジングと、ハウジング内に配置した充
電式バッテリと、駆動ユニット及び指向性音声ポートを含み、駆動ユニットが、指向性音
声ポートから音声を発するように位置合わせされ、磁石、音声コイル及び振動板を備える
、スピーカアセンブリと、ハウジングの外面に露出させた複数のコンタクトとを含み、複
数のコンタクトの各コンタクトが、各コンタクトの外面に二元合金めっき層を有する導電
性ベース部を含み、二元合金めっき層がロジウムとルテニウムを含む。いくつかの例では
、ロジウムの重量％は少なくとも８５％であり、残りがルテニウムである。複数のコンタ
クトは、ハウジングの外面に配置した外部コンタクトであってもよい。いくつかの例では
、二元金属合金めっき層は、０．６５～１．０μｍの厚さであり、複数のコンタクトは、
導電性ベース部と二元金属合金めっき層の間に配置した少なくとも１つの中間層を含むこ
とができる。
　キャビティ内のイヤホンの磁気保持
【０２３２】
　本開示のいくつかの実施形態は、１つ以上のイヤホン磁気コンポーネントを有するイヤ
ホン用のケースに関する。ケースは、イヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした受
容キャビティと、ケース内に配置され、受容キャビティ内にイヤホンを、第２の受容キャ
ビティ内に第２のイヤホンを磁気的に引き付け磁気的に固定するように配置及び構成され
た１つ以上のハウジング磁気コンポーネントと、受容キャビティを露出させる開放位置と
、受容キャビティをカバーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋とを含むことができる。ケ
ースは、一対のイヤホンを格納するように構成され、受容キャビティは、一対のイヤホン
の第１のイヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第１の受容キャビティと、一対
のイヤホンの第２のイヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第２の受容キャビテ
ィとを含む。いくつかの実施形態では、１つ以上のハウジング磁気コンポーネントは、第
１の受容キャビティの周りに配置され、第１の受容キャビティ内に第１のイヤホンを磁気
的に引き付け磁気的に保持するように構成された第１の複数の磁気コンポーネントと、第
２の受容キャビティの周りに配置され、第２の受容キャビティ内に第２のイヤホンを磁気
的に引き付け磁気的に保持するよう構成された第２の複数の磁気コンポーネントとを含む
ことができる。
【０２３３】
　いくつかの例では、第１の複数の磁気コンポーネントは、第１のイヤホンのスピーカ磁
石を磁気的に引き付けるように配置及び構成された第１の磁気コンポーネントを含むこと
ができ、第２の複数の磁気コンポーネントは、第２のイヤホンのスピーカ磁石を磁気的に
引き付けるように配置及び構成された第２の磁気コンポーネントを含むことができる。他
の例では、第１の複数の磁気コンポーネントは、第１のイヤホンの耳部に配置した磁気プ
レートを磁気的に引き付けるように配置及び構成された第１の磁気コンポーネントを含む



(59) JP 6318209 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

ことができ、第２の複数の磁気コンポーネントは、第２のイヤホンの耳部に配置した磁気
プレートを磁気的に引き付けるように配置及び構成された第２の磁気コンポーネントを含
むことができる。
【０２３４】
　いくつかの例では、第１の複数の磁気コンポーネントは、第１の受容キャビティの一部
の周りに配置した１つ以上の磁気コンポーネントを含むことができ、第１の受容キャビテ
ィは、第１のイヤホンの耳インターフェース部を収容し、第２の複数の磁気コンポーネン
トは、第２の受容キャビティの一部の周りに配置した１つ以上の磁気コンポーネントを含
むことができ、第２の受容キャビティは、第２のイヤホンの耳インターフェース部を収容
する。いくつかの例では、第１の複数の磁気コンポーネントは、第１のイヤホンのスピー
カ磁石を引き付けるように構成された第１のハウジング磁気コンポーネントと、第１のイ
ヤホンの耳部内に配置した磁気プレートを引き付けるように構成された第２のハウジング
磁気コンポーネントとを含むことができ、第２の複数の磁気コンポーネントは、第２のイ
ヤホンのスピーカ磁石を引き付けるように構成された第３のハウジング磁石部品と、第２
のイヤホンの耳部内に配置した磁気プレートを引き付けるように構成された第４のハウジ
ング磁気コンポーネントとを含むことができる。いくつかの例では、第１の複数の磁気コ
ンポーネントは、第１のハルバッハアレイを形成する第１の組の磁気コンポーネントを含
み、第１のイヤホンの引力を増大させ、第２の複数の磁気コンポーネントは、第２のハル
バッハアレイを形成する第２の組の磁気コンポーネントを含み、第２のイヤホンの引力を
増大させる。第１及び第２のハルバッハアレイは、第１及び第２のイヤホンをそれぞれの
キャビティに引き付け、それらがユーザによって取り出されるまで、キャビティ内にそれ
らを磁気的に保持できる。
【０２３５】
　いくつかの実施形態では、イヤホンは、ユーザの耳内に少なくとも部分的に適合するよ
うに形成したハウジングと、ハウジング内に形成した指向性音声ポートと、ハウジング内
に配置され、第１の磁石を備える駆動ユニットを含み、駆動ユニットが、指向性音声ポー
トから音声を発するように位置合わせされる、スピーカアセンブリと、スピーカアセンブ
リとは別個で、ハウジング内に配置される磁気保持コンポーネントとを含む。ハウジング
は、耳部と心棒部を有することができ、磁気保持コンポーネントはハウジング内に配置さ
れる。駆動ユニットは、振動板と音声コイルを含むことができ、第１の磁石は、音声コイ
ルに動作可能なように結合され、電気信号に応じて振動板を移動させ、磁気保持コンポー
ネントは、音声コイルに動作可能なようには結合されない。
【０２３６】
　いくつかの実施形態では、無線聴取システムが提供され、それは、一対の無線イヤホン
と、一対の無線イヤホン用の格納ケースを含む。各無線イヤホンは、ユーザの耳内に少な
くとも部分的に適合するように形成したハウジングと、ハウジング内に形成した指向性音
声ポートと、ハウジング内に配置され、第１の磁石、振動板及び音声コイルを備える駆動
ユニットを含み、第１の磁石が、音声コイルに動作可能なように結合され、電気信号に応
じて振動板を移動させ、駆動ユニットが、指向性音声ポートから音声を発するように位置
合わせされるスピーカアセンブリと、スピーカアセンブリとは別個で、ハウジング内に配
置される磁気保持コンポーネントとを含む。いくつかの例では、磁気保持コンポーネント
は、ハウジングの耳部内に配置され、いくつかの例では、それは、ハウジングに適合する
形状の輪郭を備えた磁性材料のプレートを含む。格納ケースは、一対のイヤホンの第１の
イヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第１の受容キャビティと、一対のイヤホ
ンの第２のイヤホンを収容するようなサイズ及び形状にした第２の受容キャビティと、ケ
ース内に配置され、第１の受容キャビティ内に第１のイヤホンを、第２の受容キャビティ
内に第２のイヤホンを磁気的に引き付け磁気的に固定するように配置及び構成された複数
のハウジング磁気コンポーネントと、第１及び第２の受容キャビティを露出させる開放位
置と、第１及び第２の受容キャビティをカバーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋とを含
むことができる。複数のハウジング磁気コンポーネントは、第１のイヤホンのスピーカ磁
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石を磁気的に引き付けるように配置及び構成された第１の磁気コンポーネントと、第２の
イヤホンのスピーカ磁石を磁気的に引き付けるように配置及び構成された第２の磁気コン
ポーネントとを含むことができる。複数のハウジング磁石部品は更に、第１のイヤホンの
耳部に配置した磁気プレートを磁気的に引き付けるように配置及び構成された第３の磁気
コンポーネントと、第２のイヤホンの耳部に配置した磁気プレートを磁気的に引き付ける
ように配置及び構成された第４の磁気コンポーネントとを含むことができる。複数のハウ
ジング磁気コンポーネントは、各無線イヤホンを引き付け保持するように配置したハルバ
ッハアレイを形成するように構成された複数の磁石を含むことができる。
　ポータブルデバイスを充電するための誘導充電送信機付きケース
【０２３７】
　いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイス用のケースは、ポータブル聴取デバ
イスを受容するように構成された１つ以上のキャビティ、及び外部充電面を有するハウジ
ングと、ハウジングに取り付けられ、１つ以上のキャビティ上に位置合わせされる閉鎖位
置と、１つ以上のキャビティから変位させる開放位置との間で動作可能な蓋と、バッテリ
と、１つ以上のキャビティに配置したとき、ポータブル聴取デバイスを充電するように構
成された第１の充電システムと、外部充電面に隣接するハウジング内に配置した送信コイ
ルを含む第２の充電システムとを含み、送信コイルが、外部充電面に隣接するハウジング
の外側に配置した電力受信コイルに電力を無線で送るように構成される。ケースは更に、
共通軸上の送信コイルを受信コイルと位置合わせする位置合わせ特徴を含むことができる
。様々な実施形態では、位置合わせ特徴は、ケース内の位置合わせ磁石であってもよく、
この位置合わせ磁石は、ウェアラブル電子デバイスの嵌合する位位置合わせ磁石と磁気的
に嵌合し、送信コイル内で中心を合わせ、及び／又は外部充電面内の凹特徴であってもよ
く、それは、ウェアラブル電子デバイスの底面に形成した凸特徴と嵌合する。ケース内の
回路は、ポータブル聴取デバイスが１つ以上のキャビティ内にあるかどうか、及び電子デ
バイスが外部充電面に隣接配置されているかどうかを検出できる。回路は好ましくは、１
つ以上のキャビティ内にポータブル聴取デバイスがあれば、電子デバイスが外部充電面に
隣接配置されている間、電子デバイスの前のポータブル聴取デバイスを充電できる。いく
つかの実施形態では、第１及び第２の充電システムは、ケースバッテリから電力を受信す
ることができ、ケースコネクタから電力を受信することもできる。ケースは更に、ハウジ
ング及び蓋内に配置した複数の磁気素子を含むことができ、それらは、閉鎖位置に蓋を固
定し、蓋が開放位置から閉鎖位置に移動することを防止するようにする。複数の磁気素子
は、互いに反発するように構成された第１の対の磁気素子と、互いに引き付けるように構
成された第２の対の磁気素子とを含むことができる。
【０２３８】
　いくつかの実施形態では、ポータブル聴取デバイスは、一対のイヤホン用のケースであ
ってもよく、ハウジングは、第１及び第２のイヤホンを各々受容するように構成された第
１及び第２のキャビティを含むことができ、第１の充電システムは、イヤホンを第１及び
第２のキャビティに配置したとき、第１及び第２のイヤホンを充電するように構成できる
。
【０２３９】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースは、外部充電面、並びに一対のイ
ヤホンの第１及び第２のイヤホンを各々受容するように構成された第１及び第２のキャビ
ティを有するハウジングと、第１及び第２のキャビティ上に位置合わせされる閉鎖位置と
、第１及び第２のキャビティから変位させた開放位置との間で移動可能な蓋と、バッテリ
と、イヤホンを第１及び第２のキャビティに配置したとき、第１及び第２のイヤホンを充
電するように構成された第１の充電システムと、外部充電面に隣接するハウジング内に配
置した送信コイルを含む第２の充電システムとを含み、送信コイルは、外部充電面に隣接
するハウジングの外側に配置した電子デバイスの電力受信コイルに電力を無線で送るよう
に構成される。ケースは更に、受信コイルと送信コイルを位置合わせするように構成され
た位置合わせ磁石を含む。送信コイルは、時間的に変化する電磁束を生成し、受信コイル
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内に電流を誘導する電磁コイルであってもよい。様々な実施形態では、蓋はヒンジを介し
てハウジングに取り付けられ、及び／又は蓋はハウジングから分離可能であってもよい。
【０２４０】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースが提供される。各イヤホンは、耳
インターフェース部、心棒、イヤホンバッテリ及び無線通信部を含むことができる。ケー
スは、一対のイヤホンの第１のイヤホンを受容するように構成された第１のキャビティと
、一対のイヤホンの第２のイヤホンを受容するように構成された第２のキャビティとを含
むハウジングと、一対のイヤホンをケース内に隠す閉鎖位置と、ケースから変位させ、ユ
ーザがケース並びに第１及び第２の充電システムからイヤホンを取り出し可能な開放位置
との間で動作可能な蓋とを含む。第１の充電システムは、ケースバッテリと、ハウジング
内に配置され、無線電源から電力を無線で受信するように構成された無線電力受信コイル
と、第１及び第２のイヤホンの各々に結合するように構成され、第２のコネクタが、第１
のキャビティに配置した少なくともコンタクトと、第２のキャビティに配置した少なくと
も１つのコンタクトとを有するコネクタと、ケースバッテリを充電するために動作可能な
ように結合され、無線電力受信コイル上で受信した無線電力から第１及び第２のイヤホン
を充電する充電回路とを含むことができる。第２の充電システムは、ハウジング内に配置
され、ケースに隣接配置した補助電子デバイスの電力受信コイルに電力を無線で送るよう
に構成された送信コイルを含むことができる。ケースは、第１又は第２のキャビティのい
ずれかにイヤホンを配置した場合を検出するように構成されたイヤホン検出器を更に含む
ことができる。送信コイルは、ケースのハウジングの外面の一部である外部充電面に隣接
配置され、ケースは更に、受信コイルと送信コイルを位置合わせするように構成された位
置合わせ磁石を含むことができる。いくつかの実施形態では、補助電子デバイスはウェア
ラブル電子デバイスである。
　防水レセプタクルコネクタ
【０２４１】
　いくつかの実施形態では、電気レセプタクルコネクタが開示され、それは、受容面と背
面の間を延びる電気絶縁ポリマーからなり、受容面の開口部と連通し、嵌合プラグコネク
タのプラグ部を受容するキャビティを画定するハウジングと、背面に隣接配置したコンタ
クトスペーサと、ハウジングの背面とコンタクトアセンブリとの間に配置したガスケット
と、各々がハウジング内に配置した先端、各コンタクトをコンタクトスペーサに固定する
アンカー部、及び先端とアンカー部を接続するビーム部を有する複数のコンタクトと、ハ
ウジングの外面の周りに配置した金属ブラケットとを含む。キャビティは、複数のコンタ
クトの各々と位置合わせするスロットを含み、金属ブラケットは、底部ブラケットに取り
付けた上部ブラケットを含むことができ、ガスケットは、コンタクトアセンブリとハウジ
ングの間に液密シールを形成でき、複数のコンタクトは各々、コンタクトアセンブリから
外に延びる電気リードを含む。いくつかの実施形態では、電気レセプタクルコネクタは更
に、コンタクトスペーサの一部と複数のコンタクトの各々アンカー部の周りに形成した誘
電体オーバーモールドコンポーネントを含み、複数のコンタクトの各々に対して液密シー
ルを形成できる。いくつかの実施形態では、接地ラッチが、誘電体オーバーモールドに含
まれ、それに結合される。接地ラッチは、複数のコンタクトの両側に第１及び第２のばね
アームを含むことができる。いくつかの実施形態では、複数のコンタクトは、単一の行に
沿って互いに離間した８個のコンタクトからなる。
【０２４２】
　いくつかの他の実施形態では、電気レセプタクルコネクタは、受容面と背面の間を延び
る電気絶縁ポリマーからなり、受容面の前方開口部と連通し、嵌合するプラグコネクタの
プラグ部を受容するキャビティを画定し、キャビティの一部を形成する複数のスロットを
有するハウジングと、（ｉ）背面に隣接配置したコンタクトスペーサ、（ｉｉ）各々が、
複数のスロットの１つを介してキャビティ内に延びる先端、コンタクトスペーサに結合し
たアンカー部、及びアンカー部に先端を接続するビーム部を有する複数のコンタクト、並
びに（ｉｉｉ）複数のコンタクトの両側に第１及び第２のばねアームを有する接地ラッチ
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を含むコンタクトアセンブリと、ハウジングの背面とコンタクトアセンブリとの間に配置
したガスケットと、ハウジングの外面の周りに配置され、ハウジングにコンタクトアセン
ブリを固定するように形成した金属ブラケットとを含む。いくつかの実施形態では、電気
レセプタクルコネクタは、オーバーモールド誘電体コンポーネントを更に含み、コンタク
トアセンブリはスペーサを含み、オーバーモールド誘電体コンポーネントは、スペーサの
一部の周りと、複数のコンタクトの各コンタクトのアンカー部の周りに形成される。オー
バーモールド誘電体コンポーネントは、複数のコンタクトの各々に液密シールを形成する
。いくつかの実施形態では、コンタクトアセンブリは、複数のコンタクトの両側に第１及
び第２の保持特徴を有する接地ラッチを更に含み、オーバーモールド誘電体コンポーネン
トは、接地ラッチをコンタクトアセンブリに固定する。いくつかの例では、金属ブラケッ
トは、底部ブラケットに取り付けた上部ブラケットを含み、複数のコンタクトは、コンタ
クトアセンブリから外に延びる電気リードを含む。いくつかの実施形態では、ガスケット
は、コンタクトアセンブリとハウジングの間に液密シールを形成する。
【０２４３】
　いくつかの実施形態では、電気レセプタクルコネクタは、受容面と背面の間を延びる電
気絶縁ポリマーからなり、受容面の前方開口部と連通し、嵌合するプラグコネクタのプラ
グ部を受容するキャビティを画定し、キャビティの一部を形成する複数のスロットを有す
るハウジングと、（ｉ）背面に隣接配置したコンタクトスペーサ、ｉｉ）各々が、複数の
スロットの１つを介してキャビティ内に延びる先端、コンタクトスペーサに結合したアン
カー部、及びアンカー部に先端を接続するビーム部を有する複数のコンタクト、並びに（
ｉｉｉ）複数のコンタクトの両側に第１及び第２のばねアームを有する接地ラッチを含む
コンタクトアセンブリと、ハウジングの背面とコンタクトアセンブリとの間に配置したガ
スケットと、ハウジングの外面の周りに配置され、ハウジングにコンタクトアセンブリを
固定するように形成した金属ブラケットとを含む。
　容量性タッチセンサ付きイヤホン
【０２４４】
　いくつかの実施形態は、イヤホンに関し、それは、イヤホンの１つ以上の電気コンポー
ネントを収容するキャビティを画定し、ハウジングの外面における接触感知領域、及び外
面と反対側のキャビティ内の内面を有するハウジングと、第１の面であって、第１の面の
上に形成し、ハウジング内に配置され、ハウジングの内面に隣接させる金属回路を備えた
第１の面を有する容量性センサインサートと、ハウジング内に配置したイヤホンプロセッ
サと、容量性センサインサートとイヤホンプロセッサを電気的に結合する少なくとも１つ
の導電体とを含む。容量性センサインサートは、ハウジングの形状に密に一致するように
形成できる。いくつかの例では、金属回路は、少なくとも１つの自己容量センサを形成し
、ユーザが接触したとき、検出可能な自己容量回路の負荷となる。他の例では、金属回路
は、少なくとも１つの相互容量センサを形成する行及び列電極を含み、ユーザが接触した
とき、行及び列電極の間の相互結合が変化し検出される。容量性センサインサートは、金
属微粒子を含むプラスチックから形成される。様々な実施形態では、容量性センサインサ
ートは、それを介して音声を通過させることができる１つ以上の音響アパーチャを含むこ
とができ、金属回路は少なくとも部分的に１つ以上の音響アパーチャを取り囲むことがで
き、及び／又は容量性センサインサートは、イヤホンがユーザの耳にある場合を検出し、
及び／又はイヤホンハウジングの外面に対するユーザの接触を検出するように構成できる
。
【０２４５】
　いくつかの実施形態では、イヤホンは、イヤホンの１つ以上の部品を収容する密閉キャ
ビティを画定し、イヤホンハウジングが、ハウジングの外部湾曲面における接触感知領域
、及び外部湾曲面の反端側に密閉キャビティ内の内部湾曲面を有するイヤホンハウジング
と、ハウジング内に形成した指向性音声ポートと、密閉キャビティに配置され、磁石を備
える駆動ユニットを含み、駆動ユニットが、指向性音声ポートから音声を発するように位
置合わせされるスピーカアセンブリと、接触感知領域上へのユーザの接触を検出するよう
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に構成され、密閉キャビティに配置したセンサインサート、及び指向性音声ポートに位置
合わせした１つ以上の音響アパーチャを含み、センサインサートが、内部湾曲面に隣接し
、それに一致する輪郭を備えた第１の面を有し、第１の面が、その上に形成され、音響ア
パーチャを少なくとも部分的に取り囲む金属回路を含む容量性センサと、容量性センサに
結合し、密閉キャビティに配置されるプロセッサとを含む。いくつかの実施形態では、第
１の面は、ハウジングの輪郭に密に一致するような輪郭を備える。様々な実施形態では、
金属回路は少なくとも１つの自己容量センサを形成してもよく、及び／又は金属回路は少
なくとも１つの相互容量センサを形成してもよい。いくつかの例では、金属回路は複数の
行及び列電極を含むことができ、容量センサは、行及び列電極の間の相互結合が変更され
たかどうかについて、行及び列電極を連続的に走査するように構成できる。
【０２４６】
　いくつかの実施形態に従って、イヤホンは、イヤホンの１つ以上の電気コンポーネント
を収容したキャビティを画定し、イヤホンハウジングが、ハウジングの外面における接触
感知領域、及び外面と反対側のキャビティ内の内面を有するハウジングと、ハウジング内
に形成した指向性音声ポートと、ハウジング内に配置され、磁石を備え、指向性音声ポー
トから音声を発するように位置合わせした駆動ユニットを含むスピーカアセンブリと、接
触感知領域上へのユーザの接触を検出でき、その上に金属回路を形成し、ハウジング内に
配置した第１の面を有するセンサインサートを備え、第１の面をハウジングの内面に隣接
させる容量性センサと、容量性センサに結合し、キャビティ内に配置したプロセッサとを
含む。
　ねじりばねオーバーセンター機構付きケース
【０２４７】
　いくつかの実施形態では、聴取デバイス用のケースは、聴取デバイスを受容するための
キャビティを有するハウジングと、枢動可能な接合部を介してハウジングに取り付けられ
、キャビティ上に位置合わせされる閉鎖位置と、角変位され、キャビティから聴取デバイ
スを取り出し可能な開放位置との間で回転可能な蓋と、蓋に取り付けられ、蓋から枢動可
能な接合部の反対側に配置される延長部を含み、延長部がアームに接触し、蓋がオーバー
センター位置を超えて移動するまで、蓋が開放位置から閉鎖位置に移動しないようにし、
その後蓋を閉鎖位置に付勢する、蓋用のオーバーセンター機構を含む。アームは、ばねに
よってそれに加えられる力を有することができ、ばねはそれを延長部に接触させる。ばね
は、ねじりばねであってもよい。アームは、アーム回動部に取り付けた第１の端部と、第
１の端部の反端側に第２の端部とを含むことができる。アームは、互いに反対側に配置さ
れ、第１及び第２の端部の間を延びる第１及び第２の面を含むことができ、蓋を開放位置
から閉鎖位置に変位させる際、延長部は第１の面とスライド接触するように配置される。
延長部は更に、蓋がオーバーセンター位置にあるとき、第１の面と直交するように方向付
けされ、延長部は、開放位置及び閉鎖位置の間で蓋が変位する際、アームの第１の面とス
ライド接触する円形の接触端部を含むことができる。
【０２４８】
　いくつかの実施形態では、電子デバイス用のケースは、電子デバイスを受容するキャビ
ティ及び受容開口部を有し、受容開口部と連通するハウジングと、第１の枢動可能な接合
部を介してハウジングに固定され、受容開口部を露出させる開放位置と、受容開口部をカ
バーする閉鎖位置との間で動作可能な蓋と、蓋用のばね装荷オーバーセンター機構とを含
む。ばね装荷オーバーセンター機構は、蓋に結合し、遠位端に円形のコンタクト部を有す
る延長部と、第２の枢動可能な接合部によってハウジングに結合し、第２の枢動可能な接
合部に取り付けた第１の端部と第１の端部の反端側に第２の端部との間を延び、第１及び
第２の端部の間を延びる第１及び第２の面を有するアームと、第２の枢動可能な接合部の
周りに形成し、アームにトルクを加え、アームを延長部の円形部に押し付けるねじりばね
とを含む。ばね装荷オーバーセンター機構は、オーバーセンター位置を超えて蓋を移動さ
せるまで、蓋が開放位置から閉鎖位置に回転しないようにし、その後、蓋を閉鎖位置に付
勢する。延長部とアームは、蓋が開放位置とオーバーセンター位置の間にあるとき、第１
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ー位置にあるとき、第１の面と直交するように延長部の遠位端を方向付けし、蓋が閉鎖位
置とオーバーセンター位置の間にあるとき、第２の端部の近傍の第１の面の第２の部分に
延長部をスライド接触させるように構成できる。延長部は、遠位端に円形部を有すること
ができ、円形部は、開放位置と閉鎖位置の間で蓋を変位させる際、アームとスライド接触
する。ねじりばねは、ハウジングに取り付けたばね止めに対して事前に負荷を与えること
ができる。キャビティは、一対のイヤホンを受容するように形成でき、更に一対のイヤホ
ンを充電するように構成された充電回路と、蓋が開放位置にあるか閉鎖位置かを検出する
ように構成されたセンサとを含むことができる。
【０２４９】
　いくつかの実施形態では、一対のイヤホン用のケースは、一対のイヤホンの第１のイヤ
ホンを受容するようなサイズ及び形状にした第１の受容キャビティ、並びに一対のイヤホ
ンの第２のイヤホンを受容するようなサイズ及び形状にした第２の受容キャビティを有す
るハウジングと、第１の枢動可能な接合部を介して、ハウジングに固定し、第１及び第２
のキャビティを露出させる開放位置と、第１及び第２のキャビティをカバーする閉鎖位置
との間で動作可能な蓋と、蓋に結合し、オーバーセンター位置を超えて蓋を移動させるま
で、開放位置から閉鎖位置に蓋が回転しないようにし、その後、蓋を閉鎖位置に付勢する
、ばね装荷オーバーセンター機構と、第１のキャビティ内に第１のイヤホンを受容したと
き、第１のイヤホンを充電し、第２のキャビティ内に第２のイヤホンを受容したとき第２
のイヤホンを充電するように構成された充電回路とを含む。ばね装荷オーバーセンター機
構は、（ｉ）蓋に結合し、遠位端に円形のコンタクト部を有する延長部と、（ｉｉ）第２
の枢動可能な接合部によってハウジングに結合し、第２の枢動可能な接合に取り付けた第
１の端部と第１の端部と反対側の第２の端部との間を延び、第１及び第２の端部の間を延
びる第１及び第２の面を有するアームと、（ｉｉｉ）第２の枢動可能な接合部の周りに形
成し、アームにトルクを加え、延長部の円形部にアームを押し付けるねじりばねとを含む
ことができる。ねじりばねは、ハウジングに取り付けたばね止めに対して事前に負荷を与
えることができる。
【０２５０】
　本明細書で開示された実施形態及び実施例は、本発明の原理及びその用途を最もよく説
明するために選択して説明され、それによって、当業者は、想定される特定の用途に適合
するように、様々な実施形態で、様々な修正と共に本発明の最もよく利用できる。したが
って、当然のことながら、本開示は、上記の実施形態及び実施例の範囲内の全ての修正及
び均等物、並びに以降の請求項の範囲内の全ての修正及び均等物をカバーするものとする
。
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